
新
し
い
年
を
迎
え
て

建
設
省
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路
局
長

藤
井

治
芳
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平
成
四
年
の
道
路
行
政
を
ふ
り
か
え
って

道
路
局
路
政
課
長

吉
井
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門
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小
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交
通
安
全
対
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の
推
進

道
路
局
企
画
課
駐
車
場
整
備
専
門
官

鈴
木

克
宗

榊

地
域
の
生
活
を
支
え
る
信
頼
性
の
高
い
道
路
網
の
整
備

道
路
局
企
画
課
道
路
防
災
対
策
室
課
長
補
佐

道
路
環
境
政
策
の
推
進
道
路
局
企
画
課
道
路
環
境
対
策
室
課
長
補
佐

吉
崎

収

隨

街
路
事
業
関
係
予
算
の
概
要

都
市
局
街
路
課
課
長
補
佐

松
井

直
人

篩

道
路
事
業
調
査
費
の
概
要

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室
課
長
補
佐

澤
田

和
宏

刀

街
路
交
通
調
査
費
の
概
要

都
市
局
都
市
交
通
調
査
室
課
長
補
佐

望
月

明
彦
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遭麟行政セミテー

自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
の
総
量
の
削
減
に
関
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て

道
路
法
令
研
究
会
擬
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“

本
誌
の
掲
載
文
は
、
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お

…

“
い
て
自
由
に
書
く
建
前
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た

…

…
が
っ
て
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
個
人
の
見
解
で
す
“

-

‐
ま
た
肩
書
等
は
原
稿
執
筆
時
お
よ
び
座
談
会
弊
実
施

…

…
時
の
も
の
で
す
,



年
頭
の
辞新

し
い
年
を
迎
え
て

建
設
省
道
路
局
長

藤
井

治
芳

を
、
ま
た
八
月
に
は
内
需
の
拡
大
と
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
の
確
保
の
た
め
の

施
策
を
含
む

｢総
合
経
済
対
策
｣
を
決
定
し
、
そ
の
円
滑
な
施
策
を
図
る
等
、
適

切
か
つ
機
動
的
な
経
済
運
営
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
我
々
道
路
行
政
担
当
者
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
は
、
時
代

の
多
様
な
要
請
に
応
え
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
、
活
力
と
ゆ
と
り
の
あ
る
地
域

社
会
の
形
成
を
図
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
最
も
根
幹
的
な
社
会
資
本
で
あ

る
道
路
を
長
期
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

お
り
し
も
昨
年
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
経
済
計
画

｢生
活
大
国
5
か
年
計
画

-
地
球
社
会
と
の
共
存
を
め
ざ
し
て
｣
に
お
い
て
は
、
生
活
大
国
を
実
現
す
る
た

め
に
は
立
ち
遅
れ
の
見
ら
れ
る
生
活
に
関
連
し
た
社
会
資
本
整
備
を
重
点
的
に
図

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
整
備

目
標
を
掲
げ
、
基
礎
的
な
生
活
環
境
の
整
備
、
良
好
な
生
活
空
間
の
確
保
、
美
し

く
潤
い
の
あ
る
社
会
資
本
の
整
備
や
景
観
の
形
成
、
交
通
渋
滞
や
路
上
駐
車
の
緩

和
…、
也
L万
一翻
り
｣父
通

る
川
早朝
き牛
一ろ
,司
十
一↑学
事
一m果
…一員
]ヒ

ノ
て
しリ
デ
7リ
ノ
ジ
ーも

ご
･
･也

新
し
い
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
厳

し
い
社
会
情
勢
の
中
で
日
夜
道
路
の
建
設
及
び
管
理
に
携
わ
っ
て
い
る
各
位
に
対

し
ま
し
て
は
深
く
敬
意
と
感
謝
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
昨
年
は
第
め
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
最
終
年
度

に
あ
た
り
、
計
画
達
成
の
た
め
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
道
路
審
議
会
に
よ
る
建

議
及
び
道
路
整
備
の
長
期
構
想

(案
)
に
基
づ
き
、
第
n
次
道
路
整
備
五
箇
年
計

画

(案
)
が
策
定
さ
れ
、
そ
の
総
投
資
規
模
が
閣
議
了
解
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
に
お
い
て
、
一

四
年
振
り
に
道
路
特
定
財
源
の
拡
充
の
方
向
が
決
定
し
た
こ
と
に
対
し
、
こ
こ
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
等
に
伴
い
ま
し
て
、
我
が
国
の
経
済
は
引
き
続
き
低
迷
し

て
お
り
、
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
政
府
は
、
我
が
国
経
済
を
内
需

を
中
心
と
し
た
イ
ン
フ
レ
な
き
持
続
可
能
な
成
長
経
済
へ
円
滑
に
移
行
さ
せ
る
た

め
、
昨
年
三
月
に
公
共
事
業
の
施
行
促
進
等
を
内
容
と
す
る

｢緊
急
隆
斉
対
策
一



球
社
会
と
の
共
存
を
図
る
た
め
に
、
環
境
と
調
和
し
た
活
力
あ
る
社
会
の
構
築
、

多
様
性
を
生
か
し
た
地
域
の
発
展
等
の
課
題
を
も
視
野
に
入
れ
た
も
の
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
｢公
共
投
資
基
本
計
画
｣
に
お
い
て
は
、
二
一
世
紀
ま
で
の
一
〇
年
間

を
後
世
に
残
す
べ
き
良
質
な
ス
ト
ッ
ク
を
形
成
す
る
た
め
の
貴
重
な
期
間
と
し
て

と
ら
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
下
、
本
年
は
新
た
に
第
虹
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
を
策

定
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
整
備
を
計
画
的
に
か
つ
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
本
計
画
に
お
き
ま
し
て
は
、
道
路
審
議
会
に
よ
る
建
議
及
び
そ

れ
に
基
づ
き
昨
年

一
五
年
振
り
に
見
直
し
た
新
し
い
道
路
整
備
の
長
期
構
想

(案
)
の
考
え
方
を
基
本
に
、
当
面
の
五
箇
年
間

(平
成
五
年
度
ー
九
年
度
)
に

緊
急
に
整
備
す
べ
き
事
業
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
特
に
生
活
･
地
域
･
環

境
の
三
つ
の
主
要
施
策
の
推
進
を
課
題
と
し
、
今
後
の
道
路
整
備
の
推
進
を
図
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
一
に

｢生
活
者
の
豊
か
さ
を
支
え
る
道
路
整
備
の
推
進
｣
で
あ
り
ま
す
。

活
力
あ
る
経
済
に
支
え
ら
れ
た

｢ゆ
と
り
社
会
｣
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
豊

か
な
生
活
環
境
の
創
造
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
く
ら
し
の
利
便

性
向
上
、
く
ら
し
の
安
全
性
向
上
、
く
ら
し
の
快
適
性
向
上
の
三
つ
の
観
点
か
ら

道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
総
合
的
な
渋
滞
対
策
、
公
共
交
通
機
関
の
使
い
や
す
さ
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
地
域
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
施
策
、
違
法
路
上
駐
車
の
解
消
及
び
中

心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
駐
車
場
の
整
備
等
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

交
通
事
故
死
者
数
の
減
少
を
目
指
し
た
交
通
安
全
対
策
、
雪
国
の
振
興
の
た
め
の

冬
期
道
路
交
通
対
策
等
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
歩
き
た
く
な
る
快
適
な
歩
道
、

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
、
沿
道
と
連
携
し
た
景
観
整

備
と

｢た
ま
り
｣
機
能
の
充
実
等
も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

第
二
に

｢活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
道
路
整
備
の
推
進
｣
で
あ
り
ま
す
。

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
、
多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
を
図
る
た
め
に
、

必
要
不
可
欠
な
高
規
格
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

各
地
方
圏
に
お
け
る
地
域
集
積
圏
の
形
成
を
支
え
る
地
域
高
規
格
道
路
を
軸
と
し

た
地
域
の
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
大
都
市
圏
に
お
け
る
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に
、
自
動
車

専
用
道
路
網
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
道
路
整
備
と
一
体
と
な
っ
た
良
好

な
住
宅
宅
地
の
供
給
を
図
る
と
と
も
に
、
住
宅
宅
地
の
供
給
に
必
要
不
可
欠
な
ア

ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
三
に

｢良
好
な
環
境
創
造
の
た
め
の
道
路
整
備
の
推
進
｣
で
あ
り
ま
す
。

道
路
環
境
施
策
に
お
い
て
は
、
社
会
･
経
済
活
動
の
活
力
を
維
持
し
つ
つ
、
地

球
、
自
然
、
沿
道
の
三
つ
の
視
点
か
ら
、
良
好
な
環
境
の
形
成
に
強
力
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
、
地
域
毎
に
そ
の
条
件
に
応
じ
た
総
合
的
な
道
路
環
境
計
画
を
策
定

い
た
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
に
む
け
て
は
、
バ
イ
パ
ス
や
環
状
道
路
を
整
備
す
る
こ
と
等

に
よ
り
、
自
動
車
走
行
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自
然
環

境
と
の
調
和
を
目
指
し
、
エ
コ
ロ
ー
ド
の
整
備
を
推
進
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
良

好
な
沿
道
環
境
の
保
全
･
形
成
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
第
u
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

そ
の
主
要
課
題
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
的
確
に
対
応
し
、
諸

施
策
を
体
系
的
か
つ
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
る
た
め
に
は
、
道
路
特
定
財
源
制
度

の
堅
持
及
び
拡
充
と
道
路
整
備
予
算
の
よ
り
一
層
の
拡
大
が
是
非
と
も
必
要
で
あ

り
、
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
道
路
行
政
に
携
わ
る
方
々
の
本
年
に
お
き

ま
す
御
活
躍
と
御
健
康
を
お
祈
り
し
て
年
頭
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。



道路関係予算
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建
設
省
道
路
局
道
路
総
務
課
企
画
官

加
藤

利
男

一

平
成
五
年
度
の
経
済
見
通
し
と

経
済
運
営
の
基
本
的
態
度

平
成
五
年
度
の
予
算
は
、
平
成
四
年
三
一月
二
〇
日
の

臨
時
閣
議
に
お
い
て
、
平
成
五
年
度
の
経
済
見
通
し
と
経

済
運
営
の
基
本
的
態
度
が
了
解
さ
れ
る
と
と
も
に

｢平
成

五
年
度
予
算
編
成
方
針
｣
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
予
算
編
成
の
最
終
段
階
を
迎
え
、
三
一月
二
一
日
に
大

蔵
原
案
が
閣
議
に
提
出
さ
れ
、
各
省
庁
に
内
示
さ
れ
た
。

さ
ら
に
そ
の
後
の
復
活
折
衝
を
経
て
、
一
二
月
二
六
日
に

概
算
閣
議
決
定
を
得
た
。

｢平
成
五
年
度
の
経
済
見
通
し
と
経
済
運
営
の
基
本
的

態
度
｣
に
よ
る
と
、
平
成
四
年
度
の
我
が
国
経
済
は
、
住

宅
投
資
は
回
復
の
動
き
が
み
ら
れ
、
公
共
投
資
は
堅
調
に

推
移
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
個
人
消
費
は
低
い
伸

び
と
な
っ
て
お
り
、
設
備
投
資
は
製
造
業
を
中
心
に
弱
含

み
と
な
っ
て
い
る
。
鉱
工
業
生
産
も
在
庫
調
整
の
動
き
か

ら
停
滞
傾
向
で
推
移
し
て
お
り
、
企
業
収
益
は
引
き
続
き

減
少
し
企
業
の
業
況
判
断
は
減
速
感
が
続
い
て
い
る
。
さ

ら
に
、
労
働
力
需
給
も
、
製
造
業
等
で
緩
和
の
動
き
が
続

い
て
い
る
。

加
え
て
、
株
価
と
不
動
産
価
格
が
大
幅
に
低
下
し
、
金

融
面
で
は
金
融
機
関
の
不
良
資
産
が
増
大
し
内
部
蓄
積
が

減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
金
融
機
関
の
融
資
対
応
力
の
低
下

や
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
一
方
、

実
体
経
済
面
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
我
が
国
経
済
は
、
引
き
続
き
低
迷
し

て
お
り
、
資
産
価
格
の
下
落
も
あ
っ
て
厳
し
い
状
況
に
直

面
し
て
い
る
。

一
方
、
経
常
収
支
の
黒
字
中
は
前
年
水
準
よ
り
拡
大
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
輸
出
数
量
の
伸
び
は
緩
や
か
で
あ

る
も
の
の
、
円
高
に
よ
る
ド
ル
建
輸
出
価
格
の
上
昇
や
高

付
加
価
値
化
が
輸
出
金
額
を
増
加
さ
せ
た
こ
と
、
景
気
調

整
の
影
響
を
受
け
た
輸
入
数
量
の
減
少
、
投
資
収
益
収
支

の
黒
字
拡
大
な
ど
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

政
府
は
、
こ
の
よ
う
に
調
整
課
程
に
あ
る
我
が
国
経
済

を
、
内
需
を
中
心
と
し
た
イ
ン
フ
レ
な
き
持
続
可
能
な
成

長
経
済
へ
円
滑
に
移
行
さ
せ
る
た
め
、
平
成
四
年
三
月
に

公
共
事
業
等
の
施
行
促
進
な
ど
を
内
容
と
す
る

｢緊
急
経

済
対
策
｣
を
、
ま
た
同
年
八
月
に
は
内
需
の
拡
大
と
金
融

シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
の
確
保
の
た
め
の
施
策
を
含
む

｢総

合
経
済
対
策
｣
を
決
定
し
、
そ
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
な

ど
、
適
切
か
つ
機
動
的
な
経
済
運
営
に
努
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
平
成
五
年
度
の
国
民
総
生
産
は
四
七
二
兆



三
千
億
円
程
度
、
経
済
成
長
率
は
、
名
目
で
三
･
○
%
程

度
、
実
質
で
一
･
六
%
程
度
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
ま

た
、
平
成
四
年
度
の
卸
売
物
価
は
一
･
三
%
程
度
の
下
落
、

消
費
者
物
価
は
一
･
八
%
程
度
の
上
昇
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
我
が
国
と
し
て

は
、
新
し
い
経
済
計
画

｢生
活
大
国
五
か
年
計
画
｣
に
沿

っ
て
、
内
需
を
中
心
と
す
る
イ
ン
フ
レ
な
き
持
続
可
能
な

成
長
経
済
へ
の
円
滑
な
移
行
を
図
る
と
と
も
に
、

｢生
活

大
国
｣
の
実
現
に
向
け
て
国
民
生
活
の
質
の
改
善
を
図
る
。

そ
れ
に
加
え
、
国
際
協
調
型
経
済
構
造
へ
の
変
革
の
推
進
、

自
由
貿
易
体
制
の
維
持
･
強
化
、
貿
易
･
投
資
の
拡
大
均

衡
な
ど
の
方
策
を
通
じ
て
、
調
和
あ
る
対
外
経
済
関
係
の

形
成
及
び
世
界
経
済
活
性
化
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
行
財
政
改
革
を
引
き
続
き

強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
経
済
社
会
の
発
展

基
盤
を
一
層
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
基
本
認
識
の
下
に
お
け
る
平
成
五
年
度
の

経
済
運
営
の
基
本
的
態
度

(概
略
)
が
次
の
と
お
り
決
定

さ
れ
て
い
る
。

第
一
は
、
現
在
調
整
課
程
に
あ
る
我
が
国
経
済
を
内
需

を
中
心
と
す
る
イ
ン
フ
レ
な
き
持
続
可
能
な
成
長
経
済
へ

円
滑
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
物
価
と

雇
用
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
基
礎
と
し
、
主
要
国
と
の
経

済
政
策
の
協
調
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
適
切
か
つ
機
動
的
な

経
済
運
営
に
努
め
る
。
特
に
平
成
五
年
度
予
算
に
お
い
て

も
公
共
投
資
の
着
実
な
推
進
、
住
宅
投
資
の
一
層
の
促
進

等
景
気
に
十
分
配
慮
す
る
よ
う
努
め
る
。
同
時
に
、
内
需

を
中
心
と
し
た
成
長
を
中
長
期
的
に
持
続
し
う
る
基
礎
条

件
を
整
備
し
、
国
民
生
活
の
質
的
向
上
を
図
る
た
め
、
必

要
な
構
造
調
整
を
一
層
積
極
的
に
推
進
し
、
こ
う
し
た
中

で
国
際
的
に
調
和
の
と
れ
た
対
外
経
済
関
係
の
形
成
を
図

る
。
ま
ず
、
社
会
資
本
整
備
の
推
進
の
た
め
、
公
共
事
業

に
つ
い
て
は
公
共
投
資
基
本
計
画
等
の
着
実
な
実
施
を
図

り
、
ま
た
土
地
利
用
の
公
共
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
求
め

つ
つ
公
共
用
地
の
円
滑
な
確
保
を
図
る
ほ
か
、
開
発
利
益

の
還
元
等
を
図
る
こ
と
に
よ
り
投
資
支
出
の
効
率
性
を
一

層
高
め
る
よ
う
努
力
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
日
本
電
信

電
話
株
式
会
社
の
株
式
売
払
収
入
の
活
用
等
に
よ
っ
て
行

っ
て
き
た
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進
を
図
る
た
め
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
こ
れ
を
確
保
す
る
。
住
宅
建
設

に
つ
い
て
は
、
都
市
環
境
の
整
備
と
宅
地
の
円
滑
な
供
給

を
進
め
、
良
質
か
つ
適
正
な
価
格
の
住
宅
供
給
を
促
進
す

る
。
一
方
、
民
間
活
力
が
最
大
限
発
揮
さ
れ
る
よ
う
弓
き

続
き
環
境
の
整
備
を
行
い
、
積
極
的
な
民
間
投
資
の
喚
起

を
促
す
と
と
も
に
、
公
共
的
事
業
分
野
へ
の
民
間
活
力
の

導
入
を
引
き
続
き
促
進
す
る
。

第
二
は
、
新
し
い
経
済
計
画

｢生
活
大
国
五
か
年
計

画
｣
に
沿
っ
て
、
国
民
一
人
一
人
が
豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を

日
々
の
生
活
の
中
で
実
感
で
き
る

｢生
活
大
国
｣
の
実
現

を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
経
済
成
長
の
あ
り

方
や
そ
の
成
果
の
活
用
に
対
す
る
考
え
方
を
生
活
者
、
消

費
者
重
視
へ
変
革
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
経
済

の
目
標
を
よ
り
直
接
的
に
生
活
の
質
の
向
上
に
向
け
て
い

く
こ
と
と
す
る
。
国
民
生
活
基
礎
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ

る
た
め
に
、
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
整
備
目
標
等
を
踏

ま
え
、
国
民
生
活
の
質
の
向
上
に
重
点
を
置
い
た
社
会
資

本
の
整
備
に
努
め
る
。
更
に
、
住
生
活
の
充
実
を
図
る
観

点
か
ら
、
良
質
な
住
宅
の
取
得
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
、
適
正
な
地
価
水
準
の
実
現
等
を
図
る
よ
う
土
地

基
本
法
の
理
念
の
下
に
住
宅
、
宅
地
の
供
給
の
促
進
策
や

総
合
的
な
見
直
し
が
行
わ
れ
た
土
地
税
制
の
活
用
等
総
合

土
地
政
策
推
進
要
綱
等
に
示
さ
れ
た
諸
施
策
を
着
実
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
住
宅
対
策
等
の
諸
施
策
の
充
実
を
図

る
。第

三
は
、
国
際
協
調
型
経
済
構
造
へ
の
変
革
を
推
進
し
、

保
護
貿
易
主
義
の
抑
止
と
自
由
貿
易
体
制
の
維
持
、
強
化

に
向
け
率
先
し
て
努
力
す
る
と
と
も
に
＼
調
和
あ
る
対
外

経
済
関
係
の
形
成
と
世
界
経
済
活
性
化
へ
の
積
極
的
貢
献

を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

第
四
は
、
行
財
政
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
で
あ

る
。経

済
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
適
切
な
行
政
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
今
後
と
も
行
政
の
役
割
を
見
直
し
、
簡
素
化
、

効
率
化
を
図
る
べ
く
行
政
改
革
の
推
進
を
図
る
。

ま
た
、
我
が
国
の
財
政
は
、
巨
額
の
国
債
費
負
担
等
に

よ
り
極
め
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
経
済
運
営
の

政
策
選
択
の
中
も
狭
ま
っ
て
い
る
。
加
え
て
税
収
に
つ
い

て
も
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後



の
中
期
的
な
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
財
政
の
対
応
力
の

回
復
を
図
る
た
め
、
再
び
特
例
公
債
を
発
行
し
な
い
こ
と

を
基
本
と
し
て
、
公
債
依
存
度
の
引
下
げ
等
に
よ
り
、
公

債
残
高
が
累
増
し
な
い
よ
う
な
財
政
体
質
を
作
り
上
げ
る

必
要
が
あ
る
。
平
成
五
年
度
予
算
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ

う
な
考
え
方
に
沿
っ
て
、
公
債
発
行
額
を
可
能
な
限
り
抑

制
す
る
た
め
、
歳
出
の
節
減
合
理
化
を
行
う
な
ど
、
財
政

改
革
を
推
進
す
る
。

こ
の
た
め
、
国
土
の
特
色
あ
る
発
展
に
向
け
て
東
京
へ

の
集
中
の
弊
害
の
除
去
と
地
方
の
活
性
化
を
図
る
。
即
ち

第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
に
沿
っ
て
、
地
域
の
特
性
と

創
意
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
地
域
経
済
の

自
立
的
発
展
を
基
本
と
し
つ
つ
、
東
京
か
ら
諸
機
能
を
分

散
し
、
地
方
の
振
興
開
発
と
大
都
市
地
域
の
秩
序
あ
る
整

備
と
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
極
分
散
型
国
土
の

形
成
を
促
進
し
、
安
全
で
良
質
な
国
土
･
居
住
空
間
の
形

成
等
に
努
め
る
。

以
上
の
よ
う
な
経
済
運
営
の
下
に
お
い
て
、
平
成
五
年

度
の
経
済
見
通
し
は
、
お
お
む
ね
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
我
が
国
経
済
は
民
間
活
動
が
そ
の
主
体
を
な
す
も

の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
特
に
国
際
環
境
の
変
化
に
は
予

見
し
難
い
要
素
が
多
い
こ
と
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
ら
の
数

字
は
あ
る
程
度
の
中
を
も
っ
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

①

民
間
最
終
消
費
支
出
は
、
前
年
度
比
四
･
九
%
程

度
の
増
加
を
示
す
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。
民
間
投
資

は
、
住
宅
投
資
が
前
年
度
比
九
･
七
%
程
度
の
増
加

と
な
り
、
ま
た
、
設
備
投
資
は
前
年
度
比
二
･
九
%

程
度
の
増
加
と
な
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

鉱
工
業
生
産
は
、
前
年
度
比
三
･
三
%
程
度
の
伸

び
を
示
す
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

ま
た
、
就
業
者
総
数
は
、
前
年
度
比
一
･
○
%
程

度
増
加
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

②

物
価
は
、
引
き
続
き
安
定
的
に
推
移
し
、
卸
売
物

価
は
○
･
三
%
程
度
、
消
費
者
物
価
は
二
･
一
%
程

度
の
上
昇
と
な
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

③

国
際
収
支
に
つ
い
て
は
、
貿
易
収
支
は
一
六
兆
六

千
億
円
程
度
、
経
常
収
支
は
一
四
兆
二
千
億
円
程
度

と
な
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

④

以
上
の
結
果
、
平
成
五
年
度
の
国
民
総
生
産
は
四

九
五
兆
三
千
億
円
程
度
と
な
り
、
名
目
、
実
質
成
長

率
は
そ
れ
ぞ
れ
四
･
九
%
程
度
、
三
･
三
%
程
度
に

な
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る

(表
1
)
。

二

政
府
予
算
及
び
建
設
省
関
係
予
算
等

1

政
府
関
係
予
算

我
が
国
財
政
は
、
平
成
五
年
度
末
の
公
債
残
高
が
一
七

六
兆
円
を
上
回
る
見
込
で
あ
り
、
国
債
費
が
歳
出
予
算
の

二
割
を
超
え
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
構
造
的
な
厳
し
さ
が

続
い
て
お
り
、
加
え
て
税
収
動
向
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

極
め
て
厳
し
い
状
況
が
継
続
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

今
後
急
速
に
進
展
す
る
人
□
の
高
齢
化
や
国
際
社
会
に

お
け
る
我
が
国
の
責
任
の
増
大
な
ど
今
後
の
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
財
政
が
弾
力
的
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

後
世
代
に
多
大
な
負
担
を
残
さ
ず
、
再
び
特
例
公
債
を
発

行
し
な
い
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
公
債
残
高
が
累
増
し
な

い
よ
う
な
財
政
体
質
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
基
本
的

な
課
題
で
あ
る
o

平
成
五
年
度
予
算
及
び
財
政
投
融
資
計
画
は
、
以
上
の

考
え
方
の
下
に
、
特
例
公
債
の
発
行
を
厳
に
回
避
し
、
公

債
発
行
額
を
可
能
な
限
り
抑
制
す
る
た
め
、
更
に
歳
出
の

徹
底
し
た
見
直
し
、
合
理
化
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

景
気
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

｢平

成
五
年
度
予
算
編
成
方
針
｣
に
基
づ
き
編
成
さ
れ
た
。

の

財
政
規
模

①

一
般
会
計
予
算
に
お
い
て
は
、
既
存
の
制
度
、
施

策
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
な
ど
経
費
の
徹
底
し
た

節
減
合
理
化
に
努
め
、
特
に
経
常
部
門
経
費
に
つ
い

て
は
、
厳
し
く
抑
制
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
日
本

電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
売
払
収
入
の
活
用
等
に

よ
っ
て
行
っ
て
き
た
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進
を
図

る
た
め
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
確
保
す
る
こ

と
と
す
る
。

②

財
政
投
融
資
計
画
に
つ
い
て
は
、
景
気
に
十
分
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
国
民
生
活
の
質
の
向
上
に
資
す

る
た
め
、
資
金
配
分
の
重
点
化
、
効
率
化
に
留
意
し

つ
つ
、
そ
の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
。

②

公
債
発
行

公
債
発
行
額
は
、
七
兆
二
、
八
〇
〇
億
円
と
す
る
。



ま
た
、
政
府
保
証
債
の
発
行
額
は
、
一
兆
八
、
0
0
0

億
円
と
す
る
。

③

財
源
の
重
点
的
か
つ
効
率
的
配
分

経
費
の
徹
底
し
た
節
減
合
理
化
を
図
る
た
め
、
各
種
施

表 1 主要経済指標

平成 3 年度
(実績)

平成 4 年度
(実績見込み)

平成5年度
(見通し)

対前年度比増減率

平成 4 年度 平成 5年度

産
産
出
宅
備

総
生
滅
住
職

民
聡
羸
間
総

国

民

民

民

回国

騨
団
鮠
鰤
狙
雛

リ
名

45

25

2

8

峨⑳鱗
饑

峨⑳鰯
饑

蜜

鮪滋

纜

聽
鰯

纖⑳
劣
弱

獄
隧
麩

用

口

数

人

総

力
者

働
業

雇
労
就

a
人

32

%

方

稀
鐙

度

お
卸

程

鋳
餌

臥 度

40

%

程

“
鋭

臥 霰%
7

5

O

G

霰%
0

0

L

l

業
数
率

工
蹄
鰄

生

度

鉱
陳
辯

鉱

%

鵤急

度

3

程

め

%

“

度

3

程

3

%

一 ー

価

数

数

率

こ口
率

繃
麟
僻
騰

物
度
物
度

物鎌辯難癬

総

消

%

2

8

乱
a

度

3

8

程

u

1

%

4

度

3

江

程

o

2

%

-

-

-

-

支

支

出

入

支双
収
収

際

常

易

国

輪
輪

･
経
貿

円

o

1

5

4

度

6

0

0

0

程

M

“

俊
第

期 度

2

6

9

3

程

M

16

43

27

綱 繊
-

-
捉
鞘A

皺%

-
-

蠣
鰡

(備考) 上記の諸計数は、 現在考えられる内外環境を前提とし、 本文において表明されている経済運営
の下で想定された平成 5年度の経済の姿を示すものであり、 我が国経済は民間活動がその主体
をなすものであること、 また、 特に国際環境の変化には予見し難い要素が多いことにかんがみ、
これらの数字はある程度の幅をもって考えられるべきである。

策
に
つ
い
て
優
先
順
位
の
厳
し
い
選
択
を
行
う
と
と
も
に
、

景
気
や
国
民
生
活
の
質
の
向
上
へ
の
配
慮
な
ど
社
会
経
済

情
勢
の
推
移
に
即
応
し
た
財
政
需
要
に
対
し
て
は
、
財
源

の
重
点
的
、
効
率
的
配
分
を
行
う
。

④

予
算
及
び
財
政
投
融
資
計
画
の
弾
力
的
運
用

予
算
及
び
財
政
投
融
資
計
画
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、

流
動
的
な
内
外
の
経
済
情
勢
等
の
推
移
に
即
応
し
つ
つ
、

そ
の
機
動
的
、
弾
力
的
運
用
を
図
る
。

以
上
の
方
針
に
基
づ
き
、
平
成
五
年
度
一
般
会
計
予
算

は
歳
入
歳
出
は
対
前
年
度
費
○
･
二
%
増
の
七
二
兆
三
、

五
四
八
億
円

(表
2
)
で
、
う
ち
公
共
事
業
関
係
費
に
つ

い
て
は
、
生
活
関
連
重
点
化
枠

(全
体
二
、
五
〇
〇
億
円
、

う
ち
公
共
事
業
分
二
、
一
九
〇
億
円
)
等
に
よ
り
六
･
三

%
増
の
七
兆
四
、
一
三
八
億
円
と
な
っ
て
い
る

(旧
N
T

T
、
B
型
事
業
を
あ
わ
せ
る
と
、八
兆
五
、
二
七
一
億
円
)。

こ
の
六
･
三
%
の
伸
び
は
一
般
歳
出
全
体
が
三
･
一
%
増

と
い
う
中
で
他
主
要
経
費
と
比
較
し
て
も
相
対
的
に
高
い

伸
び
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
N
T
T
株
式
売
払
収
入
活

用
事
業
の
公
共
事
業
分
一
兆
二
、
三
〇
〇
億
円

(A
型
一
、

○
五
九
億
円
)
及
び
B
型

(
一
兆
一
、
二
四
一
億
円
、
旧

N
T
T
、
B
型
を
含
む
)
を
加
え
た
公
共
事
業
予
算
は
八

兆
六
、
四
三
八
億
円
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
般

会
計
予
算
の
=

･
九
%
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る

(表

2
0
3
)。
な
お
、
N
T
T
･
B
型
事
業
の
償
還
開
始
に
伴

い
、
平
成
五
年
度
予
算
か
ら
初
め
て

｢社
会
資
本
整
備
特

別
措
置
法
｣
に
基
づ
き
、
公
共
的
建
設
事
業
に
係
わ
る
貸

付
金
の
償
還
時
に
お
い
て
負
担
又
は
補
助
す
る
こ
と
と
し

た
金
額

(平
成
五
年
度
七
八
三
億
円
)
が
計
上
さ
れ
て
い

る
o財

政
投
融
資
計
画
に
つ
い
て
は
対
前
年
度
費
ニ
テ
ニ

%
〉*胃
り
川
二
h
一家
F
七
、
声
]＼
/｣･
に忌
･リ
ド
か准哲
夫
“ミ
ー
む
ご
o
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表 2 平成 5年度一般会計歳入歳出概算
平成 4年12月26日 (単位 百万円)

区 分 前年度予算額
(当初) ("

平成 5年度
概算額 (B)

比較増△減額
(B - A ) 備 考

歳 入

1, 租税及印紙収入

2. そ の 他 収 入

(1) 国債整理基金
特別会計受入金

(2) そ の 他収 入

3, 公 債 金
合 計

歳 出
1 , 国 債 費
2 , 地方交付税交付金

3, 一 般 歳 出
4 , 産業投資特別会

計へ繰入等
Q ) 事 業 分
(2) 償 還 分
合 計

62 ,504,000

2 ,434,011

216,647

2 ,217,364

7,280 ,00O

72 ,218 ,011

16 ,447,320

15,77上880

38,698,811

1,300,000

上300,000

72 2 18,01l

61,303 ,000

2 ,921,824

186 ,622

2 ,735 ,202

8 ,130 ,000

72 ,354 ,824

15 ,442 ,347

15 ,617 ,350

39 ,916 ,800

1,378 ,327

1,300 ,000

78 ,327

72 ,354 ,824

△1,201 ,000

487 ,813

△ 30,025

517 ,838

850 ,00O

136 ,813

△1,004 ,973

△ 154 ,530

1,217 ,989

78 ,327

0

78 ,327

136 ,813

(注) l 計数整理の結果、 異動を生ずること

がある。
2 ｢産業投資特別会計へ繰入等｣ にお

いて、 ｢事業分｣には ｢日本電信電話

株式会社の株式の売払収入の活用に

よる社会資本の整備の促進に関する

特別措置法｣ (昭和62年法律第86号)

(以下、 ｢社会資本設備特別措置法｣

という) に基づき平成 3年度まで貸

付けを受けて実施されていた公共的

建設事業のうち、 当面、 当該株式の

売払収入以外の財源をもって行うこ

ととした金額(平成 4年度1,083 ,353

百万円、 平成 5 年度上113,378百万

円) を含んでいる。 また、 ｢償還分｣

は ｢社会資本整備特別措置法｣ に基
づき、 公共的建設事業に係る貸付金

の償還時において負担又は補助する

こととした金額である。

表 3 国全体と建設省関係予算の比較対照表 (単位 :百万円、 % )

区 分
国 全 体 建 設 省 建設省 / 国全体

5年度㈹ 前年度(B) 争中率(A /B ) 5 年度(C) 前年度(励 仲率(C /D ) 5年度 前年度

一 般 会 計 総 額 (a)

一 般 歳 出
産投特会へ繰入等

Q ) 事 業 分
@ ) 償 還 分

〔公 共 事 業 関 係 費〕
治 山 治 水
道 路 整 備
港 湾 ･ 漁 港 ･ 空 港

住 宅 対 策
下水道 ･環境衛生等
農 業 農 村 整 備
林 道 ･ 工 業 用 水 等

調 整 費 等
小 計
(通常十NTT ･B型及川日B型)

うち生活関連重点化枠

N T T ･ A 型

N T T ･ B 償還時補助

一 般 公 共 事 業 計 ◎
災 害 復 旧 等

公 共 事 業 関 係 計 に)

一般公共 / 総額 (b/a)

公共 事業 / 総額 (c/a)

72 ,354 ,824

39 ,916 ,800

1,378 ,327

1,300 ,000

78 ,327

1,478 ,728

2,410 ,108

681,467

987 ,990

九435 ,074

九154 ,330

230 ,074

13 ,551

8 ,391,322

72,218 ,011

38,698 ,811

1,300 ,000

1,300 ,000

1,428 ,187

2,299 ,952

650 ,643

931,077

上340 ,911

1,109 ,417

218 ,978

12 ,864

7 ,992 ,029

0 2

3 .1

6 ,O

0 .0

皆 増

3.5

4.8

4.7

6.1

7.0

4.O

5.1

5.3

5.O

25.1

△4.3

皆 増
5.8

0･0

5.8

6 ,053 ,981

1,194 ,082,
2 ,410 ,108

0

987 ,990

1,164 ,840

0

0

0

5 ,757 ,020

164 ,469

100 ,431

54 ,533

5 ,911,984

48 ,854

5 ,960 ,838

97.7 (% )

98 .5 (% )

5,716 ,635

l,152 ,971

2,299 ,952

0

931,077

1-088 ,356

0

0

0

5,472 ,356

131,163

103 ,777

5,576 ,133

48 ,854

5,624 ,987

97.5 (% )

98 .4 (% )

5,9

3.6

4,8

6,1

7.0

5.2

25.4

△3.2

皆 増
6 .O

0 ･0

6 .O

8 4

80 ,8

100 .0

100 ･0

81 .2

68 .6

75 .1

94 .8

68 .9

71 .6

69 .O

7.9

80.7

100･0

100･0

81 2

68,5

75.O

93.7

68.8

71.6

68.8

219 ,000

105,889

78 ,327

8 ,575,538

68 ,215

8 ,643,753

11.9 (% )

L1.9 (% )

175 ,000

110 ,704

8 ,102 ,733

68 ,215

8 ,170 ,948

11 .2 (% )

11 .3 (% )

公 債 発 行 額 @
う ち 財 政 法 公 債 金

特 例 法 公 債 金
公 債 依 存 度 (d/a)

う ち 財 政 法 公 債 金

特 例 法 公 債 金

8 ,130 ,000

8 ,130,000

0

11.2

11.2

7 ,280 ,000

7 ,280 ,000

0

10 .1

10 .1

11.7

11･7

財 政 投 融 資 45,770 ,600 40 ,802 ,200 12.2 12 ,025 ,100 10 ,965 ,700 9 .7 26 .3 26 .9

(注) ｢産投特会へ繰入等｣ の ｢事業分｣ には、 N T T ･ B 型事業のうち、 当面、 N T T 株式売払収入以外の財源をもって

行うこととした金額 (平成 5年度1,113,378百万円、 前年度1,083,353百万円) を含んでいる。 また、 ｢償還分｣ はN T

T ･ B 型事業に係る貸付金の償還時において負担又は補助することとした金額である。



2

建
設
省
関
係
予
算

｢生
活
大
国
｣
の
実
現
と
、
内
需
中
心
の
持
続
的
経
済

成
長
の
定
着
を
図
る
た
め
に
は
、
公
共
投
資
資
本
計
画
の

完
全
達
成
に
向
け
て
住
宅
、
社
会
資
本
整
備
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景

の
下
、
建
設
省
関
係
の
公
共
事
業
関
係
費
は
生
活
関
連
重

点
化
枠
、
財
政
投
融
資
資
金
の
積
極
的
活
用
等
に
よ
り
、

対
前
年
度
比
五
･
○
%
増
の
五
兆
九
、
0
六
三
億
円

(う

ち
生
活
関
連
重
点
化
枠
て

六
四
五
億
円
、
N
T
T
株
式

売
払
収
入

(旧
N
T
T
･
B
型
分
を
含
む
)
八
、
五
七
〇

億
円
)
が
確
保
さ
れ
た
。
(こ
の
外
に
N
T
T
事
業
償
還

時
補
助
五
四
五
億
円
が
あ
る
。)
な
お
、
宅
地
対
策
等
の

公
共
事
業
関
係
費
以
外
の
経
費
を
含
め
た
建
設
省
関
係
の

一
般
会
計
予
算
は
、
対
前
年
度
比
四
･
九
%
増
の
五
兆
九
、

九
九
四
億
円
と
な
っ
た

(表
4
)。
財
政
投
融
資
資
金
に

つ
い
て
も
、
公
共
投
資
基
本
計
画
等
を
踏
ま
え
、
国
民
生

活
の
質
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、
住
宅
･
社
会
資
本
の
積

極
的
な
整
備
を
図
る
観
点
か
ら
対
前
年
度
比
九
･
七
%
増

対

審

沈

溺

回

増

畔

藤

禧

難

蝨

舜

蔑

癬

型

型

〔謬
ハ
威
禍
斡
藏
滲
冊
塙
〕

》

端

圀

愈

泳
游

嚇
繕
濁

城

型

蟄

讓

議

論

孫

E

鮮

涛

孫

美

漸

灘

蝨

曲

筆

基

塙

執

群

型

国

鰺

囲

桃

美

祿

群

曲

薔

靱

盡

淺

贓

戚

讃

滋

溺

〔秀

へ
宙
滑
斡
鰓
泳
冊
〕

ー
遠

泳

滌
撚

溝

型

母

颯

の
)"のい
)0窃の

N
)○]N
)Nの釧

｣
]ののの
･釧oq

の]
‐のの〇

の全
一0◇の

N
･qo｣
‐ふ0飢

の中]
-]⑭の

]
)釣のN
YののO

切Nq
)軌のq

り
↓のqN
･仝①の

〔N
YのN仝
}勺N一〕

NN
Y◇q｣
YNの◆

〔]銅
Yののの
YAのの〕

のN
YANの

Nの
、0のの
YQ鋲
勺

伐NO
YOGA

]○の
Yり釧O

のり
Yq●
｣

]
YOO釧
Yの○伽

N中
YOのゆ
YAGN

飢

鹸

濡

(.>
)

掛

瀧

塒

q
一切仝○
↓NのN

】
)りのの
･]▲の

]
)釣N中
･のの併

飢の
)qqq

のO
YOO切

N
}切餅の
)のりの

のNの
･]ON

｣
uq｣o
〕@のN

い]@
】④○◆

@
‐このN
Y心切N

〔N
･oq錠
一心一N〕

N]
]勺ゆの
･NNの

〔惟]仝
)仝]N
)q]-〕

のN
J仝"の

N]
“のの○
･ののの

qoの
)oqq

]0心
]①○④

のq
)●▲①

り心0
一のNの

NN
･の00
･のめ窃

割

蝨

締

(切
)

]
‐0勺

｣
･oの

｣
･oN

]
‐om

]
‐om

】
‐0の

｣
･0の

]
‐。q

一
･oN

一
･0伽

〔-
'｣N〕

]
‐0い

〔]
‐0q〕

]
･oo

】
‐0飢

]
‐◇①

-
‐。N

]
‐○④

]
‐oq

]
‐○朝

弟

畿

(>
"
)

N
)▲]○
‐-0仂

]
‐｣@◆
↓oのN

-
}--の
一0。]

の帆
-の]N

心N
-Nのの

]
}]のこ
uの仝○

]④の
↓▲切の

めのN
･]⑭の

心の
･NO｣

①のq
-◇@○

釧
一勺飢q
-ONO

仝の
･の執心

切
)の○切
)のq金o

N▲
‐の中N

のの
-の0]

@④
‐｣▲④

い
‐のり④
}○]q

帆

鹸

翻

↓
ふ
出
謙
濶
鰡

↓
ぷ

(○

田
劾
幹
禮

Z
H
一
･
閃
睡

圃

薄

釧の
)のの飢

]靭
一助0]

]▲
“鉗切朝

のいN
釧物心

飢の
-oqq

の
↓べの◆

今中
)]のの

N
.]のO

の釧
.○飢の

]の仝
‐心のりo

一のム
ー今のめo。oo

]●隣
一心のめ

↓
ふ
出
謙
濶
鰡

田
劾
符
禮

NOの
･]qN

]勺の
･心恥】

]●の
-④仝N

今
-○のN

の
.○一勺

NO】
‐◇飢q

Nの
･】④]

]のの
･qのの

の
]｣のの

qq
)のqN

q釧の
)切ANo

q釧の
･いこN。Oo。

勺窃の
一切金N

↓
ぷZH

一
･
閃
睡

N
･Nの◇
‐◇いN

]
‐]いN
)◇q】

]
‐0勺の
･のqq

の全
一心一〇

心○
･】⑭▲

｣
･0のの
･の劃の

]N①
‐のqの

り]の
･の○の

仝0
･Fqq

りの科
･oqq

切
)心qN
↓"切の

◆①
･のびA

切
一肌N一
一N]○

一
)の心○

Nの
･の
]①

のの
･一℃鎖

◇]
‐の中の

飢
】①一N
･の切の

率

螢

滞

aこ

↓
ぷ
唐
鎌
匠
磁

↓
ふ

(□
)

圏
逝
幹
事

Z
弓
弓
･
切
艘

の勺
･飢餓〇

]の
一〇のq

]]
‐の
]の

伽N●
のめ〇

心釧
･FNO

の
)0のO

“q
一切い〇

料
)釧]O

の鯛
･全窃の

]"]
‐-①のo

]④軸
↓]ののo。oo

｣の]
‐｣●の

↓
ぷ
唐
鎌
匠
磁

田
逝
幹
事

Nのり
〉]勺N

]qの
･心◆-

一のの
]④心N

仝
)oのN

の
一0]べ

NO】
‐◇釧勺

Nの
.]の]

]●の
･qのの

の
↓-①の

qq
･のqN

べ釧の
･飢ふNo

q切の
･飢ムNOOoo

q窃の
)釧AN

↓
ふZ弓

弓
･
切
艘

]
‐○⑨

]
‐OA

】
‐0の

】
‐0心

】
‐0い

｣
‐0勺

]
‐0勺

]
‐。q

】
‐0の

]
‐○①

]
‐○釧

]
･oo

一
･0切

｣
‐oA

-
･oの

]
‐ON

r
o飢

輪

畿

(O
B
)

の▲
↓NO]

のNふ
qq一劃のo

の
一頃のの

N
･帆の帆

]
↓○]のo

]
‐qのの

｣00
･この]o

]00
一心の]oooo

】00
-▲④]

釧

楡

締

Z
弓
↓
◆>
撻

軒

斬
鰯
載
共
節
機
霜
繃
叫
′
増
謹
薹

淺
叩
′
回
H
叫
学
‘粁
3
藷
融
鵡
国
威

等
餅
呻
き
後
学
野
付
が
が
0

約

碧
潔
蝉
自
書
′
拌
署
′
$
圏
拂
聟

湛
団
繕
覇
辯
′
Z
弓
弓
･>
塵
蟯
繕
械

鮮
吟
げ
o

“

国
辱
門
井
!
輔
導
門
淋
滝
こめ
三
国

逼
N
ぐ
べ
商
綴
喜
黎
団
>
"
構
"島鮒

が
0

弁

い
飜
糯
圃
愚
行
桝
′
桝
"
し呂
Z
弓

弓
･切
幕
輯
隷
莇
浮
望
む
のの一円
潮
田
"れ

餅
が
0

朗

割
蝨
潮
圃
蝉
門
伐
′
和
げ
円
Z
弓

弓
.
ゆ
鬮
5
の
.qqq叶
汁
日
勤
酬
が
o

o

園
顯
3
｢↓
が
Z
弓
弓
･切
撻
｣
菫

右
R

′
司
Z
弓
弓
･
切
煙
鮮
吟
げ
o

q･
醇
讃
浅
薄
羞
刊
鰹

〔
〕
帖
脅
威

滑
玲
講
ゆ
凋
め
鮮
′
-
遠
泳
壮
豊
涯

旱
鑿
岬
鞘

〔
〕
蝸
覊
載
禍
斡
祷
赫

醤
洋
桃
即
諾
鞍
計
輻
潔
燕
繕
灘
藷
"

鮮
孵
す
汁
翌
膵
小
鮒
が
0

〔騷
滅
〕
Z
弓
弓
･
>
撻
製
渋
婦

鉗
飜
洲

割
鹸
糯

叶
対
困

吋
州
田

u自
製
･鱒
論

N笠
あ
のo

NNG
･GB

鮮

汁

N
な
Hの

N
b
費

謝

罪

5
H

3
o

幹
嘉
摯
基

。

き

垪

國

切
拗
NO

のN
Oの

ズ
美
轉

N
ご
のの

N
い
切。

宙
禍
尊
報

“
き
o

ム
ー]“

瑚ヰ

Nの朝
一心のO

N◇①
･窃Nの

獸

並

の
一
二
兆
二
五
一
億
円
が
確
保
さ
れ
た

(表
5
)。

ま
た
、
生
活
関
連
重
点
化
枠
に
つ
い
て
は
、
国
民
生
活

の
質
の
向
上
に
密
接
に
結
び
つ
き
直
接
に
効
果
の
上
が
る

も
の
に
つ
い
て
、
地
域
社
会
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り
つ

つ
、
特
に
次
の
四
つ
の
課
題
①
地
方
拠
点
都
市
地
域
等
の

地
方
部
雨
基
盤
緊
急
整
備
、
②
ふ
る
さ
と
生
活
基
盤
緊
急

整
備
、
③
住
宅
･
宅
地
供
給
緊
急
促
進
、
④
環
境
創
造
基

盤
緊
急
整
備
を
踏
ま
え
て
、
各
種
事
業
を
緊
急
に
、
か
つ
、

総
合
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
国
費
総
額
一
、
六
四
五



表 5 平成 5年度建設省関係財政投融資計画等総括表 (単位 ;百万円)

＼＼＼~＼資套
区

＼

分
区 分

財 政, 投 融 資 自 己資金 等 と の 合 計

5年度黛 前年度(B) 倍率(A /B ) 5年度(C) 前年度⑲ 倍率(C /D )

住 宅 金 融 公 庫
住 宅 ･ 都 市 整 備 公 団

6,905,500

1,397,200

6 ,478 ,500

1,043 ,800

1.07

1.34

7,211,180

3 ,122,824

6 ,440 ,545

2 ,825 ,248

1.12

1.11

小 計 8 ,302,700 7 ,522 ,300 L 10 10 ,334,004 9 ,265 ,793 1.12

日 本 道 路 公 団
首 都 高 速 道 路 公 団

阪 神 高 速 道 路 公 団

本州 四 国 連 絡 橋 公 団

東京湾横断道路株式会社

2 ,415,900

485,200

382,600

223,300

88,600

2 ,298 ,200

408 ,600

372 7 00

21l,600

56,700

1 .05

1,19

1 .03

1.06

1.56

4 ,470,136

856,727

580,791

518,514

199,696

4 ,342 ,488

761 0 09

583,858

484,0l8

126 ,836

1.03

L 13

0 .99

L 07

1.57

小 計 3 ,595,600 3 ,347 ,800 1･07 6 ,625,864 6 ,298 ,209 1.05

都市開発資金融通特別会計

日 本 下水 道 事 業 団
民間都市開発推進機構

107-700

16 ,200

2 ,900

77 ,900

14 ,900

2 ,800

1.38

1.09

1.04

121,200

33,335

8,644

93 ,600

30 ,379

8 ,097

1.29

1.10

1･07

合 計 12,025,100 10 ,965 ,700 l.10 17 ,123,047 15,696,078 1.09

(注) 1 住宅 ･都市整備公団 上記のほか、 鉄道分として、 財政投融資5,100百万円 (前年度L 700百万

円)、 自己資金等との合計8,653百万円 (前年度4,444百万円) がある。
2 本州四国連絡橋公団 上記のほか、 鉄道分として、 維持修繕費補助金17百万円 (前年度16百万

円)、 自己資金等との合計88,690百万円 (前年度94,205百万円) がある。
3 民間都市開発推進機構 上記のほか、 港湾整備分として、 財政投融資500百万円(前年度800百万

円)、 自己資金等との合計主375百万円 (前年度2,122百万円) がある。

表 6 平成 5年度建設省関係生活関連重点化枠事業費 ･国費総括表 (単位 :百万円)

事 項
地方拠点都市地域等の
地方都市基盤緊急整備

ふるさと生活基盤
緊 急 整 備

住宅 ･宅地供給
緊、 急 促 進

環境創造基盤
緊 急 整 備 官営‐

摘 要
事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費

道 路 整 備
治 水
海 岸
急 傾 斜 地 等
公 園
下 水 道
市街地再開発等
住 宅 対 策
合 計

37 ,125

11,451

0

210

14 ,777

21 1 18

2 ,799

0

87 ,480

22,072

6,636

0

105

5,634

10,994

933

0

46,374

44 ,441

4 ,318

140

0

1 '117

63 ,395

0

0

113 ,411

23,625

2 ,223

56

0

500

33,139

0

0

59 ,543

12 ,973

2 ,023

0

108

( 328)

( 460)

3 ,681

98 ,409

117 ,194

6,522

973

0

54

( 125)

( 230)

1,227

35,956

44 ,732

15,189

8-164

1,363

850

幕750

〈l,195

0

0

27,316

7 ,416

4 ,723

606

425

650

〈 747〉

0

0

13,820

09 ,728

25 ,956

上503

1,168

17 ,644

84,513

6 ,480

98 ,409

45,401

59 ,635

14 ,555

662

584

6 ,784

44 ,133

2 ,160

35 ,956

164 ,469

1.本妻は、北海道開発
庁き中縄開発庁、国土庁
計上の夕誌設省関係分を
含んだ十数である。
2.公園之ぴ下水道の｢住
宅･宅れ供給緊急促進｣
の( ):"の計数は、｢地
方拠点増市地域等の地
方都市圭盤緊急整備｣
の再計二であり、計に
は含まないo
3,下水道の｢環境創造基
盤緊急整備のく〉書の
計数は ｢ふるさと生活
基盤緊急整備｣の再計
上であり、計には含ま

3

公
共
事
業
に
係
る
補
助
率
等
の
恒
久
化
に
つ
い
て

公
共
事
業
等
に
係
る
補
助
率
等
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六

"

○
年
度
以
降
い
わ
ゆ
る
補
助
率
カ
ッ
ト
措
置
等
が
行
な
わ

釈

れ
、
平
成
五
年
度
ま
で
は
暫
定
措
置
と
し
て
継
続
す
る
こ

‐

と
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
般
大
蔵
省
及
び

“

自
治
省
等
か
ら
の
要
請
等
に
よ
り
検
討
が
進
め
ら
れ
た
結

果
、
次
の
と
お
り
恒
久
化
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

③

地
方
財
政
措
置

③ ②
[

④
置

直 主 が
要 講

膳 事 じ
] 萎え
　　　

毒

補
助
率
等
の
見
直
し
に
伴
う
地
方
公
共
団
体
の
負

担
に
つ
い
て
は
、
公
共
事
業
の
円
滑
な
執
行
に
支
障

が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
適
切
な
地
方
財
政
措

置
が
講
じ
ら
れ
る
。

公
共
事
業
に
係
る
補
助
率
等
に
つ
い
て
は
、
建
設

省
所
管
事
業
に
つ
い
て
も
、
行
革
審
答
申
等
を
踏
ま

え
、
体
系
化
･
簡
素
化
等
の
観
点
か
ら
、
直
轄
事
業

に
あ
っ
て
は
%
、
補
助
事
業
に
あ
っ
て
は
物
を
基
本

と
し
て
恒
久
化
す
る
が
、
国
の
施
策
と
し
て
の
事
業

の
重
要
性
･
緊
急
性
、
事
業
の
特
性
及
び
規
模
、
受

益
の
範
囲
、
同
種
事
業
等
の
補
助
率
等
と
の
バ
ラ
ン

ス
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
適
切
な
補
助
率
等
を
設

平
成
五
年
度
か
ら
適
用
す
る
。

定 ス 益 の と に え
実 す 等 の 重 し あ 、

施 る を 範 要 て っ 体
の o 総 囲 性 恒 て 系
時 合 、 ･ 久 は 化
期 的 同 緊 化 % ･

公 補 の
共 助 と

率 お
等 り

億
円

(生
活
関
連
重
点
化
枠
の
う
ち
の
公
共
事
業
分
二
、

一
九
〇
億
円
の
七
五
･
一
%
)
が
確
保
さ
れ
た

(表
6
)。
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1

道
路
関
係
予
算
の
概
要

平
成
五
年
度
の
道
路
整
備
予
算
は
、
生
活
大
国
を
め
ざ

し
、
活
力
あ
る
経
済
に
支
え
ら
れ
た

｢ゆ
と
り
社
会
｣
を

実
現
す
る
た
め
、
国
民
の
要
請
に
応
え
道
路
整
備
の
立
ち

遅
れ
に
緊
急
に
対
応
す
べ
く
、
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年

計
画
を
策
定
し
、
そ
の
初
年
度
と
し
て
、
緊
急
か
つ
計
画

的
な
道
路
の
整
備
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
及
び
そ
の
た

め
に
必
要
な
道
路
整
備
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
を
基
本
方

針
と
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
道
路
整
備
特
別
会
計
へ
の
繰

入
額
に
加
え
、
前
年
度
に
引
き
続
き
揮
発
油
税
収
の
四
分

の
一
相
当
の
直
入
及
び
N
T
T
株
式
売
払
収
入
の
活
用
等

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
計
上
し
た

(表
7
、
図
ー
)。

道
路
整
備
特
別
会
計

(N
T
T
事
業
償
還
時
補
助
分
は
含
ま
な
い
。)

一般
道
路
事
業

事
業
費

四
兆
七
、
五
一
八
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
四
)

国

費

二
兆
七
、
九
七
七
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
四
)

有
料
道
路
事
業

事
業
費

三
兆
六
、
三
三
二
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
一
=

国

費

三
、
四
二
一
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
一
四
)

合

計

事
業
費

八
兆
三
、
八
五
一
億
円

バ

○
河
川
･
ダ
ム

(対
前
年
度
比
一
･
0
七
)



表 7 道路整備予算総括表
(単位 :百万円)

区 分
5 年 度 の 前 年 度 (B) 倍 率 翁/(B)

事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費

一 般 道 路
道 路
一 般 国 道
直 轄
補 助

地 方 道
都 道 府 県 道
市 町 村 道

交 通 安 全
雪 寒
調 査

街 路
街 路
区 画 整 理
再 開 発
調 査

機 械
補 助 率 差 額 等
住 宅 宅 地 関 連
沿 道 整 備 融 資
(緊急地方道路整備事業)
(N T T - B型事業)

4,751,842
3,476,077
l,845,865
1,315,811
530,054

1,129,763
747,303
382,460
367,104
123-828
9,517

1,162,200
838,920
267,561
52刃48
3-671
20,830

9上835
900

(l,089,662)
( 564,479)

2-797,670
2,084-840
1,183,770
895,042
288,728
611,459
404,970
206,489
201,068
79,759
8,784

609,570
439,910
141,238
26,933
1,489
14 161
42,499
46-000

600
(572,500)
(299,172)

4,586,532
3,340,805
1-776,715
1,265-529
51上186

1,087,995
721,248
366,747
347,965
118-755
9,375

1,119,125
808,444
256,834
50,176
3,671
20,256

105,746
600

(1,051,790)
( 511,311)

2,696,538
1,980,320
1,104,510
813-217
291-293
603,694
399,342
20儀352
187,141
76,336
8,639

606-039
437,721
140,179
26,650
1,489
13,585
38-384
57-810

400
(552,800)
(299,172)

1.04
1.04
1.04
1.04
1.04
1.04
1.04
1.04
1.06
1.04
1.02
1.04
1.04
1,04
1.04
1･00
L 03

0.87
1.50
(1,04)
(1･10)

1.04
L 05
1･07
1･10
0.99
1･01
1･01
L 01
L 07
l.04
1.02
1･01
1･01
1･01
1･01
L oo
1.04
1･11
0.80
1.50
(1.04)
(1･00)

有 料 道 路
日 本 道 路 公 団
首都高速道路公団
阪神高速道路公団
本州四国連絡橋公団
東 京 湾 横 断 道 路
株 式 会 社
地 方 道 路 公 社 等
(N T T - A 型事業)
小 計

道 路 開 発 資 金

3,633,216
2,031,328
537,442
363,875
2l2,615

195,510

235,246
(221,460)

3-576,016
97,000

342,074
120-815
39-800
9,300
29,532

0

94,127
( 94,291)
293,574
48-500

3-262,700
1,896,735
433,914
36上930
170-443

123,674

218,804

.( 226,609)
3-205,500

88,00O

3001 44
100,645
26-214
16,901
22,168

0

90,216
( 96,132)
256ゞ 144
44-00O

1･11
1･07
1.24
1･01
1,25

1.58

1.08
(0.98)
1.12
1･10

l
l
1
0
1

1
(0
1
1

14
20
52
55
33

04
98)
15
lo

道 路 整 備 計
住宅宅地関連(一般会計)
再 計

8,385,058
50,984

8,436,042

3,139,744
25,500

3,165,244

7,849,232
2上948

7,871よ80

2,996,682
12-000

3,008,682

1･07
2.32
1･07

1
2
05
l3
05

高規格幹線道路
高 速 自 動 車 国 道
本州四国連絡道路
一 般 国 道
調 査

2,569-737
1,759,393
212,615
595,814
1,915

469,468
120,515
29-532
317,506
1,915

2-364,799
1-674-905
170,443
517,681
1'770

392,227
100,220
22-168
268,069
1･770

1.09
1.05
1.25
1.15
1.08

l.20
1.20
1.33
1.18
1.08

国 事
業
費

二
兆
五
、
六
九

う
ち
高
規
格
幹
線
道
路

国

費

三
兆
一
、
三
九
七
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
五
)

費 費 路 費

(対
前
年
度
比
一
･
0
九
)

四
、
六
九
五
億
円

四 五 一

財
政
投
融
資
資
金

ー 財

般 投

会 資

住
宅
宅
地
関
連

(道
路
分
)

事 道 計 金

　　
(対
前
年
度
比
一
･
二
0
)

三
兆
五
、
九
五
六
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
七
)

五 比

　 　

億 〇
円

)
七

2

第
=
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
等
の
策
定

現
行
の
第
m
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
平
成
四
年
度

で
の
終
了
に
伴
い
、
新
た
に
平
成
五
年
度
を
初
年
度
と
す

る
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
。
そ
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
他
の
社
会
資
本
整

備
計
画
の
計
画
倍
率
と
同
程
度
の
対
前
回
計
画
一
･
四
三

倍
、
総
額
七
六
兆
円
と
な
っ
て
い
る

(表
8
)。
な
お
、

新
五
箇
年
計
画
に
つ
い
て
は
、
一
月
中
の
閣
議
了
解
を
経

て
そ
の
後
の
閣
議
決
定
に
よ
り
正
式
に
発
足
す
る
こ
と
と

て 新 倍 備 め る で 2 軽 ガ 地 揮

の 筒 総 画 れ 11 終 行 第
そ 五 ･ 計 ら 第 の 現 ( 実 演 ソ 方 墾

を 平 施 謝 り 道 窩
適 成 時 盟 ン 路 無
用 五 期 収 税 税 視

炙 年 額 の た 次 了 の =
の 計 七 計 0 道 に 第 次

画 六 画 そ 路 伴 10 道 ) 年 は 税 ( ② ①

現
行
暫
定
税
率

税
制
改
正
後
税
率

揮
発
油
税
①

四
五
･
六
円
/
@

四
八
･
六
円
/
@

地
方
道
路
税
②

八
･
二
円
/
@

五
･
二
円
/
@

ガ
ソ
リ
ン
税

(①
+
②
)

な
お
、
道
路
特
定
財
源
に
関
し
揮
発
油
税
、
地
方
道
路

税
、
自
動
車
重
量
税
、
自
動
車
取
得
税
及
び
軽
油
引
取
税

の
暫
定
税
率
の
適
用
期
限
を
五
年
延
長
し
た
う
え
で
、
次

の
と
お
り
税
率
を
変
更
す
る
。

現
行
暫
定
税
率

税
制
改
正
後
税
率

軽
油
引
取
税

二
四
･
三
円
/
@

三
二
･
一
円
/
@

実
施
時
期
は
平
成
五
年
一
二
月
一
日
と
す
る
。

(平
成
五
年
三

月
三
〇
日
ま
で
は
現
行
の
暫
定
税
率

五
三
･
八
円
/
@

五
三
･
八
円
/
@

= 八 二 六 定 る を 動 に 費

　 　
　 　
度 度三 五 園 税 し 及 油 度 度

五 八 制 た び 税 比 二 比
･ ･ 改 う 軽 ･ 二 五 二

一 八 二 六 正 え 油 地 ･ 五 ･
円 円 円 円 後･ ･ ･ で 引 方 一 億 三

ノ ノ ノ 税 、 取 道 三 円 二
8 8 @ @ 率 次 税、 路 ) )



生
活
大
国
を
め
ざ
し
、
活
力
あ
る
経
済
に
支
え
ら

あ 調 ら
① る 各 整 の ま

た
、
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
事
業
の
内
数
と
し
て
、

同
時
に
計
画
さ
れ
る
第
m
次
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
道
路
交

通
確
保
五
箇
年
計
画
及
び
第
8
次
奥
地
等
産
業
開
発
道
路

整
備
計
画
に
つ
い
て
も
そ
の
策
定
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ

ら
の
計
画
規
模
に
つ
い
て
は
、
今
後
閣
議
決
定
に
向
け
て

調
整
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

各
五
箇
年
計
画
の
策
定
の
考
え
方
等
は
次
の
と
お
り
で

①

第
虹
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

前 年 度 5 年 度

特定財源 国 費 国 費 特定財源

N T T 財源 N T T 財源
1,067 957

自動車
重量税自動車

重量税
5 ,392

ガズ税
147

ガス税
144

繰入
22 ,894

直入
5 ,725

直入
5 ,528

27 ,652 29 ,489 30 ,769 28 ,590
(28 ,130 ) (29 ,967) (31,397) (29 ,218)

(単位 :億円)

れ
た

｢ゆ
と
り
社
会
｣
を
実
現
す
る
た
め
、
国
民
の

要
請
に
応
え
道
路
整
備
の
立
ち
遅
れ
に
緊
急
に
対
応

す
べ
く
、
平
成
五
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
n
次
道

路
整
備
五
箇
年
計
画
を
策
定
し
、
｢生
活
者
の
豊
か

さ
を
支
え
る
道
路
整
備
の
推
進
｣
｢活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
の
た
め
の
道
路
整
備
の
推
進
｣
｢良
好
な
環

境
創
造
の
た
め
の
道
路
整
備
の
推
進
｣
の
三
つ
の
課

題
に
重
点
を
お
き
整
備
推
進
を
図
る
。

な
お
、
そ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は

｢複
合
的
施
設

の
展
開
｣、
｢多
様
な
空
間
機
能
の
充
実
｣、
｢総
合
的

(注) 1 ( ) 書きは、 貸付金償還金等を含む額である。
2 国費にはN T T 事業償還時補助分は含まない。
3 一般会計繰入額には、 旧N T T - B 型 5年度2,978億円、

前年度2,886億円を含む。

図 1 道路整備特別会計国費

表 8 第11次道路整備五箇年計画 (案)
(単位 :億円)

区 分

第11次五箇年
計画額

(H 5 ~ H 9年度)
㈹

前 計 画
(S 63 ~ H 4年度) 倍 率 平成 5年度 前年度

事業費

(E)

倍 率

⑲/(E)

穫
H物震度計画額

(B)
実績額

(C) ㈹/(B) @ )/(C)
事瀞 進捗率

%

一般道路事業
有料道路事業

小 計
地方単独事業

計

288,000

206,000

494,000

252,000

746 ,000

238,000

140 ,000

378 ,00O

139 ,00O

517,000

226,365

142,390

368 ,755

173 ,703

542 ,458

1 2 1

L 47

1.31

1.81

1 ,44

1.27

1,45

1.34

1.45

1,38

48 ,028

36 ,332

84 ,360

43,400

127,760

16 ,7

17 .6

17 .1

17 ,2

17 ･1

46 ,085

32 ,627

78,712

40,382

119,094

1.04

1.11

1･07

1.08

1.07

1,08

1.08

1.08

1.08

1.08

調 整 費
合 計

14 ,00O

760,000

13 ,000

530 ,000 542 ,458

1.08

1.43 1.40 127,760 16 ,8 119 ,094 1･07 1.08

く注〉 1. 一般道路事業には、 緊急地方道路整備事業及び住宅宅地関連 (道路特会) を含む。
2. 前計画の実績額及び前年度事業費、 5年度の一般道路事業には住宅宅地関連 (一般会計) を含む。
3, 平成 3年度以降の地方単独事業は見込み値である。
4. 前計画の一般道路事業、 有料道路事業の実績には、 平成 4年度補正予算を含む。



な
交
通
機
能
の
強
化
｣、
｢ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
の
支
援
｣
の
視
点
に
立
っ
て
、
施
策
の
展
開
を
図

ろ
↓。

②

第
m
次
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
道
路
交
通
確
保
五
箇

年
計
画

雪
国
に
お
け
る
生
活
の
安
定
を
確
保
し
、
地
域
の

振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
国
民
に
広
く
諸
活
動
の
場

を
提
供
す
る
た
め
、
雪
国
社
会
の
変
化
に
対
応
し
な

が
ら
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な
冬
期
道
路
交

通
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
第
齢
次
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
道
路
交

通
確
保
五
箇
年
計
画
を
策
定
し
、
雪
寒
施
策
の
拡
充

強
化
を
図
る
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
一
般
国
道
か
ら
市

町
村
道
に
い
た
る
道
路
網
に
お
い
て
よ
り
効
率
的
な

対
策
を
行
う
た
め
、
新
た
に
地
方
単
独
事
業
を
含
め

た
総
合
的
な
計
画
と
し
て
策
定
す
る
。

③

第
8
次
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画

交
通
条
件
が
極
め
て
悪
く
産
業
の
開
発
が
十
分
に

行
わ
れ
て
い
な
い
山
間
･
奥
地
等
の
地
域
に
お
け
る

産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
地
域
の
産
業
構
造
の
変

化
等
に
対
応
し
、
地
域
間
の
交
流
に
も
配
慮
し
た
産

業
の
開
発
の
基
盤
と
な
る
べ
き
道
路
の
整
備
が
緊
急

の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
奥
地
等
の
地
域
に
お
い
て
主
要
地
方

道
を
含
め
た
総
合
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
計
画
的
に

整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
第
8
次
奥
地
等
産

業
開
発
道
路
整
備
計
画
を
策
定
す
る
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
新
た
に
地
方
単
独

事
業
を
含
め
た
総
合
的
な
計
画
と
し
て
策
定
す
る
。

(単位 :億円)
表 9 渋滞対策事業費

区 分
度
費

年
業

5

事
度
費

年
業

前
事

倍 率

渋滞対策事業 螂 鰄 即

3

道
路
関
係
予
算
の
重
点
施
策

○

生
活
者
の
豊
か
さ
を
支
え
る
道
路
整
備
の
推
進

=

く
ら
し
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
道
路
整
備
の
推
進

D

総
合
的
な
渋
滞
対
策
の
推
進

①

従
来
よ
り
実
施
し
て
い
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
等
の
交
通
容
量
拡
大
施
策
を
追
加
修
正
す
る
と
と

も
に
、
新
た
に
輸
送
効
率
の
向
上
や
交
通
需
要
の
時

間
的
平
準
化
等
の
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
を

併
せ
て
行
う

｢新
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
を
策
定

し
、
渋
滞
対
策
を
推
進
す
る

(表
9
)。

そ
の
場
合
、
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
交
通
需
要

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
促
進
す
る
た
め
に
、
道
路
管
理
者

は
カ
ー
プ
ー
ル
用
駐
車
場
の
整
備
等
必
要
な
支
援
事

業
を
重
点
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団

体
が
地
元
団
体
や
関
係
機
関
等
に
対
し
て
時
差
出
勤

や
通
勤
時
の
相
乗
り
利
用
等
に
関
し
て
の
誘
導
を
行

う
よ
う
働
き
か
け
る
。

②
開
発
と
交
通
施
設
と
の
調
和
を
図
る
た
め
、
大
規

模
な
開
発
に
伴
い
、
道
路
交
通
へ
の
影
響
が
生
じ
る

と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
影
響
を
事
前
に
評

価
す
る
交
通
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
道
路
管
理

者
、
地
方
公
共
団
体
、
開
発
者
の
適
切
な
協
力
の
下

に
所
要
の
対
策
を
行
う
。

の

公
共
交
通
機
関
の
使
い
や
す
さ
の
向
上

(地
域
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
の
推
進
)

社
会
全
体
と
し
て
調
和
の
と
れ
た
総
合
的
な
交
通
政

策
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
特
性
、
交
通
特
性
等
に
応
じ

て
、
自
動
車
、
鉄
道
、
内
航
海
運
等
各
種
交
通
機
関
の

そ
れ
ぞ
れ
が
特
性
を
十
分
発
揮
し
、
連
携
を
強
化
し
て
、

国
民
の
ニ
ー
ズ
に
満
足
し
得
る
交
通
体
系
を
確
保
す
る

モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
政
策
を
推
進
す
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
次
の
施
策
を
内
容
と
す
る
地
域

モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
施
策
を
推
進
す
る
。

①

各
種
交
通
機
関
の
特
性
を
十
分
発
揮
す
る
た
め
、

空
港
、
港
湾
、
新
幹
線
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
強
化
す

る
道
路
網
や
交
通
拠
点
広
場
等
の
整
備
を
積
極
的
に

1首行セ 9R 1 70



推
進
す
る
。

②

交
通
の
輻
輳
す
る
都
市
部
及
び
周
辺
部
に
お
い
て
、

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
及
び
新
交
通
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
バ

ス
ヘ
の
適
切
な
機
能
分
担
を
図
る
た
め
、
バ
ス
レ
ー

ン
の
カ
ラ
ー
舗
装
化
、
バ
ス
停
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
化
、

バ
ス
交
通
が
公
共
交
通
機
関
の
主
体
と
な
っ
て
い
る

都
市
に
お
け
る
バ
ス
交
通
広
場
の
整
備
等
バ
ス
交
通

の
優
先
策
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
駅
前
広
場
、
駐
輪
場
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ

イ
ド
用
駐
車
場
等
の
整
備
や
交
通
結
節
点
に
か
か
る

自
転
車
道
や
歩
道
、
立
体
横
断
施
設
に
お
け
る
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
･
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
動
く
歩
道
等
歩
行

者
優
先
の
道
路
整
備
を
推
進
す
る
。

の

駐
車
対
策
の
推
進

①

計
画
的
な
駐
車
場
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
地

方
公
共
団
体
に
よ
る
駐
車
場
整
備
計
画
の
策
定
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
有
料
道
路
融
資
事
業
等

(無
利

子
貸
付
制
度
)、
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

(補

助
制
度
等
)、
道
路
開
発
資
金

(低
利
子
貸
付
制
度
)

を
活
用
し
た
駐
車
場
の
積
極
的
･
計
画
的
な
整
備
を

進
め
る
。

②

限
ら
れ
た
都
市
空
間
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、

道
路
、
公
園
、
河
川
等
の
地
下
空
間
を
活
用
し
た
駐

車
場
の
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
新
た
に
立
体
道
路
制
度
を
活
用
し
て
既
設

の
建
築
物
内
の
空
間
を
道
路
附
属
物
駐
車
場
と
し
て

整
備
す
る
な
ど
、
官
民
共
同
に
よ
る
駐
車
場
整
備
を

一
層
推
進
す
る
。

③

郊
外
の
鉄
道
駅
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
及
び
乗
り
合

い
拠
点
等
に
お
け
る
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場

に
つ
い
て
、
整
備
を
推
進
す
る
。

④

路
上
駐
車
を
防
止
し
、
安
全
で
円
滑
な
道
路
交
通

を
確
保
す
る
た
め
、
民
間
が
行
う
荷
捌
き
の
た
め
の

一
時
停
車
施
設
の
整
備
へ
の
低
利
融
資
を
行
う
。

ま
た
、
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
推
進
す

る

(表
龍
)。

○
駐
車
場
継
統

一
○
○
箇
所
一
九
、
0
0
0
台

新
規

一
〇
〇
箇
所
二
一
、
0
0
0
台

完
成

七
〇
箇
所
一
六
、
○
○
0
台

の

情
報
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化

(単位 :億円)
表ID 駐車対策事業費

区 分 度
費

年
業

5
事

度
費

年
業

前
事 倍 率

場
瓣
途轢
途
弘

駕
鰺解
雑
炊

車
鰊
獨鑿
轢
彌

瀧
定讓
路
搦

駐
有
特
施
道
賤

郷
棚
卸
掘
鑿

剱
御
園
240
26

郊

15

26

雌

蘂

標
識
B
O
X
の
活
用
等
に
よ
り
、
利
用
者
の
意
見
を

反
映
し
た
標
識
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
路
線
番

号
･
標
識
･
キ
ロ
ポ
ス
ト
･
地
図
の
連
動
に
よ
る
、
わ

か
り
や
す
い
道
路
案
内
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る

勺
0
]Z
弓
田
刃
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
路
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム
、
道
路
情
報
板
等
の

整
備
を
推
進
す
る
。

め

適
切
な
路
上
工
事
の
実
施
等
に
よ
る
渋
滞
の
解
消

①

円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
等
の
た
め
、
共
同
溝
の

整
備
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

②

道
路
の
維
持
修
繕
及
び
占
用
工
事
に
あ
た
り
、
集

中
工
事
や
共
同
施
行
を
行
う
ほ
か
、
工
事
量
や
工
事

期
間
の
縮
減
を
図
る
た
め
工
法
や
制
度
等
総
合
的
な

施
策
の
検
討
を
進
め
、
路
上
工
事
に
よ
る
交
通
渋
滞

の
解
消
を
図
る
。

○
共
同
溝
整
備
事
業

全
国
三
五
路
線

八
四
箇
所

の

物
流
高
度
化
･
効
率
化

①

道
路
交
通
の
一
部
を
代
替
し
、
環
境
に
も
配
慮
し

た
新
た
な
物
流
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
図
る
た
め
、
官

民
の
連
携
の
下
、
実
験
線
の
建
設
に
向
け
た
技
術
開

発
を
行
う
等
、
研
究
、
開
発
を
推
進
す
る
。

②

地
域
の
道
路
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
の
高
度
化
の
促
進
を
図
る
た
め
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
セ
ン
タ
ー
等
が
立
地
す
る
広
域
物
流
拠
点
と
道

路
網
の
新
た
な
一
体
整
備
を
推
進
す
る
。

③

主
要
な
都
市
圏
に
お
い
て
物
資
流
動
調
査
を
実
施



し
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
主
要
都
市
毎
に
都

箇
年
計
画
等
に
基
づ
き
、
歩
道
等
の
整
備
、
交
差
点

市
内
の
集
配
施
設
等
都
市
内
の
物
流
施
設
に
つ
い
て

の

良
、

照
明
の
設

旦な
ど
“
涌

全

設
、

総
合
的
な
整
備
計
画
の
策
定
を
推
進
す
る
。

④

物
流
拠
点
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
交
通
需
要

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
、
物
流
の
効
率
化
を
図
る
。

ま
た
、
空
港
、
港
湾
等
の
主
要
物
流
施
設
と
の
ア
ク

セ
ス
を
強
化
す
る
道
路
整
備
を
推
進
す
る
。

⑤

物
流
の
合
理
化
や
国
際
物
流
へ
の
対
応
を
図
る
と

と
も
に
、
道
路
交
通
の
円
滑
化
に
寄
与
す
る
た
め
、

車
両
総
重
量
の
制
限
の
緩
和
に
つ
い
て
、
橋
梁
の
補

修
、
補
強
等
の
た
め
に
必
要
と
な
る
道
路
構
造
上
の

対
応
と
併
せ
て
当
面
可
能
な
範
囲
内
で
暫
定
的
な
緩

和
措
置
を
含
め
、
具
体
的
な
実
施
方
策
を
検
討
す
る
。

の

国
際
化
に
対
応
し
た
道
路
整
備
の
推
進

増
大
し
て
い
る
国
際
交
通
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、

国
際
拠
点
と
道
路
網
と
の
連
絡
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
外
国
人
の
快
適
な
日
本
で
の
生
活
の
た
め
、
道
路

案
内
シ
ス
テ
ム
･
道
路
交
通
情
報
シ
ス
テ
ム
の
国
際
化

を
図
る
。
ま
た
、
日
本
の
進
ん
だ
道
路
技
術
を
生
か
し

た
技
術
交
流
･
技
術
協
力
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

②

く
ら
し
の
安
全
性
向
上
の
た
め
の
道
路
整
備
の
推
進

D

交
通
安
全
対
策
の
推
進

①

一
般
道
路
に
お
い
て
、
抜
本
的
対
策
と
し
て
自
動

車
専
用
道
路
、
バ
イ
パ
ス
な
ど
道
路
の
新
設
･
改
築

事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
現
道
の
緊
急
対
策
と

し
て
、
第
5
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
五

の
改
良
、
道
路
照
明
の
設
置
な
ど
交
通
安
全
施
設
等

の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。
特
に
、
地
域
ご
と

の
交
通
事
故
調
査
を
充
実
し
、
事
故
実
態
に
即
し
た

効
果
的
な
交
通
安
全
対
策
を
実
施
す
る

(表
門
)。

②

高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
い
て
、
交
通
安
全
対
策

に
関
す
る
五
箇
年
間
の
事
業
計
画
等
に
基
づ
き
、
路

面
排
水
対
策
、
連
続
照
明
の
増
設
、
気
象
情
報
等
の

提
供
等
の
交
通
安
全
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
。
ま

た
、
渋
滞
時
の
安
全
対
策
と
し
て
、
渋
滞
区
間
の
六

車
化
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
改
良
、
的
確
な
渋
滞

情
報
の
提
供
等
を
重
点
的
に
実
施
す
る

(表
複
)。

③

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
、
ハ
ン
プ
等
を
整
備
す
る

｢路
地
の
復
権
緊
急
事
業
｣
を
新
た
に
推
進
す
る
。

ま
た
、
道
路
と
自
動
車
が
一
体
と
な
っ
た
事
故
回

避
シ
ス
テ
ム
の
調
査
、
研
究
に
着
手
す
る
。

○
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

･
歩
道
･
自
転
車
等

(延
べ
延
長
)約

一
、
0
0
0
如

･
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路

八
一
箇
所

･
交
差
点
改
良

三
三
〇
箇
所

○
高
速
自
動
車
国
道
等
の
交
通
安
全
対
策

･
道
路
照
明
施
設
の
整
備

五
七
蝿

･
渋
滞
区
間
の
拡
幅

一
八
箇
所

･
I
C
の
改
良

(ブ
ー
ス
増
設
等
)

四
八
箇
所

の

高
齢
者
等
の
た
め
の
道
路
整
備

①

高
齢
者
等
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
、
幅
の

広
い
歩
道

(幅
員
概
ね
三
m
以
上
)
の
整
備
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
沿
道
へ
の
車
乗
り
入
れ
部
で
の
歩

道
の
切
り
下
げ
を
改
善
し
、
歩
き
や
す
く
快
適
な
歩

行
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
。

②

駅
や
高
齢
者
等
の
利
用
の
多
い
施
設
の
周
辺
等
に

お
い
て
、
必
要
に
応
じ
ス
ロ
ー
プ
や
昇
降
装
置
を
付

け
た
立
体
横
断
施
設
や
駅
等
の
建
築
物
に
直
接
出
入

り
で
き
る
立
体
横
断
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
歩
道
の
段
差
な
ど
車
椅
子
の
通
行
上
の
障

害
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
、

｢車
椅
子
利
用
に
よ

る
通
行
障
害
実
態
調
査
｣
を
実
施
し
、
歩
道
の
拡
幅
、

電
柱
の
移
設
、
立
体
横
断
施
設
の
整
備
等
を
行
う
。

表= 交通安全施設等整備事業等事業費
(単位;億円)

区 分 讓 度
費

年
業

前
事 倍 率

轢
報
鱗讓讓纖

交
交 鰔蝸 鷲

紳
鵬霧

表12 高速自動車国道等の交通安全対策に
関する事業費 (単位億円)

区 分 鰯5事 鰯前事 倍 率

纖孃
け
年蹴繃

轆
渕購 788 692 朋



③

小
学
校
等
の
通
学
路
に
つ
い
て
、
新
た
に
小
学
校

②

道
路
施
設
の
震
災
点
検
並
び
に
道
路
施
設
以
外
の

等
と
連
携
し
て

｢通
学
路
基
本
台
帳
｣
の
整
備
を
行

関
痺

設

三
雛

m

に

総
き
、

同
珠

寸
=
生

う
と
と
も
に
、
児
童
等
が
安
全
、
快
適
に
通
行
で
き

る
よ
う
、
歩
道
や
防
護
柵
等
の
交
通
安
全
設
備
等
の

点
検

･
整
備
を
推
進
す
る
。

④

近
年
の
高
齢
運
転
者
等
の
増
加
に
対
応
し
て
、
ゆ

と
り
の
あ
る
道
路
構
造
の
確
保
や
視
環
境
の
向
上
、

疲
労
運
転
の
防
止
等
を
図
る
こ
と
と
し
、
付
加
車
線

(ゆ
ず
り
あ
い
車
線
)
の
整
備
、
道
路
照
明
の
増
設
、

簡
易
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
整
備
等
を
進
め
る
。

○
幅
の
広
い
歩
道
等
の
整
備
道
路
延
長

約
一
、
0
0
0
踊

○
昇
降
装
置
付
き
立
体
横
断
施
設

一
般
国
道
三
号

(福
岡
市
東
区
)
等

約
一
〇
箇
所

の

地
域
の
生
活
を
支
え
る
信
頼
性
の
高
い
道
路
網
の

整
備

①

豪
雨
等
に
対
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全

性
･
信
頼
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
防
災
点
検
に
基

づ
き
緊
急
性
の
高
い
箇
所
か
ら
逐
次
計
画
的
に
防
災

対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
生
活
の
基
幹
と
な
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
災
害
の
発
生
そ
の
も
の

を
抑
止
す
る
工
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
事
前
通

行
規
制
区
間
の
解
消
を
め
ざ
す
事
業

(安
心
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
緊
急
整
備
事
業
)
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、

道
路
防
災
情
報
の
提
供
の
充
実
を
図
る
。

関
連
施
設
の
震
災
点
検
に
基
づ
き
、
橋
梁
の
耐
震
性

の
強
化
等
、
震
後
に
お
け
る
道
路
交
通
を
確
保
す
る

た
め
の
施
策
を
計
画
的
に
推
進
す
る
。

○
防
災
対
策

約
四
、
六
〇
〇
箇
所

○
震
災
対
策

約
一
、
一
〇
〇
箇
所

○
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
緊
急
整
備
事
業
実
施
箇
所

一
般
国
道
二
二
〇
号
青
島
日
南
局
改
等約

一
○
箇
所

の

雪
国
の
振
興
の
た
め
の
冬
期
道
路
交
通
確
保
策
の

推
進

①

地
域
間
交
流
の
拡
大
に
対
応
で
き
る
幹
線
道
路
の

冬
期
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
た
め
、
積
雪
時
に
も

道
路
幅
員
が
十
分
に
確
保
で
き
る
よ
う
消
雪
施
設
、

流
雪
溝
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
特
に
推
雪

幅
の
確
保
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。
ま
た
、
雪
崩
や

地
吹
雪
に
よ
る
交
通
遮
断
を
防
止
す
る
た
め
、
要
対

策
箇
所
の
解
消
を
促
進
す
る
。
さ
ら
に
チ
ェ
ー
ン
着

脱
が
容
易
で
休
憩
所
等
の
機
能
も
有
す
る
多
機
能
型

チ
ェ
ー
ン
着
脱
場
等
や
、
急
カ
ー
ブ
区
間
の
冬
期
の

安
全
対
策
を
推
進
し
、
冬
期
交
通
の
ネ
ッ
ク
箇
所
の

解
消
を
進
め
る
。

②

冬
期
歩
行
者
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
の
た
め
、

歩
道
除
雪
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
無
散
水
消
雪
施

設
、
流
雪
溝
等
の
整
備
を
促
進
す
る
。
特
に
通
学
路

の
重
点
的
な
確
保
を
進
め
る
。

③

流
雪
溝
や
小
型
除
雪
機
械
な
ど
地
域
住
民
が
主
体

的
に
雪
対
策
を
行
う
こ
と
を
支
援
す
る
施
策
を
推
進

す
る
。

④

除
雪
の
効
率
化
、
道
路
利
用
者
の
利
便
向
上
に
資

す
る
道
路
気
象
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
消
雪
施
設
等
の
施
設
の
維
持
、
修
繕
、

更
新
を
推
進
す
る
。

め

道
路
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
提
供

①

豊
か
な
生
活
と
経
済
活
動
を
支
え
て
い
く
た
め
、

よ
り
高
度
な
道
路
サ
ー
ビ
ス
を
常
に
提
供
で
き
る
よ

う
舗
装
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
等
道
路
ス
ト
ッ
ク
の
適

時
適
切
な
保
全
と
管
理
の
充
実
に
努
め
る
。

②

住
民
か
ら
の
道
路
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、
相
談

等
に
対
し
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
道
路
管
理
や
道
路
整
備
に
資
す
る
た
め
、
道

路
に
関
す
る
相
談
等
の
総
合
的
な
窓
ロ

(道
路

=

○
番
)
を
設
置
す
る
な
ど
、
道
路
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
。

3

く
ら
し
の
快
適
性
向
上
の
た
め
の
道
路
整
備
の
推
進

D

歩
行
者
･
自
転
車
の
た
め
の
空
間
整
備

①

歩
行
者
や
自
転
車
の
動
線
に
即
し
た
、
安
全
で
利

用
し
や
す
い
歩
道
及
び
自
転
車
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
を
図
る
た
め
、
各
道
路
管
理
者
等
の
連
携
に

よ
り
、
歩
道
網
計
画
を
策
定
し
、
整
備
を
推
進
す
る
。

②

歩
道
と
公
園
等
と
の
一
体
整
備
、
歩
道
と
建
築
物

内
の
公
共
用
道
路
や
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
と
の
連
携
等
を



図
り
、
都
市
空
間
を
有
効
に
活
用
し
て
歩
道
等
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る
ほ
か
透
水
性
舗
装
、
カ
ラ

ー
舗
装
な
ど
の
歩
道
舗
装
を
行
う
。

③

鉄
道
駅
等
の
交
通
結
節
点
に
お
い
て
、
ペ
デ
ス
ト

リ
ア
ン
･
デ
ッ
キ
な
ど
建
築
物
に
直
接
出
入
り
で
き

る
立
体
横
断
施
設
や
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
等
の
昇
降
装
置
を
付
け
た
立
体
横
断
設
備
の

整
備
を
推
進
す
る
。

④

都
市
に
お
け
る
交
通
手
段
と
し
て
の
自
転
車
の
利

用
促
進
の
た
め
、
｢サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
J
ク
整
備

事
業
｣
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
道
路
や
公
園
等
の

地
下
の
活
用
、
地
下
鉄
駅
や
地
下
自
動
車
駐
車
場
と

の
一
体
整
備
等
に
よ
り
、
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
を

推
進
す
る
。

ま
た
、
大
規
模
自
転
車
道
の
整
備
を
推
進
す
る

(表
博
)。

○
歩
道
等
の
新
設
道
路
延
長

約
二
、
七
〇
〇
如

○
歩
道
と
公
園
の
一
体
整
備

一
般
国
道
一
〇
号

(大
分
市
)
等
五
箇
所

○
自
転
車
駐
車
場

豊
橋
駅
自
転
車
駐
車
場

(豊
橋
市
)
等
五
五
箇
所

○
大
規
模
自
転
車
道

今
治
大
三
島
自
転
車
道

(愛
媛
県
)
等
四
七
箇
所

の

沿
道
と
連
携
し
た
景
観
整
備
と

｢た
ま
り
｣
機
能

の
充
実

①

自
動
車
利
用
者
の
た
め
の

｢た
ま
り
｣
空
間
と
し

て
、
一
般
道
路
に
休
憩
施
設
を
計
画
的
に
配
置
す
る
。

そ
の
際
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
地
方
公
共
団
体
等

の
設
置
す
る
郷
土
資
料
館
等
の
地
域
振
興
施
設
と
連

携
し
、
｢道
の
駅
｣
と
し
て
地
域
交
通
の
核
の
形
成

と
サ
J
ビ
ス
の
高
度
化
･
多
機
能
化
を
図
る
。

②

バ
ス
停
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
化
、
駅
前
広
場
の
整
備
、

公
園
と
歩
道
と
を
一
体
化
し
た
緑
の
散
歩
道
の
整
備

等
に
よ
り
、
歩
行
者
の
た
め
の

｢た
ま
り
｣
空
間
の

拡
充
を
図
る
。

③

駅
前
道
路
、
目
抜
き
通
り
、
並
木
道
な
ど
を
沿
道

と
連
携
し
て
景
観
整
備
を
行
い
、
住
民
が
誇
り
と
し
、

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
場
と
し
て
も
活
用
で
き
る
都

市
や
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
道
路
空
間
と
す
る
。

○
道
の
駅
整
備
事
業

○
全
国
…
約
四
○
箇
所
に
お
い
て
実
施

表13 歩道、自転車道関係事業費

区 分 度
費

年
業

5
事

度
費

年
業

前
事 滌

鰯讓
歩
目

大

脚
部
16
70

140

5 700

硯

10

54

135

04

34
“

加
悦

○
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
等
の
整
備

○
全
国
"
約
二
八
〇
箇
所
に
お
い
て
実
施

め

道
路
地
下
空
間
の
計
画
的
利
用
の
推
進

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
道
路
空
間
の
活
用
を

図
る
た
め
道
路
地
下
空
間
利
用
計
画
を
策
定
し
、
共
同

溝
、
キ
ャ
ブ
、
地
下
歩
道
、
地
下
駐
車
場
等
の
計
画
的

整
備
を
推
進
す
る
。

②

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
道
路
整
備
の
推
進

印

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

D

高
規
格
幹
線
道
路
網
の
整
備

高
規
格
幹
線
道
路
網
に
つ
い
て
二
0
○
○
年
ま
で
に

お
お
む
ね
九
、
0
0
0
如
の
供
用
、
二
一
世
紀
初
頭
ま

で
に
一
四
、
○
0
0
虹
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
完
成
を
目

標
に
整
備
を
強
力
に
推
進
す
る
。
ま
た
、
第
二
東
京
湾

岸
道
路
、
東
京
湾
口
道
路
、
大
阪
湾
環
状
道
路
、
伊
勢

湾
ロ
道
路
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
活
性
化
施
策
の
推

進
と
あ
わ
せ
て
、
具
体
化
の
た
め
の
調
査
を
進
め
る
。

①

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
及
び
一
般
国
道
の
自
動

車
専
用
道
路
に
つ
い
て
は
、
地
方
圏
の
横
断
道
、
大

都
市
圏
の
環
状
道
路
、
第
二
束
名
･
名
神
高
速
道
路

等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

②

本
州
四
国
連
絡
道
路
に
つ
い
て
は
、
明
石
海
峡
大

橋
、
来
島
大
橋
、
多
々
羅
大
橋
等
の
建
設
を
引
き
続

き
推
進
す
る

(表
協
、
15
、

1 6
、

17
)
。

ま
た
、
新
た
に
西
神
地
区
及
び
尾
道
大
橋
四
車
線

化
に
着
手
す
る
。



表14 高規格幹線道路事業費
円

率

"
鵤
騎
馬
瞬

刻

拗

44

48

60

7

あ

億

冴

,
.
;

.

嫁
【
判

で

　

　

　
　
　

　

(

度
費

館
噂
館
77
18

位
鰯
議
3

"
4

3

5

圭

　
　

　
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　

年
業

お
7
7
4

(注) ( ) 書きは、 国幹道に並行する一般国道目専道で外書きであ
る。 なお、 高規格幹線道路の総計には含まれる。

区 分 壤 難前事 倍 率

費
道
路
道
査

業
国
道

事
郊
済
!

路
蕁
観
匡

道
動
黎

線
ヨ
順
投

幹
割
匹
寅

格
遷
州

規
高
本
一
調

一滴 解
594
126
郷
膨

れ
擶
乃
5

銘
749
704
177
18

鸚
晦
し
5

"
鵤
騎
馬
僻

表15 高規格幹線道路供用延長

区 分 総延長 4年度末
5年度末

供用延長進渉判%)

等

路
道

鯛
彌
縦
国

繰
轢
醸

賭朧
÷品 14,0

00 5
,
929 6,136

44

国土開発幹線自動車道等

勤 躍 翁 姫

本 州 四 国 連 絡 道 路 180 螂 108 印

一 般 国 道 “ 132 155 り!

○
供
用
延
長

高
規
格
幹
線
道
路
と
し
て
、
関
越
道
の
六
車
線
化

等
の
改
築
を
含
め
、
二
九
〇
如
を
供
用
す
る
。

平
成
五
年
度
末
の
供
用
延
長
は
、
約
六
、
一
四
〇

如
と
な
る
。

の

地
域
集
積
圏
の
形
成

の

地
域
高
規
格
道
路
の
整
備

強
い
地
方
圏
と
安
定
し
た
大
都
市
圏
を
形
成
す
る
た

め
、
全
国
的
な
高
規
格
幹
線
道
路
網
と
一
体
と
な
っ
て
、

地
域
の
連
携
に
よ
る

｢地
域
集
積
圏
｣
の
形
成
、
集
積

圏
相
互
の
交
流
の
促
進
、
交
流
拠
点
等
と
の
連
結
を
図

る
、
地
域
高
規
格
道
路
を
軸
と
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
を
推
進
す
る
。

①

地
域
の
総
合
的
な
発
展
の
基
盤
と
な
る
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、

｢広
域
道
路
整
備
基
本
計

画
｣
を
、
有
識
者
等
の
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
関
係

す
る
道
路
管
理
者
等
が
共
同
で
策
定
す
る
制
度
を
創

設
す
る
。

②

地
域
構
造
を
強
化
す
る
軸
と
な
る
地
域
高
規
格
道

路
に
つ
い
て
、
地
域
の
振
興
施
策
と
あ
わ
せ
て
、
整

備
を
推
進
す
る
。

地
域
高
規
格
道
路
は
、
自
動
車
専
用
道
路
、
ま
た

は
同
程
度
の
機
能
を
有
す
る
質
の
高
い
道
路
と
し
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
高
速
度
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
構
造
と
す
る
。

③

平
成
五
年
度
の
事
業
と
し
て
、
地
域
高
規
格
道
路

調
査
を
充
実
さ
せ
、
地
域
集
積
圏
や
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
つ
い
て
調
査
す
る
ほ
か
、
規
格
の
高
い
幹
線

道
路
と
し
て
計
画
す
べ
き
路
線
･
区
間
の
具
体
的
な

調
査
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
調
査
熱
度
の
増
し
た

も
の
の
う
ち
か
ら
、
当
面
重
点
整
備
す
べ
き
区
間
を

地
域
高
規
格
道
路
と
し
て
指
定
し
、
地
域
の
振
興
施

策
と
あ
わ
せ
、
新
た
に
事
業
に
着
手
す
る
。

の

強
い
地
方
圏
の
形
成

活
力
に
み
ち
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
地
域
高
規
格
道
路
を
軸
と
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
に
よ
り
、
広
域
的
な
地
域
の
連
携
強
化
を

図
る
。

ま
た
、
地
方
拠
点
都
市
地
域
を
は
じ
め
地
域
の
発
展

表17 一般国道自動車専用道路の
平成 5年度新規事業箇所

路 線 名 箇 所

道
道
道
道
道
道
道
道
道

車廳鯛轆轆朧麗
釀

動
曠
目
目
目
目

)

讓
難
柵

日
旭
三
三
三
京
京
西
南

路

路
路
路
路

路

道
路

道
道
道
道

道
路
保
道

賀
越
田
米
路
部
道
世
水

厚
上
山
登
道
綾
東
佐
出

別
川
石
生
遼
波
北
々
北

門
上
釜
桃
三
丹
紀
佐
芦

表16 平成 5年度供用予定区間

高 規格 幹 線 道路 名 区 間 (道路名) 延長(km)

d

泉
賊

内

J

和
島

同
河

塚
者
鰯
滞協

艇

田
泉
濃
屋

野
前
西
住

虻
大
美
箭
堺
維
備
榊
藍

新
鵜

等

道
道
道
道

線
道

道
専

道
道

纖讓鬘
壽

開

北
東
東
近

関
山

四
国

閑
中

靴
道
道
道
道

線
道

道
専

車
車
車
弐

巷
匡

車
目

動
動
動
耳

鳶
耳

動
道

自
当
ヨ
動

雪
動

ヨ
国

貫
友
睦

〃
際

〃
弍
行
計

縦
鷲
陶
自

国
目

彈
並

道
総
斗
襲

准
持

統
道

海
北
海
濱

邇
B

国
幹

北
東
東
近

関
山

四
国

d

泉
賊

J

和
島

達
木
並
川
田
前
山
内

女

和
≧

脇

伊
実
美
勝
岸
幻
岡
河

~
~
~
~
~
×

~
~
~

田
泉
濃
屋

野
前
西
住

古
堺
佐

山

虻
大
美
名

泉
備
福
藍

11
9
17
u
10
7
37
鵠
瑠
14
184

道
道

彌
車
朧

霜
計

鋭
鋒閑

中 内
同
河戸

藤

~
~
汪

座
胝島

新
広

お
7
総

小 計 267

一般国道自動車専用道路

三遠南信自動車道 等齦縦州 第

合 計 290



の
核
と
な
る
都
市
に
お
い
て
は
、
高
次
都
市
機
能
の
育

成
･
集
積
を
促
進
す
る
た
め
の
道
路
整
備
を
推
進
す
る
。

地
方
部
に
お
い
て
は
各
種
地
域
振
興
施
策
を
支
え
る

道
路
の
整
備
や
、
農
山
村
の
定
住
基
盤
の
充
実
、
過
疎

地
域
･
奥
地
等
の
振
興
、
活
性
化
を
支
え
る
道
路
整
備

等
を
計
画
的
、
重
点
的
に
推
進
す
る
。

な
お
、
そ
の
際
、
地
方
特
定
道
路
整
備
事
業
の
積
極

的
活
用
を
図
る
。

(広
域
的
な
地
域
の
連
携
強
化
)

広
域
的
な
地
域
の
連
携
強
化
や
中
心
都
市
に
お
け
る

環
状
方
向
の
連
絡
の
た
め
、
地
域
高
規
格
幹
線
道
路
を

軸
と
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
推
進
す
る
。

(核
と
な
る
都
市
の
高
次
都
市
機
能
の
育
成
)

地
域
の
発
展
の
核
と
な
る
都
市
に
お
い
て
、
鉄
道
跡

地
等
の
大
規
模
空
閑
地
等
を
活
用
し
、
高
次
都
市
機
能

の
集
積
を
図
る
拠
点
地
区
の
面
的
整
備
や
そ
れ
を
支
え

る
道
路
整
備
を
推
進
す
る
。
特
に
、
地
方
拠
点
都
市
地

域
に
お
け
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
制
度
拡
充
を
図
る
。

(地
方
部
の
定
住
と
活
性
化
の
推
進
)

①

地
方
部
に
お
い
て
、
日
常
生
活
を
営
む
上
で
中
心

と
な
る
都
市
や
隣
接
市
町
村
相
互
の
連
携
強
化
に
資

す
る
道
路
網
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
学
校
、

医
療
施
設
等
公
共
公
益
施
設
の
整
備
に
関
連
す
る
道

路
整
備
を
推
進
す
る
。

②

リ
ゾ
ー
ト
開
発
等
の
各
種
地
域
振
興
施
策
を
支
え

る
道
路
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
個
性

と
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
地
域
振
興
施
策
に
資
す
る

マ
イ
ロ
ー
ド
事
業
を
一
層
推
進
す
る
。

③

既
存
商
店
街
に
お
け
る
活
力
や
都
市
的
魅
力
を
回

復
す
る
と
と
も
に
、
郊
外
等
に
お
け
る
新
た
な
商
業

集
積
拠
点
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
関
連
す
る
道

路
整
備
を
計
画
的
、
重
点
的
に
推
進
す
る
。

④

ま
ち
づ
く
り
市
町
村
道
整
備
モ
デ
ル
事
業
を
拡
充

し
、
農
山
村
地
域
に
お
い
て
複
数
の
市
町
村
が
一
体

と
な
っ
て
整
備
計
画
を
策
定
し
、
通
勤
圏
域
の
拡
大

等
定
住
基
盤
の
充
実
に
資
す
る
道
路
整
備
を
推
進
す

る
o

⑤

新
た
に
策
定
す
る
第
8
次
奥
地
等
産
業
開
発
道
路

整
備
計
画
に
基
づ
き
、
奥
地
等
の
産
業
振
興
に
資
す

る
道
路
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
過
疎
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
広
域

基
幹
道
路
整
備
事
業
、
市
町
村
道
の
都
道
府
県
代
行

事
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、
半
島
、
山
村
、
特
別
豪
雪

地
帯
の
振
興
を
支
え
る
道
路
整
備
を
推
進
す
る

(表

協
)
。

○
交
通
不
能
区
間
の
解
消
に
資
す
る
道
路
整
備

…

一
般
国
道
一
四
〇
号
雁
坂
峠
道
路
等

二
五
箇
所

○
地
方
圏
に
お
け
る
新
た
な
都
市
拠
点
の
面
的
整
備

…
富
山
駅
北
土
地
区
画
整
理
事
業
等

四
七
地
区

○
マ
イ
ロ
ー
ド
事
業

…
岐
阜
県
大
垣
市
等

約
一
五
〇
箇
所

○
商
業
市
街
地
振
興
整
備
の
た
め
の
道
路
事
業

"
千
葉
県
銚
子
市
等

約
六
五
〇
箇
所

○
広
域
基
幹
道
路
整
備
事
業

…
福
島
県
北
塩
原
村
等

五
四
〇
箇
所

の

安
定
し
た
大
都
市
圏
の
形
成

①

交
通
渋
滞
の
緩
和
、
環
境
･
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の

向
上
を
図
る
た
め
、
自
動
車
交
通
の
円
滑
化
に
資
す

る
自
動
車
専
用
道
路
網
等
の
整
備
を
推
進
す
る

(表

博
)。

②

核
都
市
を
中
心
と
す
る
自
立
的
な
地
域
集
積
圏
を

形
成
さ
せ
、
多
核
型
都
市
圏
構
造
へ
の
誘
導
を
図
る

た
め
、
核
都
市
を
中
心
と
す
る
放
射
･
環
状
道
路
や

核
都
市
相
互
を
連
絡
す
る
環
状
道
路
の
整
備
を
推
進

(単位 :億円)
表18 地方圏形成関係事業費

区 分 饑
鰡

5
事

度
費

年
業

前
事 倍 率

備
備
路
路
路
路
路
路
路
路
路

躍
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道
道
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開
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消
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活
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L
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す
る

(表
第
)。

③

住
宅
宅
地
の
供
給
と
そ
れ
を
支
え
る
道
路
整
備

①

大
都
市
に
お
け
る
大
量
の
良
質
な
住
宅
宅
地
の
供

給
や
地
方
の
定
住
人
口
の
受
け
入
れ
に
必
要
な
住
宅

宅
地
の
供
給
を
促
進
す
る
た
め
、
全
宅
地
供
給
量
の

四
割
以
上
を
担
う
土
地
区
画
整
理
事
業
や
ア
ク
セ
ス

道
路
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
宅
地
開
発
誘

導
道
路
事
業
を
推
進
す
る
。

特
に
三
大
都
市
圏
に
お
い
て
は
、
大
都
市
住
宅
宅

地
の
供
給
と
そ
れ
を
支
え
る
道
路
事
業
を
積
極
的
に

推
進
す
る
。

②

三
大
都
市
圏
に
お
け
る
特
定
市
街
化
区
域
内
農
地

の
適
切
な
宅
地
化
を
促
進
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ

土
地
区
画
整
理
事
業
、
補
助
幹
線
道
路
等
の
先
行
的

な
都
市
計
画
決
定
を
行
う
。

③

良
好
な
環
境
創
造
の
た
め
の
道
路
整
備
の
推
進

良
好
な
道
路
環
境
の
創
造
の
た
め
、
地
域
ご
と
に
、
そ

の
地
理
的
条
件
、
住
居
や
商
業
施
設
等
の
土
地
利
用
、
交

通
条
件
、
産
業
配
置
等
、
道
路
を
め
ぐ
る
地
域
の
状
況
に

応
じ
て
、
地
域
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
、
エ
コ
ロ
!
ド
整
備
、

沿
道
環
境
対
策
な
ど
、
総
合
的
な
道
路
環
境
施
策
の
推
進

に
関
す
る

｢道
路
環
境
計
画
｣
を
策
定
す
る
。
同
計
画
に

基
づ
き
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
自
然
環
境
と
の
調
和
、
良

好
な
生
活
環
境
の
保
全
･
形
成
の
三
つ
の
視
点
か
ら
、
道

路
環
境
施
策
を
推
進
す
る
。

=

地
球
温
暖
化
の
防
止
の
た
め
の
道
路
整
備
の
推
進

①

渋
滞
に
よ
る
燃
料
浪
費
が
、
C
0
2
排
出
量
増
大

の
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
バ
イ

パ
ス
や
環
状
道
路
の
整
備
、
交
差
点
改
良
な
ど
円
滑

な
交
通
確
保
に
資
す
る
道
路
事
業
を
着
実
に
進
め
、

二
一
世
紀
初
頭
に
は
現
在
よ
り
約
一
割
程
度
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
の
高
い
走
行
速
度
を
め
ざ
す

(都
市
部
に

お
い
て
朝
夕
の
走
行
速
度
を
約
七
-
八
如
/
h
程
度

向
上
さ
せ
る
)。

②

交
通
の
省
エ
ネ
化
を
進
め
、
あ
わ
せ
て
沿
道
環
境

へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め
、
関
係
機
関
が
一
体
と

な
っ
て
、
｢地
域
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
行
動
計
画
｣

を
策
定
す
る
。
同
計
画
に
は
、
公
共
交
通
機
関
の
有

効
活
用
や
徒
歩
･
自
転
車
利
用
の
促
進
な
ど
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
満
足
し
つ
つ
省
エ
ネ
型
社
会
を
形
成
す
る

た
め
の
関
係
機
関
の
連
携
方
策
と
、
そ
の
推
進
を
支

援
す
る
た
め
の
バ
ス
レ
ー
ン
、
駅
前
広
場
、
自
転
車

道
の
整
備
な
ど
関
連
道
路
事
業
を
定
め
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
着
実
な
省
エ
ネ
を
進
め
る
。

③

道
路
工
事
に
お
い
て
発
生
す
る
残
土
や
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
発
生
材
な
ど
の
建
設
副
産
物

に
つ
い
て
、
発
生
量
の
抑
制
、
再
利
用
の
促
進
等
の

建
設
副
産
物
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
ご
と
の

利
用
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
モ
デ
ル
工
事
を

実
施
す
る
他
、
品
質
の
確
保
に
係
る
制
度
を
創
設
す

る
o

②

自
然
環
境
と
調
和
し
た
道
路
整
備
の
推
進

(単位 億円)
表21 住宅宅地関連事業費

区 分 度
費

年
業

5
事 鰯前事 率倍

住宅宅地関連道路事業 彌 蝸 鰡

(単位 :億円)
表20 新たな都市拠点の整備

区 分 鰯5事 鰯前事 倍 率

隧擬
泌
妙稠繖

大
た

三
新 285 279 祕

表19 三大都市圏における自動
車専用道路網の整備

(単位 :億円)

区 分 鰯5事 難前事 倍 率

圏

圏

圏

京
阪
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大
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策

(参考) 道路環境計画の概要

国 の道路環 境基 本 計画

地 域 の 道 路 環 境 計 画

(視 点)

用

守

利

置

地

配

土

業
、
産

件

、

条

件

的

条

性

理

通

特

地

交

域

･

地

等

等

等箋　　
　
　
　

生

全

進緑 化 の 推 進 (歩道 ･のり面緑化の推進等)

快適な道路空間の創造(快適な歩行空間の形成等)

国民と一体となった環境形成のための体制整備

路 網 の 形 成(バイパス ･環状道路の整備等)

的道路利用の推進 (モーダルミックスの推進等)

共

保

佐

の

の

才

と

境

の

系

環

ヒ

　

　

　

止

和

の

成

　
　
　
　

化

と

活

暖

境

生

,

　
　
　
　

地

目

良

保

①

道
路
の
計
画
か
ら
管
理
に
至
る
各
段
階
に
つ
い
て
、

良
好
な
自
然
環
境
と
の
調
和
の
た
め
の
具
体
的
手
法

を
と
り
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
生
態

系
と
共
生
し
た
道
路
事
業
手
法
の
定
着
を
図
る
。

②

道
路
の
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
自
然
と
の
調
和
を

め
ざ
し
た
路
線
選
定
等
を
行
う
と
と
も
に
、
自
然
環

境
の
豊
か
な
地
域
で
は
、
表
土
の
活
用
、
植
物
の
移

植
を
図
る
ほ
か
、
自
動
車
と
動
物
の
接
触
事
故
防
止

の
た
め
の
動
物
用
横
断
構
造
物

(け
も
の
道
)
の
設

置
等
、
生
態
系
全
般
と
の
共
生
を
図
る
た
め
の
構

造
･
工
法
を
取
込
ん
だ

｢
エ
コ
ロ
ー
ド
｣
の
整
備
等

を
推
進
す
る
。

③

既
存
道
路
の
盛
土
や
切
土
等
の
の
り
面
に
つ
い
て

｢
の
り
面
等
植
栽
計
画
｣
を
策
定
し
、
潜
在
自
然
植

生
等
を
活
用
し
た
再
緑
化
を
図
る
。

④

国
立
公
園
等
の
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法
に
つ
い

て
マ
イ
カ
ー
か
ら
バ
ス
等
へ
の
転
換
を
促
す
た
め
、

周
辺
部
に
乗
換
え
駐
車
場
の
整
備
を
進
め
る
。

③

良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
･
形
成

①

沿
道
の
生
活
環
境
悪
化
の
要
因
で
あ
る
渋
滞
を
解

肖
し
、
騒
音
、
窒
素
酸
化
物
等
の
低
減
を
図
る
た
め
、

バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
、
交
差
点
改
良
等
の
道
路
整

備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
環
境
施
設
帯
や
遮
音
壁
の
設
置
、
道
路
緑

化
を
引
き
続
き
推
進
す
る
。
な
お
、
環
境
施
設
帯
に

つ
い
て
は
、
ま
ち
な
み
の
う
る
お
い
を
積
極
的
に
形

成
し
て
い
く
た
め
、
公
園
事
業
者
と
連
携
し
て
、
公

園
と
の
一
体
的
整
備
を
進
め
る
。

②

沿
道
整
備
事
業
や
道
路
管
理
者
に
よ
る
沿
道
土
地

買
取
制
度
を
活
用
し
、
緩
衝
建
築
物
の
誘
導
を
図
る

な
ど
、
幹
線
道
路
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
。

ま
た
、
｢環
境
対
策
特
別
推
進
事
業
｣
を
引
き
続

き
推
進
す
る
と
と
も
に
、
沿
道
環
境
保
全
技
術
の
一

層
の
拡
充
を
図
る
。

⑭

有
料
道
路
制
度
の
活
用
に
よ
る
道
路
整
備
の
推
進

の

有
料
道
路
制
度
の
活
用
に
よ
る
高
規
格
道
路
等
の
推

進
①

多
極
分
散
型
の
国
土
の
形
成
、
地
域
活
性
化
等
に

大
き
く
寄
与
す
る
高
規
格
幹
線
道
路
、
大
都
市
圏
に

お
け
る
環
状
道
路
、
湾
岸
道
路
等
に
つ
い
重
点
的
に

整
備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
東
京
湾
横
断
道
路
、
明

石
海
峡
大
橋
な
ど
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

を
図
る
。

②

利
用
者
の
理
解
と
信
頼
を
得
つ
つ
、
適
正
な
料
金

水
準
の
も
と
で
有
料
道
路
制
度
を
活
用
す
る
た
め
、

建
設
･
管
理
に
係
る
経
費
の
一
層
の
節
減
に
努
め
る

と
と
も
に
、
高
速
自
動
車
国
道
の
三
%
路
線
の
拡
大

及
び
用
地
費
に
対
す
る
国
費
助
成
、
都
市
高
速
道
路

に
対
す
る
出
資
率
の
引
上
げ
等
公
的
助
成
の
拡
充
を

図
る
。
ま
た
、
償
還
制
度
の
運
用
の
改
善
、
都
市
高

速
道
路
に
お
け
る
関
連
街
路
分
担
金
の
見
直
し
等
に



つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

②

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上

①

渋
滞
解
消
を
図
る
た
め
、
環
状
道
路
等
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
、
渋
滞
区
間
の
拡
幅
、
料
金
所
ブ
ー
ス

増
設
等
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
利
用
者
に
適
切
な
渋
滞
情
報
等
を
提
供
す

る
た
め
、
情
報
収
集
･
提
供
施
設
に
つ
い
て
一
層
充

実
す
る
。
さ
ら
に
維
持
修
繕
工
事
に
よ
る
渋
滞
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
、
集
中
工
事
を
実
施
す
る
。

②

各
種
有
料
道
路
の
一
体
的
利
用
の
促
進
等
、
利
用

者
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
図
る
。

◎

道
路
整
備
推
進
方
策
の
活
用
と
拡
充

①

新
し
い
社
会
変
化
に
対
応
し
た
道
路
整
備
を
推
進

す
る
た
め
、
｢二
一
世
紀
に
向
け
た
新
た
な
道
路
構

造
｣
を
検
討
す
る
。

②

道
路
と
沿
道
地
域
と
の
一
体
的
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
幹
線
道
路
の
沿
道
に
官
民
の
共
同
に
よ

り
歩
道
を
補
完
す
る
公
共
的
空
間
の
整
備
を
図
る
。

③

道
路
事
業
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
各
種
施
策

の
活
用
に
よ
る
用
地
取
得
と
工
事
の
平
準
化
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
高
度
化
す
る
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
道
路
技
術
五
箇
年
計
画
の
策
定
及
び
新
技
術
の

登
録
制
度
の
創
設
等
に
よ
り
道
路
新
技
術
の
開
発
、

導
入
及
び
普
及
を
推
進
す
る
。

4

生
活
関
連
重
点
化
枠

生
活
関
連
重
点
化
枠
に
つ
い
て
は
、
｢公
共
投
資
基
本

計
画
｣
や

｢生
活
大
国
5
か
年
計
画
｣
を
踏
ま
え
、
真
に

国
民
の
日
常
生
活
の
質
の
向
上
に
資
す
る
次
の
四
つ
の
課

題
に
そ
っ
た
道
路
整
備
を
緊
急
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
、

事
業
費
一
、
0
九
七
億
円
、
国
費
五
九
六
億
円
を
確
保
し

た
。①

地
方
拠
点
都
市
地
域
等
の
地
方
都
市
基
盤
緊
急
整

備

(事
業
費
三
七
一
億
円
)

･
地
方
拠
点
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
事
業

･
バ
ス
レ
ー
ン
整
備
等
公
共
交
通
機
関
支
援
事
業

･
渋
滞
対
策
推
進
事
業

･
駐
車
場
、
歩
道
等
交
通
安
全
対
策
推
進
事
業

②

ふ
る
さ
と
生
活
基
盤
緊
急
整
備

(事
業
費
四
四
四

億
円
)

･
通
学
路
等
生
活
基
盤
整
備
推
進
事
業

･
雪
国
生
活
支
援
事
業

･
広
域
基
幹
道
路
整
備
ふ
る
さ
と
交
流
活
性
化
事
業

･
生
活
基
幹
バ
ス
路
線
整
備
事
業

③

住
宅
･
宅
地
供
給
緊
急
促
進

(事
業
費
一
三
〇
億

円
)

･
住
宅
･
宅
地
関
連
道
路
整
備
事
業

･
宅
地
開
発
誘
導
道
路
整
備
事
業

④

環
境
創
造
基
盤
緊
急
整
備

(事
業
費
一
五
二
億

円
)

･
キ
ャ
ブ
、
駐
車
場
等
ま
ち
づ
く
り
基
盤
整
備
推
進

事
業

環
境
施
設
帯
等
沿
道
生
活
環
境
形
成
推
進
事
業

緑
化
等
自
然
環
境
形
成
推
進
事
業

マ
イ
ロ
ー
ド
等
個
性
豊
か
な
み
ち
づ
く
り
推
進
事

業

×̂〕
　



は
じ
め
に

二
一
世
紀
に
向
け
、
｢速
さ
｣
と

｢時
間
の
正
確
さ
｣

な
効
率
的
輸
送
を
可
能
と
す
る
質
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
へ
の
要
請
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
地
域
の
振
興

と
活
性
化
を
図
り
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
と
活
力
あ
る

経
済
･
社
会
確
立
の
基
礎
施
設
と
し
て
、
建
設
省
に
お
い

て
、
昭
和
六
二
年
六
月
に
道
路
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、

一
四
、
○
○
0
虹
の
高
規
格
幹
線
道
路
網
計
画
を
策
定
し

た
。四

全
総

(昭
和
六
三
年
六
月
閣
議
決
定
)
に
お
い
て
も
、

二
一
世
紀
に
望
ま
し
い
国
土
構
造
で
あ
る

｢多
極
分
散
型

の
国
土
構
造
の
形
成
｣
を
目
指
す
た
め
に
、
高
速
交
通
サ

ー
ビ
ス
の
全
国
的
な
普
及
を
図
る
高
規
格
幹
線
道
路
網
の

整
備
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

高
燥
播
嚼
線
道
路
等
関
係
予
算
⑭
概
要

建
設
省
道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室
課
長
補
佐

徳
山
日
出
富男

高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
効
率
的
な

整
備
を
図
る
観
点
か
ら
、
路
線
の
性
格
を
勘
案
し
、
国
土

開
発
幹
線
自
動
車
道

(
一
一
、
五
二
〇
皿
)
ま
た
は
一
般

国
道
の
自
動
車
専
用
道
路

(二
、
四
八
〇
如
、
本
州
四
国

連
絡
道
路
を
含
む
)
と
し
て
整
備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、

有
料
道
路
制
度
を
十
分
活
用
す
る
ほ
か
、
段
階
的
な
整
備

方
針
の
導
入
、
既
存
道
路
の
活
用
等
に
よ
り
、
そ
の
推
進

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
高
規
格
幹
線
道
路
等
関
係
の
平
成
五
年
度

予
算
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

一

高
規
格
幹
線
道
路
予
算
の
概
要

高
規
格
幹
線
道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
西
暦
二
〇
〇
〇

年
ま
で
に
は
お
お
む
ね
九
、
0
0
0
虹
の
供
用
、
二
一
世

紀
初
頭
ま
で
に
一
四
、
0
0
0
虹
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
完

成
を
目
標
に
整
備
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

平
成
五
年
度
か
ら
始
ま
る
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

で
は
、
地
方
の
横
断
道
路
、
大
都
市
圏
の
環
状
道
路
、
第

二
束
名
･
名
神
高
速
道
路
等
に
重
点
を
お
い
て
そ
の
整
備

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

平
成
五
年
度
の
高
規
格
幹
線
道
路
事
業
費
は
、
二
兆
五
、

六
九
七
億
円

(対
前
年
度
倍
率
一
･
0
九
)
を
も
っ
て
、

関
越
道
の
六
車
化
等
の
改
築
を
含
め
、
二
九
〇
額
の
供
用

を
図
り
、
平
成
五
年
度
末
の
供
用
延
長
を
約
六
、
一
四
〇

如
と
す
る
(表
1
、
2
)
。
ま
た
、
高
規
格
幹
線
道
路
調

査
費
は
一
、
九
一
五
百
万
円
で
、
基
本
計
画
、
整
備
計
画

策
定
の
た
め
、
調
査
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
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-

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
等

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
等
に
つ
い
て
は
、
高
速
自
動

車
国
道
事
業
費
一
兆
七
、
五
九
四
億
円
を
充
て
、
山
陽
自

動
車
道

(備
前
-
岡
山
)
等
一
七
〇
如
の
新
規
供
用
を
図

る
と
と
も
に
、
八
三
蛔
の
改
築
を
完
成
さ
せ
平
成
五
年
度

末
の
供
用
延
長
を
五
、
五
七
四
虹
と
す
る
。

な
お
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
に
並
行
す
る
一
般
国

道
に
お
い
て
、
既
に
事
業
に
着
手
し
て
い
る
自
動
車
専
用

道
路
の
整
備
を
推
進
し
、
当
面
の
活
用
を
図
る

(表
3
)。

に
三
ル
ー
ト
の
概
成
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
建
設
の
推
進

を
図
っ
て
お
り
、
平
成
五
年
度
に
お
い
て
は
、
明
石
海
峡

大
橋
、
来
島
大
橋
、
多
々
羅
大
橋
等
の
建
設
を
引
き
続
き

推
進
す
る
。
ま
た
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
に
つ
い
て
、
新

た
に
西
神
地
区
の
整
備
及
び
尾
道
大
橋
四
車
化
に
着
手
す

る
。

2

本
州
四
国
連
絡
道
路

本
州
四
国
連
絡
道
路
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
〇
年
ま
で

　
　

　
　
　

　位

　
　

　

高規格幹線道路事業費

区 分 5年度事業費前年度事業費 倍 率
費
道
路
道
査

業
国
道

事
距
略
4

路
跿
朝
匡

道
動
蕊

線
ヨ
糎
殴

幹
誌
匹
川

格
遜
州

親
高
本
一
調

高 鋤
594
126
期
的

れ
謠
乃
翫

鱗
749
704
177
18

鸚
鵡
も
5

OJ
に･U
に･U
氏J
RU

nV
nU
り乙
1･4
nU

Tユ
ーユ
ーユ
ー具
T具

区 分 総延長 4年度末
5年度末

供用延長j筵渉率(%)

等

路
道

繊
蠣
繃
国

纐
纖
醸

格
撚
泗
般

規
獸
利
一

高 14,000 5
,
929 6

,
136 44

国土開発幹線自動車道等

勤 ㈱糊 ⑲練 48
本 州 四 国 連 絡 道 路 180 108 108 印

一 般 国 道 幼 132 155 ワ･‘
( ) 書きは、 国幹道に並行する一般国道目専道で外書きであ
る。 なお、 高規格幹線道路の総計には含まれる。

表

高

2

高

@

表 2 高規格幹線道路供用延長

表 3 平成 5年度供用予定区間

高 規 格 幹 線 道 路名 区 間 (道路名) 延長(km)

d

泉
賎

内

,

達
村
並
川
蜘
鵡
山
内

,

河

#歎美構嗣胖個舸協

1
戸穢

賦

田
泉
膿
屋

野
前
西
住

座
北

古
堺
佐

山

島

虻
大
美
名

泉
備
福
藍

新
広

等

道
道
道
道

線
道

道
専

道

道

躍

淺朧躯
≧
皹
“

纖灘
嵩
明
礬
,蕪

戸

棚

北
東
東
近

関
山

四
国

関
中

国

道
道
道
道

線
道

道
専

車
車
車
至

巷
亙

車
目

動
勧
動
自

讃
員

動
道

目
ヨ
コ
動

筌
動

議
国

貫
致
睦

〃
際

〃
難
行
計

縦
攪
距
自

国
目

撃
並

道
縮
扣
錢

碓
易

繊
道

海
北
海
畜

匪
F

国
幹

北
東
東
近

開
山

四
国

d

泉
賎

J

和
島

達
木
並
川
田
前
山
内

#歎美構嗣胖個舸協

田
泉
膿
屋

野
前
西
住

古
堺
佐

山

虻
大
美-
名

泉
備
福
藍

n
9
"
員
拗
7

野
鉤
乾
M
84

道

道

彌
車
轆

贈
計

鉱
轟関

中 滿
岡
戸泌座蜘

新
広

76

7

83

小 計 ･ 267

一般国道自動車専用道路

三遠南信自動車道 等繊鑄楜 芻

合 計 290



3

一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路

一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
に
つ
い
て
は
、
既
に
事

業
に
着
手
し
て
い
る
区
間
約
一
、
一
四
五
畑
の
整
備
を
一

層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
路
線
計
画
の
定
ま
っ
た
区
間
一

七
八
蝿
の
事
業
に
着
手
す
る

(表
4
)。

三

地
域
高
規
格
道
路
関
連
予
算
の
概
要

強
い
地
方
圏
と
安
定
し
た
大
都
市
圏
を
形
成
す
る
た
め

に
、
全
国
的
な
高
規
格
幹
線
道
路
網
と
一
体
と
な
っ
て
、

地
域
の
連
携
に
よ
る

｢地
域
集
積
圏
｣
の
形
成
、
集
積
圏

相
互
の
交
流
の
促
進
、
交
流
拠
点
等
と
の
連
結
を
図
り
、

地
域
高
規
格
道
路
を
軸
と
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
!
ク
の
整

備
を
推
進
す
る
。

1

施
策
の
概
要

①

地
域
の
総
合
的
な
発
展
の
基
礎
と
な
る
広
域
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
の
基
本
的
方
向
を
定
め
る

｢広
域
道
路
整
備
基
本
計
画
｣
を
、
有
識
者
等
の
意

見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
関
係
す
る
道
路
管
理
者
等
が
共

同
で
策
定
す
る
。

②

地
域
構
造
を
強
化
す
る
軸
と
な
る
地
域
高
規
格
道

路
に
つ
い
て
、
地
域
の
振
興
施
策
と
あ
わ
せ
て
、
整

備
を
推
進
す
る
。

地
域
高
規
格
道
路
は
、
自
動
車
専
用
道
路
、
ま
た

は
同
程
度
の
機
能
を
有
す
る
質
の
高
い
道
路
と
し
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
高
速
度
サ
!
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
構
造
と
す
る
。

2

予
算
額

①

地
域
高
規
格
道
路
事
業
費

地
域
高
規
格
道
路
指

定
後
に
決
定

②

地
域
高
規
格
道
路
調
査
費

五
六
八
百
万
円

お
わ
り
に

多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
、
地
域
社
会
の
活
性
化
等
の

課
題
に
対
応
し
、
国
民
生
活
の
充
実
を
図
る
た
め
、
高
規

格
幹
線
道
路
等
の
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
は
、
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。

第
薹
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

(案
)
お
い
て
は
、
高

規
格
幹
線
道
路
の
年
間
供
用
ペ
ー
ス
を
約
三
七
〇
如
と
大

幅
に
拡
大
し
、
整
備
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
、
五
箇
年
計

画
期
間
内
に
新
た
に
一
、
八
七
七
如
の
供
用
を
図
り
、
平

成
九
年
度
末
の
供
用
延
長
を
約
七
、
八
〇
〇
如
と
す
る
予

定
で
あ
る
。
二
一
世
紀
に
向
け
て
着
実
か
つ
計
画
的
に
整

備
を
推
進
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

ま
た
、
地
域
高
規
格
道
路
は
、
第
虹
次
道
路
整
備
五
箇

年
計
画

(案
)
お
い
て
約
二
、
○
○
○
如
の
路
線
で
事
業

に
着
手
す
る
こ
と
と
し
、
二
一
世
紀
初
頭
ま
で
に
約
六
、

0
0
0
蝿
-
八
、
0
0
0
師
の
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

4 一般国道自動車専用道路の
平成 5年度新規事業箇所

表

路 線 名 箇 所

道
道
道
道
道
道
道
道
道

車轆廳廳廳鯛朧朧釀

動
脇
目
自
目
目

讓鬘
灘

日
旭
三
三
三
京
京
西
南

路

路
路
路
路

路

道
路

道
道
道
道

道
路
保
道

賀
越
田
米
路
部
道
世
水

厚
上
山
登
道
綾
東
佐
出

別
川
石
生
遠
波
北
々
北

門
上
釜
桃
三
丹
紀
佐
芦

3

平
成
五
年
度
の
事
業
内
容

①

地
域
高
規
格
道
路
を
充
実
さ
せ
、
地
域
集
積
圏
や

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
調
査
す
る
ほ
か
、
規

格
の
高
い
幹
線
道
路
と
し
て
計
画
す
べ
き
路
線
･
区

間
の
具
体
的
な
調
査
を
推
進
す
る
。

②

調
査
の
熱
度
の
増
し
た
も
の
の
う
ち
、
当
面
重
点

整
備
す
べ
き
区
間
を
地
域
高
規
格
道
路
と
し
て
指
定

し
、
地
域
の
振
興
施
策
と
あ
わ
せ
、
新
た
に
事
業
に

着
手
す
る
。
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道路関係予算算

◎報
国
週
関
係
予
算
⑭
概
要

建
設
省
道
路
局
国
道
第
一
課
建
設
専
門
官

南
部

隆
秋

同

国
道
第
ニ
課
建
設
専
門
官

沼
田

敏
樹

は
じ
め
に

一
般
国
道
は
、
現
在
四
〇
一
路
線
が
指
定
さ
れ
、
実
延

長
四
七
、
○
○
○
如
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
五
年
四
月
一
日
施
行
予
定
の
一
般
国
道
の
追

加
指
定
に
よ
り
、
一
〇
二
路
線
約
六
、
0
0
0
如
が
新
た

に
追
加
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
一
般
国
道
は
、
高
速
国
道
な
ど

と
一
体
と
な
っ
て
全
国
的
な
高
規
格
幹
線
道
路
網
を
形
成

し
つ
つ
、
都
市
に
お
い
て
は
都
市
活
動
の
基
幹
的
施
設
と

し
て
機
能
し
、
地
方
に
あ
っ
て
は
地
域
間
の
円
滑
な
交
通

を
支
え
る
な
ど
極
め
て
広
範
多
岐
に
わ
た
る
使
命
を
担
っ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

一
般
国
道
の
延
長
は
、
都
道
府
県
道
以
上
の
一
般
道
路

の
全
延
長
の
約
二
七
%
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
全
国

の
自
動
車
走
行
台
蝿
の
約
五
0
%

(平
成
二
年
度
道
路
交

通
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
)
を
分
担
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

一
般
国
道
の
重
要
性
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
整
備
は
十
分

と
は
い
い
が
た
い
。
た
と
え
ば
、
平
成
二
年
度
末
現
在
、

四
車
線
以
上
で
整
備
さ
れ
て
い
る
区
間
は
わ
ず
か
四
、
七

二
七
姉

(
一
0

･
二
%
)
し
か
な
い
現
状
に
あ
る
。
ま
た
、

改
良
済
み
区
間

(四
一
、
三
〇
六
如
)
で
あ
っ
て
も
交
通

が
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
し
て
い
な
い
区
間

(混
雑
度
一
･
0

以
上
の
区
間
)
が
一
五
、
五
〇
六
如

(三
七
･
五
%
)
に

達
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
鑑
み
、
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

平
成
五
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
n
次
道
路
整
備
五
箇
年

計
画
に
基
づ
く
計
画
的
整
備
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
を
基

本
方
針
と
し
、
特
に
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
図
る
た

め
、
高
規
格
幹
線
道
路
に
指
定
さ
れ
た
一
般
国
道
の
自
動

車
専
用
道
路
の
整
備
を
重
点
的
に
す
す
め
る
。
ま
た
、
大

都
市
圏
に
お
け
る
環
状
道
路
、
高
規
格
幹
線
道
路
網
と
一

体
的
に
機
能
す
る
国
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
･
強
化
を

図
る
た
め
、
交
通
混
雑
の
著
し
い
区
間
に
お
い
て
バ
イ
パ

ス
･
拡
幅
に
よ
る
多
車
線
整
備
を
す
す
め
る
ほ
か
、
県
際

･
峠
越
え
に
お
け
る
交
通
不
能
区
間
等
の
解
消
等
に
重
点

を
お
い
て
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
表
1
、
表
2
に

示
す
事
業
規
模
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
四
年
度
に
引
き
続
き
国
民
の
日
常
生
活
の

質
の
向
上
に
資
す
る
た
め
生
活
関
連
重
点
化
分
及
び
多
極

分
散
型
国
土
の
形
成
、
国
民
生
活
の
安
全
の
確
保
、
地
域

社
会
の
活
性
化
等
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
公
共
投
資

充
実
臨
時
特
別
措
置
枠
を
計
上
し
て
い
る
。

以
下
に
平
成
五
年
度
の
一
般
国
道
関
係
予
算
の
概
要
に

つ
い
て
述
べ
る
。



表 1 平成 5年度一般国道 (直轄) 要求 (生活関連含み)

所管別

事業種別

建 設 省 北 海 道 沖 縄 全 国

4 年 度

当 初

5 年 度

当 初

対前年

度 比

4 年 度

当 初

5 年 度

当 初

対前年

度 比

4 年 度

当 初

5 年 度

当 初

対前年

度 比

4 年 度

当 初

5 年 度

当 初

対前年

度 比

改 築
高規格
+ 般
一次
二次

802,600
351,800
450,800
32,200
418,600

828,502
381,600
446,902
33,500
413,402

1.03
1,08
0.99
1.04
0.99

150,732
18,500
132,232
31,027
101,205

153,449
36,100
117,849
26,000
91,349

1.02
1.95
0.89
0.84
0.90

26,920
6,000
20,920

0
20,920

28,720
9,000
19,720

0
19,720

1･07
1,50
0,94
0･00
0.94

980,252
376,300
603,952
63,227
540,725

1,010,671
426,700
583,971
59,500
524,471

1.03
1.13
0.97
0.94
0.97

共 同 溝 25,500 28,00O 1･10 0 0 0･00 0 0 0･00 25,500 28,00O L 10

維 持
(うちつぶれ地)

105,000
0

11上615
0

1.06
0･00

34,900
0

38,100
0

1.09
0･00

2,817
1'017

2,585
665

0,92
0,65

142,717

L 017
152,300

665
1･07
0.65

修 繕 93,400 99,000 1.06 21,880 23,980 1･10 1,780 1,860 1.04 117,060 124,840 1･07

小 計 1,026,500 1,0671 17 1.04 207,512 215,529 1.04 3上517 33,165 1.05 1,265,529 l,315,811 1.04

雪 寒 費 9,838 10,250 1.04 12,460 13,040 1.05 0 0 0･00 22,298 23,290 1.04

交通安全費 87,580 93,275 1･07 15,535 16,237 1.05 2,060 2,200 1･07 105,155 111,712 1.06

合 計 1,123巡98 1,170,642 1.04 235,507 244,806 1.04 33,577 35,365 1.05 1,392,982 1,450,813 1.04

(単位 ;百万円)

表 2 一般国道 (補助) 決定 (生活関連含み)

所管別

事砦蹴り

建 設 省 離 島 沖 縄 合 計

4 年度
当 初浜年薙対前年

度 比
4年度
当 初

5年度
決 定

対前年
度 比

4年度
当 初 浜年窿対前年

度 比 脅年霧 5 年度
決 定

対前年
度 比

改 築 394,673 404,679 l.03 7,493 7,263 0.97 4,510 4,460 0,99 406,676 416,402 1,02

高規格 25,004 23,731 0.95 25,004 23,731 0,95

一 般 369,669 380,948 1.03 7,493 7,263 0.97 4,510 4,460 0.99 381,672 392,671 1.03

一次 228,219 228,756 1.00 5,243 5,773 1.10 430 510 1.19 233,892 235,039 l･00

二次 141,450 152,l92 1.08 2,250 1,490 0.66 4,080 3,950 0.97 147,780 157,632 1･07

共同溝 1,046 710 0.68 1,046 710 0,68

特殊改良 46,045 53,400 1,16 2,112 2,033 0.96 50 20 0.40 48,207 55,453 1.15

補 修 54,290 56,410 1,04 510 371 0,73 258 240 0.93 55,058 57,02l 1.04

維 持 199 468 2,35 l99 468 2.35

小 計 496,054 515,199 1.04 lo,115 9,667 0.96 5,017 5,188 1,03 5114 86 530,054 1.04

雪 寒 18,985 22,263 1.17 18,985 22,263 1･17

交通安全 39,842 46,764 1.17 88 105 1.19 178 554 3.11 40,108 47,423 主18

合 計 554,881 584,226 l.05 10,203 9,772 0.96 5,195 5,742 l.11 570,279 599,740 1.05

(単位 ;百万円)

一
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備

二
一
世
紀
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

｢速
さ
｣
｢時
間
の
正
確
さ
｣
と

｢安
全
性
｣
に
優
れ
た
高

規
格
幹
線
道
路
網
一
四
、
0
○
○
癜
の
整
備
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
道
路
政
策
の
中
心

的
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
行
く
。

一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
整
備
す
る
高
規

格
幹
線
道
路
は
、
総
延
長
で
二
、
三
〇
〇
如

(本
州
四
国

連
絡
道
路
除
き
)
で
あ
り
、
平
成
五
年
度
予
算
は
、
五
、

八
七
一
億
円

(
一
般
有
料
含
み
、
N
T
T
･
A
型
事
業
費

除
き
)
対
前
年
度
比
一
･
一
六
倍
を
計
上
し
、
既
に
事
業

に
着
手
し
て
い
る
日
高
自
動
車
道
、
首
都
圏
中
央
連
絡
自

動
車
道
、
能
越
自
動
車
道
、
西
九
州
自
動
車
道
等
の
路
線

一
、
一
四
五
虹
の
区
間
に
つ
い
て
事
業
を
継
続
実
施
す
る

ほ
か
、
新
た
に
三
陸
縦
貫
道

(釜
石
山
田
道
路
)、
京
都

縦
貫
自
動
車
道

(丹
波
綾
部
道
路
)
等
一
七
八
虹
の
区
間

の
事
業
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
国
幹
道
に
並
行
す
る
一
般
国
道
に
お
い
て
既

に
事
業
に
着
手
し
て
い
る
自
動
車
専
用
道
路
の
整
備
を
促

進
し
、
当
面
そ
の
活
用
を
図
る
。

二

一般
道
路
の
整
備

高
規
格
幹
線
道
路
を
除
く
一
般
国
道
改
築
予
算
は
、
直

轄
五
、
八
四
〇
億
円
、
補
助
三
、
九
二
六
億
円
の
合
計
九

七
六
六
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
九
倍
)
を
計
上
し
て

34 道イテセ 93 .l



お
り
、
こ
れ
に
よ
り
計
画
的
･
効
率
的
な
事
業
の
執
行
に

努
め
て
い
く
。

な
お
、
平
成
五
年
度
の
主
な
新
規
要
求
事
業
は
、
直
轄

権
限
代
行
一
次
改
築
事
業
と
し
て
、
長
野
の
三
六
一
号
権

兵
衛
峠
道
路
、
大
規
模
二
次
改
築
事
業
と
し
て
、
宮
城
四

七
号
仙
台
北
部
道
路
で
あ
る
。

ー

一
次
改
築

一
般
国
道
の
一
次
改
築
は
、
交
通
不
能
区
間
及
び
幅
員

狭
隧
区
間
の
解
消
、
冬
期
交
通
の
確
保
を
図
る
こ
と
に
よ

り
地
域
交
流
の
拡
大
、
地
域
開
発
の
促
進
、
地
方
都
市
と

周
辺
農
山
漁
村
と
の
一
体
化
、
過
疎
対
策
の
推
進
等
に
極

め
て
大
き
な
役
割
を
有
す
る
事
業
で
あ
り
、
指
定
区
間
及

び
権
限
代
行
区
間
に
つ
い
て
は
直
轄
事
業
に
よ
り
、
そ
れ

以
外
の
区
間
に
つ
い
て
は
補
助
事
業
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
整

備
を
進
め
て
い
る
。

平
成
五
年
度
に
お
い
て
は
、
直
轄
五
九
五
億
円
、
補
助

二
、
三
五
〇
億
円
の
合
計
二
、
九
四
五
億
円
を
計
上
し
事

業
を
推
進
す
る
。

直
轄
事
業
に
お
い
て
は
権
限
代
行
区
間
と
し
て
山
梨
･

埼
玉
一
四
〇
号

(雁
坂
峠
)、高
知
･
愛
媛
一
九
四
号

(寒

風
山
)
等
二
六
路
線
に
つ
い
て
事
業
を
継
続
実
施
し
、
新

た
に
長
野
三
六
一
号
の
権
兵
衛
峠
道
路
の
事
業
に
着
手
す

る
。
ま
た
、
指
定
区
間
で
は
北
海
道
二
二
九
号

(沼
前
道

路
)、二
七
三
号

(上
士
幌
道
路
)
等
二
一
路
線
に
つ
い
て

事
業
を
継
続
実
施
し
、
兵
庫
一
七
八
号

(豊
岡
道
路
)
の

完
成
を
図
る
予
定
で
あ
る
。
補
助
事
業
に
お
い
て
は
、
岩

手
三
四
〇
号
、
静
岡
三
六
二
号
、
奈
良
一
六
八
号
、
高
知

四
三
九
号
、
宮
城
二
六
五
号
等
の
整
備
を
促
進
す
る
。

2

二
次
改
築

一
般
国
道
の
二
次
改
築
は
、
交
通
混
雑
の
著
し
い
区
間

に
つ
い
て
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備
、
現
道
の
拡
幅

及
び
自
転
車
･
歩
行
者
道
の
整
備
、
橋
梁
の
架
替
、
防
災

工
事
、
道
路
緑
化
等
を
主
な
内
容
と
し
て
お
り
、
交
通
混

雑
の
解
消
、
沿
道
環
境
の
改
善
、
交
通
安
全
の
向
上
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

平
成
五
年
度
に
お
い
て
は
、
直
轄
五
、
二
四
五
億
円
、

補
助
一
、
五
七
六
億
円
の
合
計
六
、
八
二
一
億
円
を
計
上

し
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

○

県
庁
所
在
地
等
地
方
中
心
都
市
及
び
地
方
都
市
に
お

け
る
バ
イ
パ
ス
の
整
備

県
庁
所
在
地
等
地
方
中
心
都
市
及
び
そ
の
他
の
地
方
都

市
の
周
辺
部
に
お
け
る
交
通
混
雑
の
抜
本
的
な
解
消
と
沿

道
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
に
は
、
既
成
市
街
地
か
ら
通

過
交
通
を
迂
回
さ
せ
る
と
と
も
に
都
市
に
発
生
集
中
す
る

交
通
を
分
散
導
入
さ
せ
る
役
割
を
持
つ
バ
イ
パ
ス
･
環
状

道
路
に
よ
る
多
車
線
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
整
備
は
非
常
に
遅
れ
て
い
る
の
が
実
態

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
現
在
事
業
中
の
バ
イ
パ
ス
は
全
国

で
約
五
三
〇
箇
所
･
延
長
約
四
、
一
〇
〇
如
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
供
用
済
み
延
長
は
約
二
、
六
五
〇
如

(約
六
五
%
、

四
年
度
末
見
込
み
)
、
ま
た
、
全
線
供
用
さ
れ
て
い
る
バ

イ
パ
ス
の
延
長
は
約
一
、
六
三
〇
輯

(約
四
0
%
、
三
年

度
末
見
込
み
)
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
五
年
度
は
、
既
着

工
事
業
箇
所
を
中
心
に
交
通
混
雑
や
沿
道
環
境
の
悪
化
が

特
に
著
し
い
箇
所
に
重
点
を
お
い
て
整
備
を
促
進
す
る
。

②

渋
滞
対
策
の
拡
充

都
市
内
の
幹
線
道
路
網
は
、
都
市
の
諸
活
動
を
支
え
る

基
盤
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
従
来
か
ら
そ

の
計
画
的
･
体
系
的
な
整
備
の
促
進
に
努
め
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
道
路
交
通
量
の
増
大

に
よ
り
都
市
部
の
交
通
渋
滞
は
激
し
さ
を
増
し
て
お
り
、

か
つ
抜
本
的
な
整
備
に
は
相
当
期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら

当
面
の
緊
急
対
策
と
し
て
渋
滞
の
特
に
著
し
い
箇
所

(主

要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
)
の
対
策
を
重
点
的
･
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
、
渋
滞
の
著
し
い
三
七
都
市

(圏
)
ご
と
に
策

定
し
た

『渋
滞
対
策
緊
急
実
行
計
画

(ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
)』
、
及
び
、
そ
れ
以
外
の
全
国
三
四
五
市
町
村

に
つ
い
て
、
都
道
府
県
ご
と
に
策
定
し
た

『渋
滞
対
策
推

進
計
画
』
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
近
年
、
レ
ジ
ャ
ー
･
文
化
活
動
等
の
余
暇
活
動

の
活
発
化
に
伴
い
、
週
末
や
休
日
の
自
動
車
利
用
が
増
大

し
て
い
る
と
と
も
に
、
利
用
の
内
容
も
多
様
化
し
て
き
て

お
り
、
こ
れ
に
対
応
し
た
道
路
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
観
光
地
等
の
週
末
や
休
日
に
、
著
し
い

渋
滞
等
が
生
じ
て
い
る
地
域
を
対
象
に
、
渋
滞
交
差
点
の



改
良
、
駐
車
場
整
備
等
の
短
･
中
期
対
策
及
び
道
路
景
観

整
備
等
を
組
み
合
わ
せ
、
豊
か
な
余
暇
活
動
を
確
保
す
る

た
め
策
定
し
た

『休
日
交
通
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
解
消
モ
デ
ル

事
業
』
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

一
般
国
道
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
各
種
渋
滞
対
策
に

基
づ
き
、
幹
線
道
路
相
互
の
連
結
部
等
の
立
体
交
差
事
業

等
、
及
び
都
市
に
発
生
集
中
す
る
交
通
を
分
散
導
入
す
る

役
割
を
持
つ
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
重
点
的
促
進
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

③

交
通
安
全
に
寄
与
す
る
整
備

交
通
安
全
の
向
上
を
図
る
た
め
に
特
定
交
通
安
全
施
設

等
整
備
事
業
と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
、
改
築
事
業
に
よ
り

歩
道
等
の
設
置
を
目
的
と
し
た
現
道
拡
幅
、
人
家
連
担
等

に
よ
り
歩
道
等
の
設
置
が
極
め
て
困
難
な
区
間
の
小
規
模

バ
イ
パ
ス
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

㈱

防
災
･
震
災
対
策

道
路
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
二
年
度
に

実
施
し
た
防
災
点
検
に
基
づ
く
落
石
、
法
面
崩
壊
、
洗
掘

等
の
危
険
箇
所
の
う
ち
特
に
緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い

て
、
法
面
保
護
、
洞
門
工
、
根
固
め
工
等
の
対
策
事
業
を

実
施
す
る
。

ま
た
、
平
成
三
年
度
に
実
施
し
た
震
災
点
検
に
基
づ
き

地
震
に
よ
る
被
災
の
危
険
性
の
あ
る
構
造
物
の
う
ち
緊
急

を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
橋
梁
の
架
替
等
を
実
施
す
る
。

さ
ら
に
、
豪
雨
･
豪
雪
等
の
異
常
気
象
に
よ
る
長
期
に

わ
た
る
交
通
途
絶
を
防
止
し
民
生
の
安
定
を
図
る
た
め
、

防
災
対
策
･
雪
崩
対
策
及
び
冬
期
除
雪
の
効
率
化
に
資
す

る
現
道
拡
幅
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

③

沿
道
環
境
対
策

幹
線
道
路
の
良
好
な
沿
道
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
既

設
及
び
新
設
の
道
路
に
つ
い
て
必
要
に
応
じ
環
境
施
設
帯

や
遮
音
壁
の
設
置
等
を
進
め
る
ほ
か
、
植
樹
帯
の
設
置
等

の
緑
化
事
業
を
推
進
す
る
。

◎

新
交
通
シ
ス
テ
ム

都
市
交
通
の
円
滑
を
図
る
た
め
、
道
路
の
空
間
を
利
用

し
て
、
道
路
交
通
の
補
完
的
役
割
を
果
た
す
新
交
通
シ
ス

テ
ム
の
建
設
を
推
進
す
る
。

の

そ
の
他

耐
荷
力
の
不
足
し
て
い
る
老
朽
橋
の
架
替
、
踏
切
道
の

改
良
な
ど
の
事
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、
半
島
振
興
対
策
道

路

(昭
和
六
三
年
一
二
月
三
日
官
報
告
示
)
の
整
備
促
進

を
図
る
。

三

共
同
溝

大
都
市
及
び
そ
の
周
辺
の
道
路
に
は
、
電
話
･
電
気
･

ガ
ス
･
上
下
水
道
等
の
都
市
活
動
に
不
可
欠
な
公
共
公
益

施
設
が
多
数
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ブ
ル
･

管
路
の
新
設
や
補
修
等
の
た
め
の
路
面
の
掘
り
返
し
は
道

路
交
通
に
著
し
い
支
障
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
掘

り
返
し
を
防
止
し
道
路
構
造
の
保
全
と
円
滑
な
道
路
交
通

の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
三
八
年
度
よ
り

共
同
溝
の
整
備
を
進
め
て
き
て
お
り
、
四
年
度
末
ま
で
の

整
備
延
長
は
、
約
二
六
〇
畑
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

平
成
五
年
度
は
、
仙
台
･
東
京
･
川
崎
･
横
浜
･
静
岡

･
名
古
屋
･
京
都
･
大
阪
･
神
戸
･
岡
山
･
広
島
･
福
岡

･
熊
本
の
各
都
市
及
び
こ
れ
ら
に
隣
接
す
る
地
域
に
お
い

て
、
二
八
路
線
七
六
ヶ
所
で
整
備
を
推
進
し
、
さ
ら
に
約

一
七
如
の
延
伸
を
図
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
道
路

管
理
者
分
の
事
業
費
と
し
て
二
八
七
億
円

(対
前
年
度
比

一
･
0
八
倍
)
を
計
上
し
て
い
る
。

四

ギ
ヤ
ブ
シ
ス
テ
ム

安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
、
都
市
災
害
の
防
止
、

都
市
景
観
の
向
上
等
の
観
点
か
ら
電
線
類
の
地
中
化
を
積

極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
度
情
報
社
会
に
対
応
し

た
道
路
空
間
の
形
成
を
図
る
た
め
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
整

備
を
推
進
し
て
い
る
。

平
成
五
年
度
は
、
電
線
類
地
中
化
五
箇
年
計
画
に
基
づ

き
、
生
活
環
境
の
向
上
等
の
観
点
か
ら
も
推
進
す
る
予
定

で
あ
る
。

五

維
持
修
繕

道
路
ス
ト
ッ
ク
を
保
全
し
、
道
路
機
能
を
最
大
限
に
発

揮
さ
せ
る
と
と
も
に
沿
道
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
経

常
的
な
業
務
と
し
て
の
維
持
･
修
繕
は
必
要
不
可
欠
な
重

要
業
務
で
あ
る
。

一
般
国
道
の
特
に
重
要
な
広
域
幹
線
を
形
成
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
指
定
区
間
と
し
て
国
が
直
轄
事
業
に
よ
り
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維
持
･
修
繕
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

に
つ
い
て
は
、
舗
装
の
補
修
、
平
成
三
年
度
震
災
点
検
に

指
定
区
間
外
に
つ
い
て
は
、
一
定
規
模
以
上
の
補
修
な
ど

基
づ
く
震
災
対
策
及
び
床
板
補
修
を
主
と
す
る
永
久
橋
の

を
補
修
事
業
の
対
象
と
し
、
通
常
の
維
持
及
び
小
規
模
な

補
修
、
並
び
に
平
成
二
年
度
防
災
点
検
に
基
づ
く
災
害
防

補
修
は
地
方
単
独
事
業
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

除
事
業
を
実
施
す
る
。

を
補
修
事
業
の
対
象
と
し
、
通
常
の
維
持
及
び
小
規
模
な

補
修
は
地
方
単
独
事
業
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

平
成
五
年
度
は
、
新
規
の
指
定
区
間
へ
の
編
入
、
バ
イ

パ
ス
の
完
成
に
伴
う
延
長
の
補
正
な
ど
に
よ
り
、
全
国
で

国
が
直
轄
管
理
す
る
指
定
区
間
は
、
一
四
九
路
線
、
一
九
、

七
五
一
如
に
な
る
。
こ
の
指
定
区
間
に
か
か
る
維
持
修
繕

費
は
、
二
、
七
六
五
億
円

(沖
縄
県
の
未
買
収
道
路
用
地

費
を
除
く
)
を
計
上
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
維
持
に
つ
い

て
は
、
路
面
･
路
肩
･
路
側
部
、
橋
梁
等
構
造
物
及
び
交

通
安
全
施
設
の
維
持
、
補
修
等
の
ほ
か
、
清
掃
･
緑
地
管

理
巡
回
等
の
経
常
的
作
業
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
沖
縄

県
の
未
買
収
道
路
用
地
の
処
理
を
行
う
た
め
六
億
円
を
別

途
計
上
し
て
い
る
。
修
繕
つ
い
て
は
自
動
車
交
通
量
の
増

加
、
自
動
車
荷
重
の
増
大
に
よ
る
路
面
の
破
損
及
び
騒
音

･
振
動
に
対
処
す
る
た
め
、
路
面
の
修
繕
を
主
体
と
し
て

実
施
す
る
ほ
か
、
橋
梁
･
ト
ン
ネ
ル
等
構
造
物
の
修
繕
等

を
行
う
。
ま
た
、
防
災
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
平
成
二
年

度
点
検
に
、
震
災
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
年
度

点
検
に
基
づ
き
計
画
的
に
事
業
を
進
め
て
い
く
。

指
定
区
間
外
に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業
と
し
て
実
施
さ

れ
る
維
持
及
び
補
修
の
事
業
費
と
し
て
五
七
五
億
円
を
計

上
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
維
持
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
の

未
買
収
道
路
用
地
の
処
理
を
特
例
と
し
て
計
上
し
、
補
修

六

雪
寒

第
ゆ
次
雪
寒
五
箇
年
計
画

(H
五
i
H
九
)
に
基
づ
き
、

雪
寒
地
域
に
お
け
る
冬
期
間
の
安
全
か
つ
円
滑
な
道
路
交

通
を
確
保
し
、
地
域
住
民
の
生
活
安
定
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
五
年
度
は
直
轄
二
二
四
億
円
、
補
助
二

一
八
億
円
を
も
っ
て
除
雪
･
防
雪
･
凍
雪
害
防
止
の
整
備

を
行
う
。

こ
の
う
ち
、
防
雪
事
業
に
つ
い
て
は
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
、

な
だ
れ
防
止
柵
、
消
雪
パ
イ
プ
、
チ
ェ
ー
ン
着
脱
場
等
の

整
備
を
図
る
こ
と
と
し
、
凍
雪
害
防
止
事
業
に
つ
い
て
は
、

流
雪
溝
等
の
整
備
を
促
進
す
る
。

七

交
通
安
全

平
成
五
年
度
は
、
第
5
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備

事
業
五
箇
年
計
画
の
三
年
目
と
し
て
、
交
通
事
故
の
防
止

と
交
通
の
円
滑
化
の
一
層
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

こ
の
た
め
直
轄
一
、
-
-
七
億
円
、
補
助
四
七
四
億
円

を
計
上
し
、
一
種
事
業
に
つ
い
て
は
歩
道
･
自
転
車
歩
行

者
道
の
整
備
並
び
に
交
差
点
改
良
を
重
点
的
に
推
進
す
る
。

二
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
道
路
照
明
･
道
路
標
識
及
び
道

路
情
報
提
供
装
置
の
整
備
を
推
進
す
る
ほ
か
、
自
動
車
駐

車
場
に
つ
い
て
も
整
備
を
促
進
す
る
。

お
わ
り
に

建
設
省
に
お
い
て
は
、
従
来
よ
り
国
の
直
轄
事
業
及
び

補
助
事
業
と
し
て
鋭
意
一
般
国
道
の
整
備
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
早
期
整
備
、
交

通
混
雑
の
緩
和
、
交
通
不
能
区
間
や
危
険
箇
所
の
解
消
な

ど
緊
急
に
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
箇
所
を
残

し
て
お
り
、
整
備
の
要
望
も
極
め
て
大
き
い
。

こ
の
た
め
、
一
層
効
率
的
な
整
備
の
推
進
に
努
め
る
と

と
も
に
、
必
要
な
予
算
の
確
保
に
今
後
と
も
努
め
て
い
き

た
い
。

道行セ 93 .1 3 7
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道路関係予算
　　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
設
省
道
路
局
高
速
国
道
課
課
長
補
左

ト
池

建
設
省
道
路
局
高
速
国
道
課
課
長
補
佐

小
池

幸
男

一

概
要

平
成
五
年
度
の
高
速
自
動
車
国
道
関
係
予
算
は
一
兆

三
、
四
七
四
億
円

(う
ち
、
社
会
資
本
整
備
事
業
費
七
四

億
円
)
の
建
設
費

(対
前
年
度
比
五
%
の
伸
び
)
を
は
じ

め
、
維
持
改
良
費
、
調
査
費
、
建
設
利
息
か
ら
な
る
事
業

費
一
兆
七
、
五
九
四
億
円

(対
前
年
度
比
五
%
の
伸
び
)

で
政
府
案
が
決
定
さ
れ
た
。

一
方
、
国
の
助
成
措
置
に
つ
い
て
は
、
高
速
自
動
車
国

道
事
業
の
経
営
基
盤
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
新
た
に
北

海
道
縦
貫
自
動
車
道
の
資
金
コ
ス
ト
三
%
路
線
へ
の
組
入

れ
、
用
地
費
に
対
す
る
二
〇
〇
億
円
の
出
資
を
行
い
、

一
、
ニ
ハ
六
億
円

(対
前
年
度
比
二
○
%
の
伸
び
)
と
し

た
。資

金
計
画
と
し
て
は
、
財
政
投
融
資
が
二
兆
○
、
五
五
六

億
円
で
全
体
資
金
の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
の
を
は
じ
め

と
し
て
、
縁
故
債
八
三
七
億
円
、
外
債
六
六
〇
億
円
、
民

間
借
入
金
八
六
六
億
円
、
業
務
収
入
等
一
兆
四
、
七
九
一

億
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
画
す
る
と
と
も
に
、
政
府
出
資
金
等

一
、
一
六
六
億
円
を
予
定
し
て
い
る
。

以
下
、
項
目
別
に
予
算
の
概
要
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

最
近
の
高
速
自
動
車
国
道
を
と
り
ま
く
諸
情
勢
に
つ
い
て

も
簡
単
に
ふ
れ
る
こ
と
と
す
る
。

一
一
建
設
費

平
成
五
年
度
の
高
速
自
動
車
国
道
建
設
費
は
、
一
兆

三
、
四
七
四
億
円

(対
前
年
度
六
〇
四
億
円
の
増
、
五
%

の
伸
び
)
で
、
こ
の
う
ち
、
開
発
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

N
T
T
-
A
型
事
業
と
し
て
整
備
す
る
た
め
七
四
億
円

(五
二
･
五
%
N
T
T
資
金
、
四
七
･
五
%
開
発
者
負
担

金
)
を
社
会
資
本
整
備
事
業
費
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

平
成
四
年
度
に
は
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
･
美
女
木

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
i
三
郷
間
の
初
供
用
、
東
北
横
断
自
動

車
道
･
猪
苗
代
磐
梯
高
原
-
会
津
坂
下
間
、
中
国
横
断
自

動
車
道
･
落
合
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
-
江
府
間
の
供
用
等
ネ

ッ
ト
ワ
!
ク
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
さ

ら
に
、
渋
滞
対
策
と
し
て
、
東
名
･
名
神
高
速
道
路
等
の

改
築
事
業
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
五
年
度
に
は
、
山
陽
自
動
車
道
の
備
前
-
岡
山
間

三
七
･
三
如
の
供
用
を
は
じ
め
九
区
間
一
六
九
･
九
虹
の

供
用
を
図
る
と
と
も
に
、
関
越
自
動
車
道
七
六
･○
如
の

六
車
線
改
築
事
業
な
ど
を
行
い
、
合
わ
せ
て
二
五
二
･
九

解　

如
の
完
成
･
供
用
を
図
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
度
末
に
お

行道

け
る
供
用
延
長
は
約
五
、
五
七
四
如

(法
定
予
定
路
線

8

一
一
、
五
二
○
如
に
対
す
る
供
用
延
長
は
四
八
%
)
に
達

3



表 1 平成 5年度 高速自動車国道供用予定区間

道 名 区 間 延長 (kの

北海道縦貫自動車道
東北縦貫自動車道‘
東海北陸自動車道
近 畿 自 動 車 道

関 西 国 際 空 港 線

山 陽 自 動 車 道

四国縦貫自動車道
小 計

(拡 幅)
関 越 自 動 車 道
中国縦貫自動車道

小 計

合 計

虻 田 ~ 伊 達
大 泉 ~ 美女木J C T

美 濃 ~ 美 並
名 古 屋 ~ 勝 川

堺 ~ 岸和田和泉
泉佐野J C T ~ 前島 J C T

備 前 ~ 岡 山

福 山 西 ~ 河 内
藍 住 ~ 脇

新 座 ~ 藤 岡
広島北J C T ~ 戸 河 内

11.3

8 .5

17 .2

11･0

10 .1

6 .6

37 ,3

35 ,8

32 1

169 .9

76 .O

7 ･0

83 .O

252 .9

平成 4年度末 供用延長 (予定) 5,404 .4km
平成 5年度末 供用延長 (予定) 5,574 .3km

す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
工
事
に
つ
い
て
は
、
平
成
六
-
七
年
度
供
用
予

定
区
間
の
既
発
注
工
事
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

平
成
七
-
九
年
度
の
供
用
予
定
区
間
を
中
心
に
土
工
工
事

に
着
手
す
る
。

用
地
買
収
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な
整
備
の
促
進
を
図

る
た
め
、
用
地
ス
ト
ッ
ク
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
東
海

高
速
自
動
車
国
道
に
お
い
て
は
、
供
用
延
長
が
毎
年

二
〇
0
j
三
〇
〇
如
程
度
伸
び
て
お
り
、
ま
た
東
名
、
名

神
高
速
道
路
を
は
じ
と
し
て
、
供
用
後
の
経
過
年
数
も

　 　　
一 進 目

　　　
改

o薹
　 　

北
陸
自
動
車
道
等
の
用
地
買
収
を
概
成
さ
せ
並
行
し
て
工

(注) 1, インターチェンジ等の名称については、 仮称である。
2, 拡幅延長は合計延長には含めない。

表 2 平成 5年度 高速自動車国道の予算内訳 (単位 :百万円)

区 分 5年度予算
(A )

4年度認可
(B )

比較増減
(A - B ) 囚 / (B)

事

業

計

画

建 設 費
(うち社会資本整備事業費)
維 持 改 良 費
調 査 費
建 設 利 息
小 計
業 務 管 理 費 等

1,347 ,400

(7 ,400)

228 ,182

4 ,902

178,909

1,759,393

2 ,135,612

主287 ,000

(7 ,000)

211,405

4 ,835

17L 665

1,674 ,905

2 ,121,361

60 ,400

(400)

16 ,777

67

7,244

84,488

14 ,251

1.05

(L 06)

1.08

1.01

1.04

1.05

1.01

合 計 3,895,005 3 ,796,266 98 ,739 1.03

資

金

計

画

政 府 出 資 金 等
社会資本整備事業収入
財 投 資 金
縁 故 債
外 債
民 間 借 入 金
業 務 収 入 等

116,630

7,400

2 ,055,600

83 ,700

66 ,000

86 ,600

1,479 ,075

96 ,545

7 '000

1,952 ,400

111 ,300

66,000

122,000

l,441,021

20 ,085

400

103,200

△27,600

0

△35,400

38 ,054

1.21

1.06

1.05

0 .75

1.00

0･71

L 03

合 計 3,895 ,005 3,796,266 98,739 1.03

ま
た
、
近
年
の
交
通
事
故
の
増
大
に
鑑
み
、
総
合
的
な

交
通
安
全
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
三
年
度
を

初
年
度
と
し
た

｢高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
け
る
交
通
安

年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
老
朽
化
対
策
等
、
維
持

管
理
関
係
費
の
所
要
額
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
中
で
、

さ
ら
に
効
率
的
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る さ



全
対
策
に
関
す
る
五
箇
年
間
の
事
業
計
画
｣
に
基
づ
き
、

｢走
行
条
件
の
改
善
｣

｢安
全
性
の
向
上
｣

｢よ
り
良
い

走
行
環
境
の
確
保
｣
に
つ
い
て
、
平
成
四
年
度
に
引
き
続

き
重
点
的
に
対
策
を
行
う
事
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
平
成
五
年
度
の
維
持
改
良
関
係
費

は
、
改
良
費
、
防
災
対
策
費
及
び
維
持
管
理
費
の
合
計

二
、
二
八
二
億
円
を
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

改
良
費
は
、
交
通
安
全
施
設
整
備
等
の
交
通
安
全
対
策

を
実
施
す
る
他
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
改
良
等
の
渋
滞

対
策
、
舗
装
改
良
、
橋
梁
等
に
お
け
る
老
朽
化
に
対
す
る

補
強
、
更
新
及
び
遮
音
壁
設
置
等
の
環
境
対
策
等
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

防
災
対
策
費
は
、
災
害
の
予
防
･
復
旧
の
た
め
、
法

面
･
橋
梁
の
補
強
、
異
常
気
象
時
･
地
震
時
に
お
け
る
対

応
等
を
行
う
。
平
成
五
年
度
は
、

｢落
石
等
の
恐
れ
の
あ

る
箇
所
の
全
国
総
点
検
に
つ
い
て
｣

(平
成
二
年
度
)
及

び

｢所
管
施
設
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
等
に
関
す
る
点

検
に
つ
い
て
｣

(平
成
三
年
度
)
等
に
よ
り
対
策
を
必
要

と
す
る
法
面
箇
所
の
防
災
工
事
、
橋
梁
等
の
耐
震
性
の
向

上
を
図
る
震
災
工
事
を
推
進
す
る
。

維
持
管
理
費
は
、
道
路
の
点
検
、
清
掃
、
雪
氷
作
業
、

事
故
復
旧
工
事
、
施
設
の
保
守
･
更
新
、
小
修
繕
工
事
、

光
熱
水
料
等
道
路
の
機
能
を
正
常
、
良
好
に
維
持
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

四

調
査
費

平
成
五
年
度
の
調
査
費
は
四
九
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

予
算
内
容
は
、
整
備
計
画
区
間
に
お
け
る
測
量
･
地
質
･

設
計
調
査
等
の
事
業
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
技
術
調
査
、

高
速
自
動
車
国
道
の
経
済
調
査
や
道
路
公
団
の
経
営
計
画

等
を
検
討
す
る
た
め
の
調
査
及
び
交
通
量
の
集
計
･
解
析

調
査
で
あ
る
ほ
か
、
事
業
区
域
内
の
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘

調
査
等
で
あ
る
。

五

お
わ
り
に

高
速
自
動
車
国
道
事
業
の
平
成
五
年
度
政
府
予
算
案
は
、

事
業
費
一
兆
七
、
五
九
四
億
円
、
政
府
出
資
金
等
国
費
の

増
額
が
決
定
さ
れ
、
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
初

年
度
と
し
て
、
計
画
的
な
事
業
進
捗
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

高
速
自
動
車
国
道
に
対
す
る
国
民
の
期
待
は
大
き
く
、

そ
の
整
備
も
着
実
に
進
ん
で
い
る
が
、
有
料
道
路
と
し
て

の
プ
ー
ル
全
体
の
採
算
性
は
、
将
来
に
亘
っ
て
必
ず
し
も

楽
観
は
許
さ
れ
な
い
状
態
に
あ
り
、
引
き
続
き
建
設
、
維

持
管
理
、
業
務
管
理
等
の
各
分
野
に
お
け
る
経
費
節
減
の

努
力
が
必
要
で
あ
る
。

高
速
自
動
車
国
道
は
、
人
や
物
の
輸
送
の
大
動
脈
と
し

て
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り
、
我
が
国
の
産
業
経

済
及
び
国
民
生
活
を
さ
さ
え
る
た
め
に
不
可
欠
な
社
会
資

本
で
あ
り
、
国
民
各
層
か
ら
強
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
促
進
の
た
め
に
は
、
設
計

協
議
、
用
地
買
収
、
文
化
財
調
査
等
の
一
層
の
円
滑
化
が

必
要
で
あ
り
、
地
元
自
治
体
の
支
援
･
協
力
と
地
域
住
民

の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。

今
後
と
も
関
係
各
位
の
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
得

て
、
高
速
自
動
車
国
道
の
効
率
的
か
つ
計
画
的
な
整
備
の

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。
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図 1 高速自動車国道建設の推移



道路関係予算
製
噸

有
料
道
路
関
係
予
算
の
概
要

建
設
省
道
路
局
有
料
道
路
課
課
長
補
佐

広
瀬

輝

は
じ
め
に

有
料
道
路
事
業
は
、
財
政
投
融
資
資
金
を
は
じ
め
と
す

る
借
入
金
の
活
用
に
よ
り
、
少
な
い
国
費
で
緊
急
に
道
路

整
備
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
五
年
有
料
道
路
関
係
予
算
は
、
五
箇
年
計
画
対
象

事
業
費
で
三
六
、
三
三
二
億
円
で
あ
り
、
対
前
年
度
比
で

一
･
一
一
倍
の
伸
び
と
な
っ
て
い
る

(表
1
)。

有
料
道
路
事
業
の
有
力
な
原
資
で
あ
る
財
政
投
融
資
資

金
に
つ
い
て
み
る
と
、
道
路
関
係
四
公
団
等
で
伸
び
率
は

前
年
度
に
対
し
、
一
･0
七
倍
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
五
年
度
に
お
い
て
は
、
国
費
三
、
四
二
一
億
円

(対

前
年
度
比
一
･
一
四
倍
)
等
に
よ
り
国
及
び
地
方
公
共
団

体
に
よ
る
助
成
を
拡
充
し
、
採
算
性
の
確
保
を
図
っ
て
い

る
↓。

以
下
、
有
料
道
路
の
事
業
主
体
別
に
予
算
の
概
要
を
述

べ
る
。一

日
本
道
路
公
団

1

概

要

平
成
五
年
度
予
算
額
は
、
日
本
道
路
公
団
全
体
で
、
四

兆
四
、
七
〇
一
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
三
倍
)
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
一
般
有
料
道
路
は
五
、
七
五
一
億
円

(対

前
年
度
比
一
･
0
五
倍
)
と
な
っ
て
い
る

(表
2
)。

2

一
般
有
料
道
路
の
建
設

平
成
五
年
度
に
は
建
設
費
一
、
九
九
七
億
円

(対
前
年

度
比
一
･
二
四
倍
)
を
も
っ
て
、
伊
勢
湾
岸
道
路
等
継
続

三
二
路
線
の
建
設
を
推
進
し
、
う
ち
仙
台
束
道
路
の
完
成

を
図
る

(表
3
)
と
と
も
に
、
新
た
に
百
石
道
路
及
び
湯

沢
横
手
道
路
の
建
設
に
着
手
す
る

(表
4
)。

二

首
都
･
阪
神
高
速
道
路
公
団

-

首
都
高
速
道
路
公
団

平
成
五
年
度
に
お
い
て
は
、
建
設
費
三
、
五
七
三
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
一
九
倍
)
を
も
っ
て
、
湾
岸
線
等
一

五
路
線
の
継
続
事
業
を
推
進
し
、
特
に
、
都
心
部
の
混
雑

緩
和
を
図
る
中
央
環
状
新
宿
線
、
板
橋
足
立
線
及
び
三
一

号
線
、
東
京
湾
岸
道
路
の
一
部
を
形
成
す
る
湾
岸
線

(三

期
、
四
期
、
五
期
)
、
業
務
核
都
市
の
育
成
機
能
強
化
に

資
す
る
川
崎
縦
貫
線
、
大
宮
線
の
事
業
の
促
進
を
図
る

(表
5
)。
こ
の
う
ち
、
一
二
号
線
五
･0
如
及
び
湾
岸
線

(三
期
)
の
一
部
四
･
二
虹
の
供
用
を
図
る

(表
6
)。



表 1 平成 5年度道路整備予算総括表
(単位 :百万円)

区 分
5 年 度 囚 前 年 度 (B) 倍 率鈎 / (B)

事 業 費 国 費 事 業 費 国 費 事 業 費 国 費

有 料 道 路
日 本 道 路 公 団
首 都 高 速 道 路 公 団

阪 神 高 速 道 路 公 団

本州四国連絡橋公団
東 京 湾 横 断 道 路
株 式 会 社
地 方 道 路 公 社 等
(N T T - A 型事業)
小 計

道 路 開 発 資 金

3 ,633 ,216

2 ,031,328

537,442

363 ,875

212 ,615

195,510

235,246

(221,460)

3,576 ,016

97 ,000

342 ,074

120 ,815

39 ,800

9 ,300

29 ,532

0

94 ,127

( 94,291)

293 ,574

48 ,500

3,262,700

1,896,735

433,914

361,930

170,443

123 ,674

218,804

(226 ,609)

3,205 ,500

88,000

300 ,144

100 ,645

26,214

16,901

22,168

0

90 ,216

( 96 ,132)

256江44

44 ,000

1.11

1 .07

1.24

1 01

1.25

1.58

1 .08

(0 .98)

1.12

1 .10

1,14

1.20

1.52

0 ,55

1.33

1.04

(0 .98)

1 .15

1 .10

道 路 整 備 計
住宅宅地関連 (一般会計)

再 計

8 ,385 ,058

50 ,984

8 ,436 ,042

3 ,139,744

25,500

3 ,165,244

7 ,849 ,232

21,948

7,87L 180

2,996 ,682

12 ,000

3 ,008 ,682

1･07

2.32

1.07

1.05

2 ,13

1.05

高 規 格 幹 線 道 路
高 速 自 動 車 国 道

本州 四国 連 絡 道路
一 般 国 道
調 査

2 ,569 ,737

1,759 ,393

212 ,615

595 ,814

1,915

469 ,468

120 ,515

29 ,532

317 ,506

1,915

2 ,364,799

1,674,905

170,443

517 ,681

1'770

392,227

100 ,220

22 ,168

268,069

1,770

L O9

L 05

1.25

1.15

L 08

1 .20

1.20

1.33

1.18

1 ,08

G生) 1. 一般道路の各区分の計数には、 (緊急地方道路整備事業) 及び (N T T - B 型事業) を含む。2. 住宅宅地関連には、 住宅宅地関連公共施設整備促進事業のみを計上した。
3. 有料道路の各区分の計数には、 (N T T - A 型事業) を含む。
4, 道路開発資金の事業費には、 東京湾横断道路株式会社への融資予定額 5 年度39,800百万円、前年度30,800百万円を含む。
5. 地方道路公社等は、 地方道路公社及び地方公共団体に対する有料道路融資等である。
6. 高規格幹線道路の計数は各区分の再掲である。
7, 高規格幹線道路の一般国道は、 一般道路の一般国道、 日本道路公団及び地方道路公社の一般

有料道路の高規格幹線道路分である。
8. 高規格幹線道路の調査は、 一般道路の調査の高規格幹線道路分である。
9. 前年度は、 比較対照のため一般国道追加指定に関する組替後の数字を掲記した。 なお、 一般

国道補助の組替前の数字に対する倍率は事業費1,15、 国費1.10である。
10, (N T T - B 型事業) には、 旧N T T - B 型事業として、 5年度事業費564,479百万円、 国費

297,807百万円、 前年度事業費511,311百万円、 国費288,586百万円を含む。
11. 本表のほかにN T T 事業償還時補助分として国費 5年度26,155百万円がある。

表 2 平成 5年度日本道路公団予算総括表 (単位 :百万円)

区 分
5 年 度 の 前 年 度 (B) 倍 率 “) / ⑬

高 速 一 般 計 高 速 一 般 計 高 速 一 般 計

(事 業 計 画)
建 設 費
(うち社会資本整
備 事 業 費)
維 持 改 良 費
調 査 費
建 設 利 息
小 計

業務 管 理費等

1,347,400
( 7,400)

228,182
4,902

178,909
1,759,393
2,135,612

199,700
( 0

26,334
1,053
44,848
271,935
303,196

1,547,100
( 7,400)

254,516
5,955

223,757
2,03l,328
2達38,808

1,287,000
( 7'000)

211,405
4,835

171,665
l,674,905
2,121,361

160,550
( 250)

24,045
1,045
36,190
221,830
324,392

1,447,560
( 7,250

235,450
5,880

2078 55
1,896,735
2,445,753

1.05
(1.06)

l.08
1･01
1.04
1.05
1･01

れ
-

10
01
24
第
鋸

l･07
(1.02)

1.08
1･01
1.08
1･07
1･00

合 計 3,895,005 575,131 4,470,136 3,796,266 546,222 4,342,488 1.03 1.05 1.03

(資 金 計 画)
政府出 資金等
社会 資本整 備
事 業 収 入
政 府 借 入 金
開発者負担金

財 投 資 金
縁 故 債
外 債
民 間 借 入 金
業 務 収 入 等

116,630

7,400

3,885
3,515

2,055,600
83,700
66,000
86,600

1,479,075

300

0

0
0

360,300
11,300

0
3,400

l99,831

116,930

7,400

3,885
3,515

2,415,900
95,000
66,00O
90,000

1,678,906

96,545

7･000

3,675
3,325

1,952,400
111,300
66,000
l22,000

1,441,02l

300

250

125
125

345,800
5,200

0
0

194,672

96,845

7,250

3,800
3,450

2,298,200
116,500
66,000
l22,00O

1,635,693

1.21

1.06

1.06
1.06
1.05
0.75
1･00
0･71
1.03

1･00

1.04
2.17

1.03

1.21

L 02

1.02
1.02
1.05
0.82
l･00
0.74
1.03

合 計 3,895,005 575,131 硯470,136 3,796,266 546,222 4,342,488 L 03 1.05 1.03
(注) 社会資本整備事業収入の政府借入金は、 N T T - A型資金である。



表 3 平成 5年度日本道路公団一般有料道路完成予定箇所

道 路 名 路 線 名 区 間 延長(回

仙台東道路 一般国道 6号 宮城県名取市本郷

~ 同県仙台市若林区 6丁目

14.1

表 4 平成 5年度日本道路公団一般有料道路新規着手箇所

道 路 名 路 線 名 区 間 延長(km)

百 石 道 路 一般国道45号 青森県八戸市市川町

~ 同県上北郡下田町字高田

5,2

湯沢横手道路 一般国道13号 秋田県湯沢市字沖鶴

~ 同県横手市新藤柳田字大谷地

13.5

表 5 平成 5年度首都高速道路公団予算総括表
(単位 ;百万円)

区 分 5年度
囚

前年度
(B)

倍 率
毯)/(B)

(事業計画)
高 速 道 路 建 設 費
(うち社会資本整備事業費)

高 速 道 路 改 築 事 業 費

関 連 街 路 分 担 金
調 査 費
維 持 修 繕 費
建 設 利 息

小 計‐

業 務 管 理 費 等

357 ,297

(84 ,297)

28 ,600

32 ,000

1 ,145

41,919

76 ,481

537 ,442

319 ,285

301,378

(55,678)

12 ,900

13 ,500

1,063

38 ,599

66 ,474

433 ,914

327 ,095

1.19

(1,51)

2 ,22

2 .37

1.08

L O9

1 ,15

1.24

0 .98

合 計 856 ,727 761,009 1.13

(資金計画)
出 資 金
政 府
地 方 公 共 団 体

社会資本整備事業収入
政 府 借 入 金

地 方公 共 団 体 借 入 金

財 投 資 金
縁 故 債
民 間 借 入 金
業 務 収 入 等

19 ,900

9 ,950

9 ,950

59 ,700

29 ,850

29,850

485,200

30,000

13,000

248,927

12 ,800

6 ,400

6 ,400

39 ,628

19 ,814

19 ,814

408,600

32,400

18 000

249 ,581

1.55

1.55

1.55

1,51

1.5l

1.51

1.19

0.93

0.72

1.00

合 計 856,727 761,009 1.13

(注) 1. 社会資本整備事業収入中の政府借入金はN T T - A

型資金である。
2. 建設利息には、 社会資本整備事業費に係る建設利息

5,253百万円 (前年度3,764百万円) を含む。

表 6 平成 5年度首都高速道路完成予定箇所

道 路 名 区 間 延長(kの

12号線 港区海岸~ 江東区有明 5.O

湾岸線(3期) 大田区東海~ 同区羽田空港地先 4.2



表 7 平成 5年度阪神高速道路公団予算総括表
平
成
五
年
度
に
お
い
て
は
、
建
設
費
二
、
四
四
九
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
六
倍
)
を
も
っ
て
、
湾
岸
線
等
ニ

ニ
路
線
の
継
続
事
業
を
推
進
し
、
特
に
、
関
西
国
際
空
港

関
連
事
業
で
あ
る
湾
岸
線

(四
期
、
五
期
、
六
期
、
南
伸

部
、
南
伸
部
二
期
)
の
事
業
の
促
進
を
図
る

(表
7
)。

こ
の
う
ち
、
平
成
六
年
春
湾
岸
線

(四
期
、
五
期
、
六
期
、

南
伸
部
、
南
伸
部
二
期
)
三
九
･
一
如
等
の
供
用
を
図
る
。

ま
た
、
新
規
に
大
阪
京
都
線

(新
十
条
通
)
二
･
八
蝿
に

つ
い
て
着
工
準
備
費
を
計
上
す
る

(表
8
、
9
)。

2

浅阪
五 神
年 高
度 速
に 道
お 路
しコ ノ公入

て 団

(単位 :百万円)

表 8 平成 5年度阪神高速道路新規箇所
(着工準備費)

道 路 名 区 間 延長(km)

大阪京都線
(新十条通)

京都市伏見区深草
~ 同市山科区西野山

2.8

区 分 5遥度 前年度
(B)

倍 率
翁/(B)

(事業計画)
高 速 道 路 建 設 費
(うち社会資本整備事業費)

着 工 準 備 費
高速道路改築事業費
関 連 街 路 分 担 金
調 査 費
維 持 修 繕 費
建 設 利 息

小 計
業 務 管 理 費 等

244 ,850

( 2,476)

150

16,816

44

721

28,256

73,038

363,875

216,916

255 ,533

(31,030)

16 ,393

15

686

26 ,046

63 ,257

361,930

221,928

0 .96

(0 .08

1.03

2 .93

1.05

1.08

1.15

1･01

0 .98

合 計 580,791 583,858 0 .99

(資金計画)
出 資 金
政 府
地 方 公 共 団 体

社会資本整備事業収入
政 府 借 入 金
地方公共団体借入金

財 投 資 金
縁 故 債
民 間 借 入 金
業 務 収 入 等

16,300

8,150

8,150

2,300

1.150

1.150

382,600

26,500

12,200

140,891

11,500

5,750

5 ,750

22,302

11 ,151

11,151

372 ,700

29 ,500

15,200

132,656

1.42

1.42

1.42

0 ･10

0 .10

0 .10

1.03

0 .90

0 .80

1.06

合 計 580,791 583,858 0 .99

(注) 1, 社会資本整備事業収入中の政府借入金はN T T - A
表 9 平成 5年度阪神高速道路完成予定箇所

道 路 名 区 間 延長 (km)

湾岸線
(4期、 5期、 6期)

神戸市東灘区向洋町東

~ 大阪市西淀川区中島

15.O

湾岸線 (南伸部、
南伸部 2期)

堺市出島西町

~ 泉佐野市松原地先

24 ,1

北神戸線 神戸市北区桂木
~ 同区山田町下谷上

1.7

淀川左岸線 大阪市此花区北港~ 同区島屋 L 3

型資金である。
2, 建設利息には、 社会資本整備事業費に係る建設利息

974百万円 (前年度2,423百万円) を含む。

三

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

平
成
五
年
度
に
お
い
て
は
、
道
路
建
設
費
一
、
七
二
七

億
円

(対
前
年
度
比
一
･
一
=
ニ
倍
)
を
も
っ
て
以
下
の
事

業
を
推
進
す
る

(表
館
)。

神
戸
･
鳴
門
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
明
石
海
峡
大
橋
関

連
区
間
の
海
峡
部
に
つ
い
て
、
下
部
工
工
事
、
主
塔
工
事

及
び
ケ
J
ブ
ル
工
事
を
継
続
す
る
と
と
も
に
補
剛
桁
工
事

に
着
手
す
る
。
陸
上
部
に
つ
い
て
は
、
舞
子
ト
ン
ネ
ル
工

事
、
舞
子
高
架
橋
工
事
、
淡
路
島
島
内
橋
梁
･
ト
ン
ネ

ル
･
土
工
工
事
等
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
西
神
地
区
の

工
事
に
着
手
し
、
淡
路
島
島
内
に
お
い
て
は
、
残
る
区
間

の
土
工
工
事
に
全
面
的
に
着
手
す
る
。
大
鳴
門
橋
関
連
区

間
に
つ
い
て
は
、
暫
定
二
車
線
で
供
用
し
て
い
る
区
間
の

四
車
線
化
工
事
を
継
続
す
る
。

尾
道
･
今
治
ル
ー
ト
に
お
い
て
は
、
多
々
羅
大
橋
関
連

区
間
の
海
峡
部
に
つ
い
て
、
下
部
工
工
事
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
上
部
工
工
事
に
着
手
す
る
。
陸
上
部
に
つ
い
て

は
、
用
地
取
得
を
推
進
す
る
。
来
島
大
橋
関
連
区
間
の
海

峡
部
に
つ
い
て
は
、
下
部
工
工
事
及
び
主
塔
工
事
を
継
続

す
る
。
陸
上
部
に
つ
い
て
は
、
用
地
取
得
を
推
進
す
る
と

と
も
に
大
島
島
内
の
橋
梁
工
事
に
着
手
す
る
。
尾
道
大
橋

関
連
区
間
に
つ
い
て
は
、
測
量
･
試
験
等
四
車
線
化
工
事

の
た
め
の
準
備
に
着
手
す
る
。
生
ロ
橋
関
連
区
間
に
つ
い

て
は
、
因
島
島
内
橋
梁
工
事
を
継
続
す
る
。



四

東
京
湾
横
断
道
路
株
式
会
社

平
成
五
年
度
に
お
い
て
は
、
建
設
費
の
会
社
分
と
し
て

一
、
七
七
五
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
五
八
倍
)
を
計
上

し
て
事
業
を
推
進
す
る
。

な
お
、
東
京
湾
横
断
道
路
の
建
設
事
業
の
日
本
道
路
公

団
分
と
し
て
は
建
設
費
八
三
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

( 寸 し 一 表10 平成 5年度本州四国連絡橋公団予算総括表
表 分 室 て 、 平 四 (単位 :百万円)
11

区 分

5 年 度
㈹

前 年 度
(B)

倍 率
(A)/(B)

全 体 走路券 全 体 羞路募 全体 J議
(事業計画)
建 設 費
調 査 費
維 持 管 理 費
建 設 利 息 等

小 計
業務管理費等

172 ,726

579

6 ,878

33 ,830

393 ,191

l72 ,700

562

5 ,523

33 ,830

212 ,615

305 ,899

140 ,017

841

5 ,693

25 ,203

406 ,469

140 ,000

825

4,415

25,203

170,443

313,575

器
拗
れ
銘
-

留

1.23

0 .68

上25

1 ,34

1 .25

0 ,98

合 計 607 ,204 518 ,514 578 ,223 484,018 1.05 1･07

(資金計画)
出 資 金
政 府
地方公共団体

補 助 金
財 投 資 金
縁 故 債
民 間 借 入 金
業 務 収 入 等

44 ,298

29,532

14 ,766

17

223,300

180,100

21,700

137,789

44 ,298

29 ,532

14 ,766

223 ,300

180 ,100

21,700

49 ,116

33 ,252

22 ,168

11,084

16

211,600

167,400

28,000

137,955

33,252

22,168

11,084

211,600

167 ,400

28,000

43,766

1 .33

1.33

1.33

1 .06

1.06

1 ,08

0 .78

1.00

1 .33

L 33

1.33

L 06

1 ,08

0 .78

1.12

合 計 607,204 518 ,514 578,223 484,018 1.05 1･07

分 な て 、 平
と お 事 七 成

。 し 、 業 七 五
て 束 を 五 年
は 京 推 億 度
建 湾 進 円 に
設 横 す ( お

. ･ し、

表 = 平成 5年度東京湾横断道路
株式会社予算総括表

(単位 :百万円)

区 分 5が 前年度
(B)

倍 率
毯)/(B)

(事業計画)
建 設 費
建 設 利 息
小 計

その他経費等

177,500

18,010

195,510

4,l86

112,300

11,374

123,674

3,162

1.58

1.58

1.58

1.32

合 計 199,696 126,836 1.57

(資金計画)
道路開発資金

財 投 資 金
外 債
民間借入金等

39,800

88,600

24,400

46,896

30,800

56,700

39 ,336

1 .29

1,56

1 .19

合 計 199,696 126 ,836 1 .57

表12 有料道路融資事業予算

平成 5年度囚 平成 4年度(B) 倍率 @ / (B)

事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費

235 ,246 94,127 218,804 90,216 1.08 1.04

地
方
道
路
公
社
等
が
行
う
指
定
都
市
高
速
道
路
、
一
般

有
料
道
路
及
び
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
有
料
道
路
整
備
、

金
貸
付
制
度

(無
利
子
貸
付
制
度
)
を
活
用
す
る
と
と
も

に
、
N
T
T
-
A
型
資
金
を
活
用
し
て
、
有
料
道
路
と
、

こ
れ
に
密
接
に
関
連
す
る
公
共
施
設
を
一
体
的
に
整
備
す

る
総
合
有
料
道
路
事
業
な
ど
に
よ
り
整
備
を
推
進
す
る
。

平
成
五
年
度
の
有
料
道
路
融
資
事
業
の
予
算
額
は
、
事

業
費
二
、
三
五
二
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
八
倍
)
で

あ 業 る こ に 金 有 1
る 費 平 総 れ 、 貸 料 地
( 三 成 合 に N 付 道 方 概

五
表 、 五 有 密 T 制 路 道 南12 三 年 料 接 T 度 及 路
＼ 五 度 道 に - ( び 公 要 料

五

育
料
道
路
融
資
事
業

有 高
料 速
道 道
路 路
整 、

備 一
資 般



表13 平成 5年度一般有料道路新規着手箇所

道路名 事業主体 路 線 名 工 事 区 間 延長 (km)

常陸那珂有料道路 茨城県圏 日常陸那珂港南線 目) 茨城県勝田市大字馬渡

至) 茨城県那珂湊市大字部田野

2.9

清里高原有料道路 山梨県圏 困須玉八ヶ岳

公園線
目) 山梨県北巨摩郡大泉村西井出
至) 山梨県北巨摩郡高根町清里

3.1

新長野大橋有料道路 長野県圏 H三才大豆島

中御所線
目) 長野県長野市大豆島

至) 長野県長野市真島町

1.4

川北大橋有料道路 石川県圏 圏金沢小松線 目) 石川県松任市木津町

至) 石川県能美郡辰口町三ツロ

4.8

福岡前原道路
(虹期)

福岡県圏 回202号 目) 福岡県福岡市西区福重
至) 福岡県福岡市西区周船寺

6,5

西海パールライン 長崎県 回202号 目) 長崎県佐世保市江上町

至) 長崎県佐世保市針尾中町高畑

2.2

指宿有料道路
(m 期)

鹿児島県圏 H 指宿鹿児島

インター線

目) 鹿児島県鹿児島市山田町

至) 鹿児島県鹿児島市田上町

3.3

2

一
般
有
料
道
路

(駐
車
場
)

一
般
有
料
道
路
に
つ
い
て
は
、
高
規
格
幹
線
道
路
網
を

構
成
す
る
一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
能
越
自

動
車
道
砺
波
高
岡
道
路

(富
山
県
)
等
継
続
二
三
路
線
の

整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
常
陸
那
珂
有
料
道

表14 平成 5年度一般有料道路完成予定箇所

道 路 名 事業主体 路 線 名 工 事 区 間 延 長

仙台南道路(口期) 宮城県圏 H 仙台南インター線 目) 宮城県仙台市若林区今泉

至) 宮城県仙台市太白区郡山

3.6km

日立有料道路 茨城県(効 鰯日立山方線 目) 茨城県日立市助川町

至) 茨城県日立市白銀町

1,6km

伊勢二見鳥羽
有料道路

三重県圏 回)167号

困鳥羽松阪線

目) 三重県伊勢市朝熊町東橘

至) 三重県伊勢市朝熊町飛貝

3,7km

播但連絡有料道路
口期 (拡幅)

兵庫県圏 回312号 目) 兵庫県姫路市豊富町御蔭
至) 兵庫県姫路市的形町的形

9.6km

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
阪
神
尼
崎
駅
前
地
下
駐
車
場

盆
ハ庫
県
)
等
継
続
一
九
箇
所
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

路

(茨
城
県
)
等
七
路
線
の
整
備
に
着
手
し
、
こ
の
う
ち

伊
勢
二
見
鳥
羽
有
料
道
路

(三
重
県
)
等
四
路
線
の
完
成

を 伊 路
図 勢 (
る 二 は

(表
博
、
=

表15 平成 5年度有料道路融資事業 (駐車場) 新規着手箇所
, .、 - 表

も
に
、
新
た
に
J
R
芦
屋
駅
北
駐
車
場

(兵
庫
県
)
等
七

箇
所
の
整
備
に
着
手
し
、
こ
の
う
ち
北
九
州
市
勝
山
公
園

地
下
駐
車
場

(北
九
州
市
)
等
九
箇
所
の
完
成
を
図
る

駐 車 場 名 事業主体 路 線 名 工 事 箇 所 整備台数

山形市済生館前駐車場

相生駐車場

土佐堀地下駐車場
J R 芦屋駅北駐車場

川端地下駐車場

清水谷公園地下駐車場

大倉山駐車場

山 形 市

刈 谷 市

大 阪 市

芦 屋 市

福 岡 市
東京都圏
神戸市圏

間栄町八日町通線

簡 2 - 232号線

(市況江戸堀線

岡184号線

間下川端町398号線

園千第189号線

団長田柄日尾線

山形県山形市七日町 1丁目

愛知県刈谷市相生町 1丁目

大阪市西区土佐堀

兵庫県芦屋市船戸町、 大原町

福岡市博多区下川端町

東京都千代田区紀尾井町
神戸市中央区楠町 4丁目

437台

500台

200台

276台

400台

200台

238台

16



表16 平成 5年度有料道路融資事業 (駐車場) 完成予定箇所

駐 車 場 名 事業主体 路 線 名 工 事 箇 所 整備台数

掛川大手門駐車場

勝川駅前地下駐車場
大阪市扇町通地下駐車場

泉大津駅東側駅前広場
地下駐車場

けやき大通り地下駐車場

福山市東桜町駐車場
広島市中央駐車場
北九州市勝山公園

地下駐車場

浜松駅南地下駐車場

掛 川 市
春日井市

大 阪 市

泉大津市

和歌山市
福 山 市
広島市圏

北九州市

静岡県圏

間松尾奥姫線
問美味線
㈲扇町公園南通線

問泉大津駅池浦線

間宮北45号線

岡三之丸東桜町 1号線

間中 1区113号線

間砂滓城内 1号線

間砂山17号線

静岡県掛川市掛川

愛知県春日井市松新町 1丁目

大阪市北区扇町

大阪府泉大津市旭町

和歌山県和歌山市友田町、美園町

広島県福山市東桜町

広島市中区基町

北九州市小倉北区城内 1番

静岡県浜松市砂山町366番地

201台

221台

250台

200台

352台

335台

408台

500台

502台

表17 平成 5年度指定都市高速道路新規着手箇所

道 路 名 事業主体 路 線 名 工 事 区 間 延 長

福岡高速道路

福岡高速道路

福岡北九州
高速道路圏

福岡北九州
高速道路圏

福岡高速 2号線

福岡高速 4号線

目) 福岡県福岡市博多区西月隈

至) 福岡県太宰府市水城

目) 福岡県福岡市東区多の津
至) 福岡県粕屋郡粕屋町大字戸原

6.3km

1 ,9km

3

指
定
都
市
高
速
道
路

間
六
･
三
虹
、
同
四
号
線
多
の
津
i
戸
原
間
一
･
九
畑
に

=

名
古
屋
高
速
道
路

着
手
す
る
。
ま
た
、
福
岡
高
速
二
号
線
榎
田
-
西
月
隈

名
古
屋
高
速
一
号
等
継
続
五
路
線
の
事
業
を
推
進
す
る
。

二
･
八
如
の
完
成
を
図
る
。
北
九
州
高
速
道
路
は
北
九
州

の

福
岡
北
九
州
高
速
道
路

高
速
道
路
四
号
線
の
改
築
事
業
を
推
進
す
る

(表
=
、

福
岡
高
速
一
号
線
等
継
続
四
路
線
の
事
業
を
推
進
す
る

博
)
。

と
と
も
に
、
新
た
に
福
岡
高
速
二
号
線
西
月
隈
-
太
宰
府

表18 平成 5年度指定都市高速道路完成予定箇所

道路名 事業主体 路 線 名 工事区間 延 長

福岡高速道路 福岡北九州高
速道路圏

福岡高速2号線 目) 福岡県福岡市博多区榎田

至) 福岡県福岡市博多区西月隈

2.8km



道路関係予算

建
設
省
道
路
局

地

方

道

課

建

設

専

門

官

浄柱
樹
㈹
-止
協隆-

同

地
方
道
課
市
町
村
道
室
建
設
専
門
官

山
本
ぼ
羞
見付

一

は
じ
め
に

地
方
道
は
、
都
道
府
県
道
と
市
町
村
道
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
延
長
は
、
都
道
府
県
道
二
言
、
0
0
0
如
、

市
町
村
道
九
四
0
、
○
○
○
如
か
ら
な
り
、
我
が
国
の
一

般
道
路
延
長
の
九
六
%
を
占
め
、
そ
の
整
備
率
は
表
1
の

と
お
り
ま
だ
ま
だ
低
く
、
整
備
に
対
す
る
期
待
と
要
望
は

極
め
て
高
い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
、
平
成
五
年
度
に
あ
っ
て

は
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
広

域
的
な
生
活
圏
の
形
成
に
必
要
な
都
道
府
県
道
及
び
日
常

生
活
の
基
盤
と
な
る
幹
線
市
町
村
道
等
の
整
備
に
要
す
る

事
業
費
を
表
2
の
と
お
り
計
上
し
て
い
る
。

二

都
道
府
県
道

都
道
府
県
道
は
、
高
速
自
動
車
国
道
や
一
般
国
道
を
補

完
し
、
幹
線
道
路
網
の
一
部
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
地

方
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
広
域
的
生
活
圏
の
形
成
に
と

っ
て
極
め
て
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
る
が
、
そ
の
整
備
率

は
五
○
%
に
満
た
ず
、
危
険
な
狭
あ
い
区
間
、
自
動
車
の

通
行
で
き
な
い
交
通
不
能
区
間
、
交
通
の
陸
路
や
危
険
箇

所
等
地
域
生
活
の
障
害
と
な
り
、
早
急
に
整
備
を
要
す
る

箇
所
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
整
備
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
五
年
度
に
お

い
て
は
、
以
下
の
施
策
に
重
点
を
お
き
各
種
事
業
を
推
進

す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
費
を
計
上
し
て
い
る
。

①

く
ら
し
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
の
道
路
整
備

モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
を
推
進
す
る
た
め
に
、
空
港
、

港
湾
、
新
幹
線
駅
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
強
化
す
る
道

路
整
備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
渋
滞
対
策
を
推
進
す

る
た
め
に
、
バ
イ
パ
ス
の
整
備
や
交
差
点
改
良
等
を

推
進
す
る
。

②

く
ら
し
の
安
全
の
向
上
を
図
る
た
め
の
道
路
整
備

安
全
で
信
頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整

備
す
る
た
め
に
、
防
災
対
策
、
震
災
対
策
と
し
て
、

落
石
危
険
箇
所
の
解
消
、
橋
梁
の
耐
震
性
の
強
化
等

を
推
進
す
る
。

③

く
ら
し
の
快
適
さ
向
上
を
図
る
た
め
の
道
路
整
備

沿
道
景
観
の
向
上
と
安
全
で
快
適
に
進
行
で
き
る

空
間
の
確
保
を
図
る
た
め
に
、
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
の

1

生
活
者
の
豊
か
さ
を
支
え
る
道
路
整
備
の
推
進

整
備
を
推
進
す
る
。



2

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
道
路
整
備
の
推
進

①

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

全
国
的
な
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
高
規

格
幹
線
道
路
等
の
整
備
効
果
を
よ
り
一
層
高
め
る
た

め
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
関
連
道
路
の
整
備
を
推
進

す
る
。

②

地
域
集
積
圏
の
形
成

強
い
地
方
圏
と
安
定
し
た
大
都
市
圏
を
形
成
す
る

た
め
、
地
域
の
連
携
に
よ
る

｢地
域
集
積
圏
｣
の
形

成
、
集
積
圏
相
互
の
交
流
の
促
進
、
広
域
交
流
拠
点

等
と
の
連
結
を
図
る
地
域
高
規
格
道
路
を
軸
と
し
た

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
進
め
る
。

③

地
域
の
振
興
、
活
性
化
の
た
め
の
道
路
整
備

｢広
域
道
路
整
備
基
本
計
画
｣
に
基
づ
き
、
リ
ゾ

ー
ト
開
発
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
等
、
各
種
地
域
振

興
施
策
に
関
連
す
る
道
路
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

マ
イ
ロ
ー
ド
事
業
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
学
校
、
公
園
、
医
療
施
設
等
の
公
共
公
益

施
設
の
整
備
に
関
連
す
る
道
路
整
備
や
広
域
基
幹
道

路
や
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
等
、
過
疎
地
域
や
奥
地

等
の
振
興
を
支
え
る
道
路
整
備
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、
宅
地
開
発
誘
導
道
路
等
、
住
宅
宅
地
の

供
給
に
関
連
し
、
こ
れ
ら
を
誘
導
す
る
道
路
整
備
を

推
進
す
る
。

3

良
好
な
環
境
の
た
め
の
道
路
事
業
の
推
進

地
球
温
暖
化
防
止
、
自
然
環
境
の
保
全
、
沿
道
生
活
環

境
の
保
全
等
、
良
好
な
環
境
の
形
成
を
図
る
た
め
、
バ
イ

パ
ス
、
環
状
道
路
の
整
備
や
、
環
境
施
設
帯
、
植
樹
帯
の

設
置
を
推
進
す
る
。

三

市
“町
村
道

平
成
五
年
度
市
町
村
道
予
算
方
針

国
道
、
都
道
府
県
道
と
一
体
と
な
っ
て
幹
線
道
路
網
を

形
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
基
盤
と

な
り
、
地
域
の
振
興
、
地
方
に
お
け
る
定
住
の
促
進
並
び

に
地
域
の
連
携
の
強
化
と
密
接
に
関
連
す
る
幹
線
市
町
村

道
を
対
象
に
、
そ
の
整
備
を
二
一
世
紀
初
頭
に
概
ね
完
了

す
る
こ
と
を
目
途
に
計
画
的
か
つ
総
合
的
に
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

平
成
五
年
度
は
、
第
虹
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
初

年
度
と
し
て
以
下
の
施
策
に
重
点
を
置
き
事
業
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
事
業
費
二
、
一
一
三
億
円

(前
年
度
比
一
･
0
二
六
)
を
計
上
し
て
い
る
。

=

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
地
域
の
連
携
に
資

す
る
道
路
の
整
備

①

高
規
格
幹
線
道
路
に
関
連
し
た
道
路
の
整
備

②

空
港
、
港
湾
、
鉄
道
駅
等
に
関
連
す
る
道
路
の
整

備
③

複
数
の
市
町
村
を
連
絡
し
、
地
域
の
連
携
を
強
化

す
る
道
路
の
整
備

表 1 地方道整備状況 (見込)

区 分 実延長

平成 4 年度末 平成 5 年度末

改 良 済 舗 装 済 改 良 済 舗 装 済
延 長 整備率 延 長 整備率 延 長 整備率 延 長 整備率

道
道

道

道

計

道
ぢ
県

道
村
村

"
7

府

一
席
耶

直

,

地

道

村
細
細

ジ

府
要
都

肝
捐

テ

藝
般

町
綜
殼

坊

,

主

一

幹

一

都

市

地

鯏
鰕
知

識
745
807

艘

122

44

78

939
潮
解

職上

鰤
姉
難
484
304
即

製

71

30

40

425

140

285

鰤

1上
り&
〆れ吐

QU
OJ
CO

OO

郡
鰓
詑

菊
田
認

亀

鍋
戦
筍

靴
520

戦

備

鋭
盤
瑠

璃
44
104

210

qJ
14
RU

06
つム
ー4

0XU

姫

64

41

郎

22

14

19

露
地
物

鵺
瑯
鯲

総

得

鋭

42

433

142

291

那

にU
RU
ワー

リム
ハU
メ自生

ワー

田
鞘
罵

婚

性

39

47

稀
親
脇

滋
臘
569

蹴

62

29

33

152

45
邸

214

Û
リム
QJ

リム
ワー
獲れ彗

′̂&

凱
稀
鉈

16
22

14

加

(注) 平成 4 年度末整備状況は、 一般国道の追加指定による組替後の計数である。



表 2 平成 5年度事業費
(単位 :百万円)

建設省 (内地一般) 北 海 道 開 発 庁 国土庁 (離島 ･奄美) 沖 縄 開 発 庁 全 国 計

4 決定 5 決定 伸 率 4 決定 5決定 伸 率 4 決定 5決定 伸 率 4 決定 5決定 伸 率 4 決定 5決定 伸 率

都道府県道
改 築

改 築
踏切除却

共 同 溝
自 転 車 道

特殊改良
特改一種
特改二種
特改四種

補 修
補 修
災害防除

維 持

市町村道
改 築

改 築

踏切除却
共 同 溝
特殊改良
特改一種
特故四種

補 修
補 修
災害防除

維 持

地方道合計

288,551

206,458

202,275

4,183

100

9,100

64,746

62,359

0

2,387

8,147

3,727

4,420

142,374

137,208

136,089

1,119

80

4,738

4,289

449

348

39

309

430,925

288,257

226,859

222,973

3,886

300

9,ool

45,935

44,447

0

1,488

6,162

2,758

3,404

145,461

141,132

139,884

L 248

72

3,961

3,559

402

296

0

296

433,718

0.999

1.099

1.102

0.929

3.000

0.989

0.709

0.713

0.623

0.756

0.740

0.770

1.022

1.029

1.028

1.115

0.900

0.836

0.830

0.895

0.851

0.958

1.006

68,065

51,223

50,283

940

0

640

13,552

9,020

0

4,532

2,650

930

1,720

37,315

29,165

29,165

0

0

7,980

2,646

5,334

170

0

170

105,380

70,480

52,430

51,490

940

0

690

14,640

10,490

0

4,150

2,720

1'000

1,720

38,951

30,015

30,015

0

0

8,756

3,370

5,386

180

0

180

109,431

1.035

1.024

1.024

1.000

1.078

1.080

1.163

0.916

1.026

1.075

1.000

1.044

1.029

1.029

1.097

1.274

1.010

1.059

1.059

1.038

30,878

20,151

20,151

0

0

9,0 74

8,250

284

540

1,653

132

1,521

10,046

7,904

7,904

0

0

L 990

1,080

910

152

0

152

40,924

32,617

20,937

20,937

0

0

300

9,628

8,957

156

515

1,752

200

1,552

10,498

8,650

8,650

0

0

1,657

861

796

191

0

191

43,115

1.056

1.039

1-039

1.061

1.086

0.549

0.954

1.060

1.515

1.020

1.045

1.094

1.094

0.833

0.797

0.875

1.257

1.257

1.054

21,375

19,240

19,240

0

0

300

1,470

1,470

0

0

84

84

0

281

16,221

9,620

9,620

0

0

636

507

129

0

0

0

5,965

37,596

22,552

20,440

20,440

0

0

400

1,460

1,460

0

0

140

110

30

112

16,410

11,820

11,820

0

0

540

450

90

0

0

0

4,050

38,962

1.055

1.062

1.062

1.333

0.993

0.993

1.667

1.310

0.399

1.012

1.229

1.229

0.849

0.888

0.698

0.679

1.036

408,869

297,072

291,949

5,123

100

10,040

88,842

81,099

284

7,459

12,534

4,873

7,661

281

205,956

183,897

182,778

1,119

80

15,344

8,522

6,822

670

39

631

5,965

614,825

413,906

320,666

315,840

4,826

300

10,391

71,663

65,354

156

6,153

10,774

4,068

6,706

112

211,320

191,617

190,369

1,248

72

14,914

8,240

6,674

667

0

667

4,050

625,226

1.012

1.079

1.082

0.942

3.000

1.035

0.807

0.806

0.549

0.825

0.860

0.835

0.875

0.399

1.026

1.042

1.042

1.115

0.900

0-972

0.967

0‐978

0.996

1.057

0.679

1.017

(注)①緊急地方道路整備事業 (交
付金事業)を除く。

②生活関連重点化枠、公共投
資充実臨時特別措置、 旧N
T T 分を含む。

③平成 4年度分は、 一般国道
追加指定による組替え後の
計数である。

④平成 5年度分は、 本表の他

にN T T 事業償還補助分が
ある。

⑤平成 5 年度より目細の統合
を行い、 従来の道路改良、
橋梁整備、舗装新設は、改
築とし、 舗装補修、 橋梁補

修は、 補修とした。



Q

く
ら
し
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
の
生
活
基
盤
道

路
の
整
備

①

学
校
、
公
園
、
役
場
等
の
公
共
公
益
施
設
を
支
援

す
る
道
路
の
整
備

②

住
宅
･
宅
地
供
給
に
資
す
る
道
路
の
整
備

③

く
ら
し
の
安
全
の
向
上
を
図
る
た
め
の
道
路
整
備

①

道
路
交
通
の
安
全
対
策
の
推
進

②

道
路
の
防
災
、
震
災
対
策
の
推
進

④

地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
等
、
地
域

振
興
に
資
す
る
道
路
の
整
備

リ
ソ
ー
ト
計
画
、
工
業
･
流
通
団
地
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

等
に
関
連
す
る
道
路

③

特
殊
立
法
に
基
づ
く
地
域
振
興
の
た
め
の
道
路
の
整
備

①

奥
地
等
産
業
開
発
道
路
の
整
備

②

山
村
振
興
道
路
、
過
疎
地
域
活
性
化
道
路
、
半
島

振
興
道
路
、
特
別
豪
雪
対
策
道
路
の
整
備

③

地
域
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
、
く
ら
し
の
快
適
さ
の

向
上
を
図
る
道
づ
く
り

①

ま
ち
づ
く
り
市
町
村
道
整
備
モ
デ
ル
事
業
の
推
進

②

マ
イ
ロ
ー
ド
事
業
の
推
進

四

国
庫
債
務
負
担
行
為

1

工
事
国
費

平
成
五
年
度
に
お
い
て
は
、
二
箇
年
度
及
び
三
箇
年
度

に
わ
た
る
工
事
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
を
計
上
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

そ
の
限
度
額
は
地
方
道
で
三
三
〇
億
円

(都
道
府
県
道

ニ
ニ
0
億
円
、
市
町
村
道
一
〇
〇
億
円
)
(対
前
年
度
比

一
･
ニ
ニ
)
で
あ
り
、
所
管
別
で
は
、
建
設
省
所
管
二
六

八
億
円
、
北
海
道
開
発
庁
所
管
二
六
億
円
、
国
土
庁
所
管

一
八
億
円
、
沖
縄
開
発
庁
所
管
一
八
億
円
で
あ
る
。

2

用
地
国
債

用
地
の
先
行
取
得
に
係
る
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
つ
い

て
も
例
年
ど
お
り
計
上
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
限
度
額

は
地
方
道
で
、
二
二
三
･
四
億
円

(都
道
府
県
道
一
七
四

億
円
、
市
町
村
道
四
九
･
四
億
円
)
‐(対
前
年
度
比
一
･

三
毛
で
あ
り
、
所
管
別
で
は
、
建
設
省
所
管
二
一
〇
億

円
、
北
海
道
開
発
庁
所
管
一
二
億
円
、
国
土
庁
所
管
一
･

四
億
円
で
あ
る
。

五

緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業
(地
方
道
路
整

備
臨
時
交
付
金
)

一
定
に
地
域
に
お
い
て
地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
安
全

性
、
利
便
性
及
び
快
適
性
を
確
保
し
、
地
域
の
特
色
を
活

か
し
た
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
振
興
を
図
り
、

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
た
め
、
学
校
、
公
園
等

の
公
共
施
設
整
備
、
住
宅
市
街
地
、
農
山
村
地
域
の
居
住

環
境
整
備
等
の
地
域
の
課
題
に
緊
急
に
対
応
し
、
複
数
一

体
と
な
っ
て
行
わ
れ
る
比
較
的
小
規
模
な
都
道
府
県
道
及

び
市
町
村
道
事
業
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
、
緊
急
地
方
道

路
整
備
事
業

(地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
)
を
計
上
し

て
い
る
。

平
成
五
年
度
は
、
事
業
費
で
一
○
、
八
九
七
億
円

(前

年
度
一
○
、
五
一
八
億
円
)
国
費
五
、
七
二
五
億
円

(前

年
度
五
、
五
二
八
億
円
)
を
計
上
し
て
い
る

(都
道
府
県

道
、
市
町
村
道
、
街
路
の
合
計
で
あ
る
)。

六

生
活
関
連
重
点
化
枠
要
望

国
民
の
日
常
生
活
の
質
の
向
上
を
資
す
る
た
め
、
生
活

関
連
化
枠
を
活
用
し
、
以
下
の
課
題
を
踏
ま
え
つ
つ
、
平

成
五
年
度
は
、
都
道
府
県
道
二
一
六
億
円

(前
年
度
比

一
･
七
八
)
、
市
町
村
道
一
四
二
億
円

(前
年
度
比
一
･

七
七
)
で
、
地
方
道
合
計
三
五
八
億
円

(前
年
度
比
一
･

七
七
)
を
計
上
し
て
い
る
。

1

地
方
拠
点
都
市
地
域
等
の
地
方
都
市
基
盤
緊
急
整

備･
地
方
拠
点
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
事
業

･
バ
ス
レ
ー
ン
整
備
等
公
共
交
通
機
関
支
援
事
業

･
渋
滞
対
策
推
進
事
業

･
駐
車
場
、
歩
道
等
交
通
安
全
対
策
推
進
事
業

2

ふ
る
さ
と
生
活
基
盤
緊
急
整
備

･
通
学
路
等
生
活
基
盤
整
備
推
進
事
業

･
雪
国
生
活
支
援
事
業

･
広
域
基
幹
道
路
整
備
等
ふ
る
さ
と
交
流
活
性
化
事

業
･
生
活
基
幹
バ
ス
路
線
整
備
事
業

3

住
宅
･
宅
地
供
給
緊
急
促
進
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･
住
宅
･
宅
地
関
連
道
路
整
備
事
業

･
宅
地
開
発
誘
導
道
路
整
備
事
業

4

環
境
創
造
基
盤
緊
急
整
備

･
キ
ャ
プ
、
駐
車
場
等
ま
ち
づ
く
り
基
盤
整
備
推
進

事
業

･
環
境
施
設
帯
等
沿
道
生
活
環
境
形
成
推
進
事
業

･
緑
化
等
自
然
環
境
形
成
推
進
事
業

･
マ
イ
ロ
ー
ド
等
個
性
豊
か
な
み
ち
づ
く
り
推
進
事

業

以
上
が
平
成
五
年
度
に
お
け
る
地
方
道
関
係
予
算
の
概

要
で
あ
る
。

本
誌
は
、
平
成
二
年
四
月
の
創
刊
以
来
、
皆
様
の
御
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

度
、
誌
面
の
な
お
一
層
の
充
実
の
た
め
、
読
者
の
皆
様
方
か
ら
の
原
稿
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

日
頃
道
路
･
道
路
行
政
に
対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
、
現
場
か
ら
の
生
の
話
題
、
ユ
ニ
ー

ク
な
試
み
、
海
外
へ
の
出
張
報
告
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御
立
場
か
ら
自
由
に
テ
ー
マ
を
選
び
、

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
五
-
-
0
枚
程
度
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

奮
っ
て
の
御
応
募
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
投
稿
原
稿
の
採
否
、
掲
載
号
、
送
り
ガ
ナ
等
文
章
表
現
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務

局
に
御
一
任
下
さ
い
。
掲
載
原
稿
に
つ
き
ま
し
て
は
、
薄
謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

宛
先

〒

-
0
0

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
二
-
一
-
三

建
設
省
道
路
局
路
政
課
内

｢道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
｣
事
務
局
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建
設
省
道
路
局
企
画
課
駐
車
場
整
備
専
門
官

鈴
木

克
宗

一

は
じ
め
に

平
成
四
年
の
交
通
事
故
死
者
数
は
、
一
一
、
四
五
一
人

に
も
達
し
、
平
成
元
年
以
降
四
年
連
続
し
て
一
一
、
○
○

0
人
を
超
え
る
な
ど
非
常
に
憂
慮
す
べ
き
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
交
通
安
全
対
策
の
推
進
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

も
と
よ
り
道
路
交
通
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
従
来

か
ら
道
路
行
政
の
最
も
重
要
な
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
交
通

事
故
の
増
加
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
、
事
故
死
者
数
の
減

少
を
図
る
た
め
、
抜
本
的
対
策
と
し
て
の
自
動
車
専
用
道

路
の
整
備
、
交
通
の
混
雑
解
消
･
分
散
を
図
る
バ
イ
パ
ス

や
環
状
道
路
の
整
備
、
歩
車
道
の
分
離
し
た
道
路
の
整
備
、

踏
切
の
改
良
な
ど
の
道
路
の
新
設
･
改
築
事
業
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
緊
急
措
置
と
し

て
既
存
の
道
路
を
対
象
に
平
成
三
年
度
を
初
年
度
と
す
る

第
5
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
五
箇
年
計
画
に

基
づ
く
事
業
等
に
よ
り
歩
道
や
自
転
車
道
の
整
備
、
交
差

点
の
改
良
、
道
路
照
明
、
道
路
標
識
や
道
路
情
報
提
供
装

置
の
設
置
を
行
う
な
ど
、
交
通
安
全
対
策
を
強
力
に
推
進

し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
近
年
の
高
速
自
動
車
国
道
に
お
け
る
交
通
事

故
死
者
数
の
急
増
に
鑑
み
、
高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
い

て
も
、
平
成
三
年
度
を
初
年
度
と
す
る
交
通
安
全
対
策
に

関
す
る
五
箇
年
間
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
交
通
安
全
対

策
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
る
。

平
成
五
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
虹
次
道
路
整
備
五

箇
年
計
画
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
積
極
的
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
対
策
に
密
接
に
関
連
す
る

施
策
と
し
て
、
高
齢
者
等
の
利
用
に
配
慮
し
て
幅
の
広
い

歩
道
等
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
歩
行
者
･
自
転
車

交
通
の
復
権
を
目
ざ
し
て
利
用
し
や
す
い
歩
道
･
自
転
車

道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い

　
　

二

交
通
安
全
対
策
の
推
進

1

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
等

平
成
五
年
度
の
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
概
算
要

求
に
お
い
て
は
、
表
1
に
示
す
よ
う
に
特
定
交
通
安
全
施

設
等
整
備
事
業
と
地
方
道
路
臨
時
交
付
金
を
用
い
た
緊
急

地
方
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
を
合
せ
て
三
、
六
七
一

億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
六
)
の
事
業
費
を
計
上
し
て

い
る
。

こ
の
う
ち
、
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
事
業

費
は
三
、
0
三
三
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
七
)
で
あ



る
。
こ
の
場
合
、
第
5
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事

業
五
箇
年
計
画
の
平
成
五
年
度
ま
で
の
進
捗
率
は
、
五

七
･
六
%
と
な
る
。

交
通
安
全
事
業
の
内
容
と
し
て
は
、
第
5
次
特
定
交
通

安
全
施
設
等
整
備
事
業
五
箇
年
計
画
の
三
年
度
目
と
し
て
、

欧
米
先
進
諸
国
に
比
べ
依
然
と
し
て
高
い
割
合
で
発
生
し

て
い
る
歩
行
者
や
自
転
車
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

引
続
き
歩
道
等
の
整
備
を
推
進
す
る
他
、
自
動
車
乗
車
中

の
事
故
の
増
加
等
に
対
応
し
て
交
差
点
改
良
、
道
路
照
明
、

道
路
標
識
、
道
路
情
報
提
供
装
置
の
設
置
等
を
重
点
に
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
路
上
駐
車
に
起
因
し

た
交
通
事
故
の
防
止
等
を
図
る
た
め
、
自
動
車
駐
車
場
の

整
備
を
特
に
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
道
路
上
に

お
け
る
放
置
自
転
車
問
題
の
解
消
を
図
る
た
め
、
自
転
車

駐
車
場
の
整
備
を
推
進
す
る
。
表
2
に
主
な
工
種
別
の
事

業
費
を
示
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
対
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年

三
月
に
設
立
さ
れ
た
鰯
交
通
事
故
総
合
分
析
セ
ン
タ
ー
の

活
用
等
に
よ
り
、
交
通
事
故
の
科
学
的
な
調
査
･
分
析
を

行
い
、
事
故
多
発
箇
所
等
に
お
い
て
効
果
的
な
対
策
の
実

施
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
住
宅
地
や
商
店
街
等
の
路
地
や
裏
通
り
か
ら
通

過
交
通
を
排
除
し
て
交
通
の
安
全
確
保
及
び
生
活
環
境
の

改
善
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
道
路
や
ハ
ン
プ
等
を
整
備
す
る

｢路
地
の
復
権
緊

急
事
業
｣
を
新
た
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

交
通
安
全
の
抜
本
的
対
策
と
し
て
は
、
本
来
は
バ
イ
パ

ス
や
環
状
道
路
、
自
動
車
専
用
道
路
等
の
道
路
の
新
築
･

改
築
事
業
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
事
業
は
そ
の
事
業
規
模
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

交
通
事
故
の
発
生
状
況
に
臨
機
応
変
に
対
応
し
、
緊
急

的
･
応
急
的
に
安
全
で
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
の

事
業
と
し
て
交
通
安
全
事
業
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

(単位 :億円)
表 1 交通安全施設等整備事業

区 分
度
費譲 鍛

癪
前
事

倍 率

轢鰤
業
謡

鯛
鋺

聽
竣

設

交癪効
う 濃 獲 覊

期
○第 5 次特定交通安全施設等整備事業 5箇年計画

)

現

む

&

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

整
額
朝

　
　
　

　
　

弼
即
講

年

聡
(

平

~
模
率

　
　
　

平
事
進

表 2 平成 5年度特定交通安全施設等整備事業工種別内訳
(概算要求) (事業費単位 :億円)

区 分

靴

平成4年度 平成 5 年度 費
年
費

業
前

事
対
度事業量 事業費 事業量 事業費

一
種
事
業

D
の
良
の

注
注

注

撤
撒
改
俶

稲

点

歩車

差
の
計

転目
歩
交
そ
小

m
m
所

k
k
箇

聯
縦

すま
ハhU
にJ
AU
RU

]̂〉
‘4
66
イ4
AU

7I

nD
1上
り“

L

a

918
節
332

1▲
衣U
にu
庫仕
AU

q〉
RU
RU
にU
14

70
4

加
齢
第

L

a

飼
お
00
00
99

14
nU
14
14
Û

二
‐種

事

業

明
識
線
置
の

装
鮭

照
標

供
他

副
提

匪
報
)

情
“
計

路

道
道
区
道
そ
小

基
本
如
基

纖魂
OJ
に･〉
〆4
ワ′I
Qゾ
イ性

‘4
14
QU
QJ
RU
QU

1具

す上
り!ム
に〉

獺
濁

45
101
59
鱒
儀
繩

側
卸
似
の
総
鵠

合 計

減 鰡 雌) 自転車歩行者道は、自転車道、自転車専用道路、自転車歩行者専用道路を含む。) 歩道は、 歩行者専用道路を含む。
な述緤鶴も董鐐檄礬設、中央帯、視距の改良、車両停車帯、路肩改良･登
) その他は、 防護壁、 視線誘導標、 道路反身者鏡、 自転車駐車場、 地点標示及び自
動車‐駐車場である。) 旨十数は、 生活関連重点化ホ牟分を含み、 地方道路整備臨時交f寸金によ,るものを
含まない。

1
2
3

4

5

注
注
注
注
注

2

改
築
事
業
に
よ
る
交
通
安
全
対
策

交
通
安
全
事
業
の
実
施
以
前
に
お
い
て
は
、
当
然
、
改

築
事
業
が
交
通
安
全
対
策
を
受
け
持
っ
て
い
た
わ
け
で
あ

る
が
、
こ
の
た
め
現
在
も
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に

よ
る
交
通
安
全
対
策
以
外
に
、
一
般
の
道
路
改
築
事
業
に

お
い
て
交
通
安
全
に
資
す
る
事
業

(交
通
安
全
改
築
事

業
)
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成

五
年
度
は
、
事
業
費
一
○
、
0
三
二
億
円
を
計
上
し
て
い



る
と
こ
ろ
で
あ
る

(表
3
)
。

こ
こ
で
い
う
交
通
安
全
改
築
事
業
は
、
歩
道
等
の
設
置

を
伴
う
現
道
の
拡
幅
、
小
規
模
バ
イ
パ
ス
の
整
備
等
の
改

築
事
業
を
計
上
し
て
い
る
。

3

高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
に
関

す
る
事
業

高
速
自
動
車
国
道
等
は
一
般
道
路
に
比
べ
て
死
傷
事
故

率
が
約
一
〇
分
の
一
で
あ
る
な
ど
、
安
全
性
の
高
い
道
路

で
あ
る
が
、
近
年
交
通
事
故
死
者
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る

た
め
、
高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
い
て
、
平
成
三
年
度
を

初
年
度
と
す
る
交
通
安
全
対
策
に
関
す
る
五
箇
年
間
の
事

表 3 交通安全改築事業の要求概要

(単位 億円)

区 分 鰯5事 度
費

年
業

前
事 倍 率

交通安全改築事業

鰔 鰔 鵬

表 高速自動車国道の交通安全対策に関す
る事業

(単位 :億円)

区 分
度
費

年
業

5

事
度
費

年
業

前
事

倍 率

け
る榊等に道

策
業

国
対
事

車
全
の

動
安
間

目
通
年

速
交
箇

高
る
五

788 692 朗
高速自動車国道等における交通安全対策に関
す鎌 難問の議 讓難 (平成3~ 7年度)

造 渉 率 平成 5年度まで 66.1%(前年度まで41.8 % )

業
計
画
等
に
基
づ
き
、
路
面
排
水
対
策
、
連
続
照
明
の
増

設
、
気
象
情
報
の
提
供
等
の
交
通
安
全
対
策
を
強
力
に
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

(表
4
)
。
ま
た
、
渋
滞
時
の

安
全
対
策
と
し
て
、
渋
滞
区
間
の
六
車
線
化
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
改
良
、
的
確
な
渋
滞
情
報
の
提
供
等
を
重
点

的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

(単位 :億円)

l 区 分
凶事業費I前年度事艶 畠幅の 広い歩 道等 の整 備 4,000 3,750 1.07

(注) 幅の広い歩道等 ;幅員概ね3m以上のもをさし、特定交通安全施設等整備事
業、改築事業及び緊急地方道路整備事業の歩道等の整備費を計上。

三

高
齢
者
等
の
定
め
の
道
路
整
備

高
齢
者
、
身
障
者
や
児
童
等
が
、
安
心
し
て
日
常
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
幅
の
広
い
歩
道
や
利
用
し
や
す
い
立
体

横
断
施
設
な
ど
高
齢
者
等
の
利
用
に
配
慮
し
た
道
路
整
備

を
行
う
と
と
も
に
、
通
学
路
の
点
検
を
実
施
し
、
交
通
安

表

全
施
設
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

①

高
齢
者
等
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
、
幅
の

広
い
歩
道

(幅
員
概
ね
三
m
以
上
)
の
整
備
を
推
進

す
る
と
と
も
に

(表
5
)、
沿
道
へ
の
車
乗
り
入
れ

部
で
の
歩
道
の
切
り
下
げ
を
改
善
し
、
歩
き
や
す
く

快
適
な
歩
行
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
。

②

駅
や
高
齢
者
等
の
利
用
の
多
い
施
設
の
周
辺
等
に

お
い
て
、
必
要
に
応
じ
ス
ロ
ー
プ
や
昇
降
装
置
を
付

け
た
立
体
横
断
施
設
や
駅
等
の
建
築
物
に
直
接
出
入

り
で
き
る
立
体
横
断
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
歩
道
の
段
差
な
ど
車
椅
子
の
通
行
上
の
障

害
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
、
｢車
椅
子
利
用
に
よ

る
通
行
障
害
実
態
調
査
｣
を
実
施
し
、
歩
道
の
拡
幅
、

電
柱
の
移
設
、
立
体
横
断
施
設
の
整
備
等
を
行
う
。

③

小
学
校
等
の
通
学
路
に
つ
い
て
、
新
た
に
小
学
校

等
と
連
携
し
て

｢通
学
路
安
全
点
検
調
査
｣
を
行
う

と
と
も
に
、
児
童
等
が
安
全
、
快
適
に
通
行
で
き
る

よ
う
、
歩
道
や
防
護
柵
等
の
交
通
安
全
施
設
等
の
点

検

･
整
備
を
推
進
す
る
。

④

近
年
の
高
齢
運
転
者
等
の
増
加
に
対
応
し
て
、
ゆ

と
り
の
あ
る
道
路
構
造
の
確
保
や
視
環
境
の
向
上
、

疲
労
運
転
の
防
止
等
を
図
る
こ
と
と
し
、
付
加
車
線

(ゆ
ず
り
あ
い
車
線
)
の
整
備
、
道
路
照
明
の
増
設
、

簡
易
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
整
備
等
を
進
め
る
。



四

歩
行
者
･
自
転
車
の
定
め
の
空
間
整
備

歩
行
者
･
自
転
車
の
復
権
を
目
差
し
、
高
齢
者
や
身
障

者
等
の
利
用
に
も
配
慮
し
て
、
安
全
･
快
適
な
歩
道
･
自

転
車
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
自
転

車
駐
車
場
の
整
備
を
推
進
す
る

(表
6
)。

①

歩
行
者
や
自
転
車
の
動
線
に
即
し
た
、
安
全
で
利

用
し
や
す
い
歩
道
及
び
自
転
車
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
を
図
る
た
め
、
各
道
路
管
理
者
等
の
連
携
に

よ
り
地
域
ご
と
に
、
長
期
構
想
に
基
づ
く
二
六
万
短

の
歩
道
網
計
画
を
策
定
し
、
整
備
を
推
進
す
る
。

②

歩
道
と
公
園
等
と
の
一
体
整
備
、
歩
道
と
建
築
物

内
の
公
共
用
通
路
や
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
と
の
連
携
等
を

図
り
、
都
市
空
間
を
有
効
に
活
用
し
て
歩
道
等
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る
。

③

雨
の
日
で
も
歩
き
や
す
く
、
人
に
や
さ
し
い
歩
道

と
す
る
た
め
、
透
水
性
舗
装
、
カ
ラ
ー
舗
装
な
ど
の

歩
道
舗
装
を
行
う
。

④

鉄
道
駅
等
の
交
通
結
節
点
に
お
い
て
、
ペ
デ
ス
ト

リ
ア
ン
･
デ
ッ
キ
な
ど
建
築
物
に
直
接
出
入
り
で
き

る
立
体
横
断
施
設
や
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
等
の
昇
降
装
置
を
付
け
た
立
体
横
断
施
設
の

整
備
を
推
進
す
る
。

⑤

都
市
に
お
け
る
交
通
手
段
と
し
て
の
自
転
車
の
利

用
促
進
の
た
め
、
｢サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

事
業
｣
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
駅
周
辺
や
中
心
市

街
地
の
道
路
上
に
お
け
る
放
置
自
転
車
を
排
除
し
、

安
全
、
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
を
図
る
た
め
、
道

路
や
公
園
等
の
地
下
の
活
用
、
地
下
鉄
駅
や
地
下
自

動
車
駐
車
場
と
の
一
体
整
備
等
に
よ
り
、
自
転
車
駐

車
場
の
整
備
を
推
進
す
る
。

⑥

自
転
車
交
通
の
安
全
を
確
保
し
、
併
せ
て
国
民
の

心
身
の
健
全
な
発
達
に
資
す
る
た
め
、
大
規
模
自
転

車
道
の
整
備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
平
成
五
年
度
よ

り
民
間
の
自
転
車
駐
車
場
に
係
る
税
制
の
特
例
を
創

設
し
、
整
備
を
促
進
す
る

(表
7
)。

な
お
、
こ
の
大
規
模
自
転
車
道
整
備
事
業
は
、
都
道
府

県
道
に
認
定
の
う
え
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
平

成
四
年
度
末
ま
で
に
一
〇
四
路
線
に
着
手
し
て
お
り
、
五

六
路
線
が
供
用
し
、
供
用
延
長
が
約
二
、
四
五
〇
如
に
達

す
る
見
込
み
で
あ
る
。

平
成
五
年
度
の
大
規
模
自
転
車
道
路
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
継
続
四
四
路
線
に
加
え
、
新
規
三
路
線
の
整
備
を
推

進
す
る

(表
8
)。

五

各
種
の
交
通
安
全
対
策
事
業
費

建
設
省
が
実
施
す
る
各
施
策
の
う
ち
、
道
路
交
通
の
安

全
の
確
保
に
資
す
る
も
の
を
と
り
ま
と
め
る
と
表
9
の
よ

う
に
九
項
目
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
経
費
は
、
前
述

の
交
通
安
全
事
業
、
交
通
安
全
改
築
事
業
の
他
、
道
路
防

災
対
策
事
業
、
踏
切
道
の
立
体
交
差
化
事
業
、
公
園
事
業

と
し
て
実
施
さ
れ
る
基
幹
公
園
及
び
緑
道
の
整
備
、
居
住

表 8 大規模自転車道整備事業の平成 5年度新規路線

都道府県名 路 線 名 全体延長 起 終 点

県

県

県

形

媛

本

山

愛

熊

轆転間
道

道

自
区

車

車

畠
海

転

転

三
吉

目

自

大
･

川

内

治
治

磨

庄

今
今

球

敞
胸
猟

市

町

市

岡

梅

吉

鶴

吉

人

叫
許
叫

川

治

前

立

今

湯

表 (単位 :億円)

区 分 鰯5事 難前事 解
備
備
等
業
業
備鸚孃

900
艶

16

70
140

驫 700

64
m

54
135

04

34

鋭
四
館

(注)

表 7 民間の自転車駐車場整備に係る税制特例の創設 (平成 5年度より)

ド
国 税 地方税

所得税･法人税 固定資産税 ･ 不動産取得税 事業所税

都市計画自転車駐車場
(地下式 ･ 立体式) %灘.幼 檄

り′“′▼リリ

/
/

分
分

部
部

下
上

地
地

税課非

一定の一般公共用自転車

駐車場 (地下式･立体式) 秘癰室。初当 - ー



表 9 交通安全対策関係予算総括表

区 分
5年度
事業費

前年度
事業費

対前年
度 比

備 考

1. 交通安全施設
等の整備

2, 改築事業によ
る交通安全対
策

3. 道路防災対策
事業

4. 路切道の立体
交差化等

5. 基幹公園及び
緑道の整備

6. 居住環境整備
事業等

7. 自転車駐車場
整備事業
〔街路事業分〕

8. 総合都市交通
施設整備事業

9. 道路交通安全
対策に関する
調査研究

367,104

1,003,200

239,034

175,834

200,479

6,784

7,004

8,290

856

347,965

972,831

230,812

167,181

185,372

6,681

5,442

8,051

853

1.055

1.03l

1.035

1,052

l.081

1.015

1.287

1.030

1.003

r交通安全発頭旨整備事業に関する緊急措置法｣ により道路管理者が行う
歩道、自転車道、交差点改良、自動車駐車場、自転車駐車場等の整備に要
する費用について負担し、または補助する。さらに、地方道路整備臨時交
付金による交通安全施設等の整備に要する費用を交付する。

歩道等の設置を伴う現道拡中、並びに現道に歩道等の設置が困難な区画に
おける小規模バイパスの整備等、交通安全に寄与する道路の改築事業に要
する費用について負担し、補助し、また交付する。

落石、法面崩落、雪崩等を防止するための施設の整備、路肩整備、交通危
険箇所の局部的改良等に要する費用について負担し、補助し、または交付
する。

踏切事故防止に対処するため、踏切道の立体交差化および道路改良に伴う
鉄道との立体交差の新設等に要する費用について負担し、補助し、または
交付する。

路上における遊びや運動による交通事故を防止し、児童および青少年の遊
び場や、災害時の避難路等の確保を図るため、住区基幹公園、都市基幹公
園及び緑道の整備に要する費用について補助する。

居住地区内における交通事故を防止し、居住環境の改善を図るため、地区
内街路を体系的に整備する費用について補助し,または交付する。さらに
歴史的地区において歴史的環境の保全と居住環境の改善を図るため、歴史
的みちずじ等を体系的に整備する費用について補助し、または交付する。

通勤 ･通学等のための自転車 (原動機付自転車を含む)利用の増大に対処
するため、三大都市園または人口10万人以上の都市圏の鉄道駅周辺等で行
われる一定規模以上の自転車駐車場の整備に対し、街路事業の一環として
補助し、または交付する。

都市の商業業務地区等の都心部および鉄道駅周辺において、円滑な道路交

通の確保と歩行者空間の拡大を図るため、バス路線網の再編成並びに交通
規制の体系的実施等の施策とあいまって地区外周部環境道路、歩行者専用
道、交通広場等の都市交通施設を街路事業として総合的に整備するための
費用を補助し、または交付する。

道路整備特別会計において道路および道路交通の安全について交通事故の

分折をはじめ、安全対策に関する調査研究を行う。

(注) 生活関連重点化枠分および公共投資充実臨時特別措置分を含む。

環
境
整
備
、
自
転
車
駐
車
場
整
備
、
総
合
都
市
交
通
施
設

整
備
お
よ
び
土
木
研
究
所
等
に
お
い
て
実
施
す
る
交
通
安

全
に
関
す
る
調
査
研
究
の
経
費
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で

ま
た
、
そ
の
他
の
交
通
安
全
対
策
と
し
て
安
全
運
転
の

励
行
、
交
通
安
全
教
育
、
効
果
的
な
規
制
･
指
導
･
取
締

り
な
ど
の
適
切
な
実
施
が
同
時
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
o

平
成
五
年
度
か
ら
の
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に

お
い
て
も
、
交
通
事
故
の
減
少
に
向
け
て
交
通
安
全
対
策

を
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

な
お
、
こ
れ
ら
は
交
通
安
全
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、

策
定
さ
れ
て
い
る
第
5
次
交
通
安
全
基
本
計
画
に
お
い
て

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
事
項
の
う
ち
、
予
算
関
連
の
も
の
を

計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

六

お
わ
り
に

交
通
安
全
対
策
は
こ
の
よ
う
に
道
路
行
政
全
般
に
ま
た

が
る
施
策
で
あ
り
、
ま
た
道
路
整
備
は
根
本
的
に
は
全
て

交
通
安
全
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
抜
本
的
対
策
な
ら
ば
、

交
通
安
全
事
業
は
緊
急
的
な
対
策
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
実

施
に
あ
た
っ
て
交
通
事
故
の
調
査
･
分
析
を
一
層
推
進
し
、

効
果
的
な
交
通
安
全
対
策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

を お な り 励 な 効 施 交 交 が
会 い 平 い な 行 ま ら 果 に 通 道 通 る 交 ′+、

て 成 と ど 、 た な 的 あ 安 路 安 施 通 ′、

に 、 の 本 、 い 者 た 、

れ 導 全 な 層 れ な に 般 の
ぱ ･ 運 け 推 ら ら は に も
な 取 転 れ 進 の ば 全 ま の
ら 締 の ば し 実 、 て た を
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鱸
贓
◎
塞
邇
麺
支
え
る

信
願
麓
◎
書
い
週
曜
綱
◎
整
備

建
設
省
道
路
局
企
画
課
道
路
防
災
対
策
室
課
長
補
佐

m服
部
げ
一亮
三

一

は
じ
め
に

道
路
は
、
生
活
に
必
要
な
物
質
の
輸
送
や
通
勤
通
学
な

ど
、
日
常
的
な
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え
る
最
も
基
本
的

な
社
会
資
本
で
あ
る
o

最
近
で
は
、
自
動
車
交
通
が
生
活
、
経
済
活
動
の
あ
ら

ゆ
る
面
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
安
定
し
た

暮
ら
し
を
安
心
し
て
営
む
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
は
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
信
頼
性
の

高
い
道
路
網
を
つ
く
る
こ
と
が
基
本
的
か
つ
重
要
な
課
題

で
あ
る
。

我
が
国
の
国
土
は
、
豊
富
な
降
水
に
育
ま
れ
た
豊
か
な

緑
と
変
化
に
富
ん
だ
地
形
を
も
ち
、
親
し
み
深
く
美
し
い

国
土
を
形
成
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
反
面
、
豪
雨
、
地
震
そ
の
他
の
自
然
災
害

に
し
ば
し
ば
襲
わ
れ
る
。
ま
た
、
火
山
噴
火
や
、
冬
期
の

寒
冷
･
豪
雪
等
の
気
象
に
起
因
す
る
災
害
も
多
い
。
さ
ら

に
、
国
土
の
約
四
分
の
三
は
山
地
に
覆
わ
れ
、
山
間
部
に

も
活
発
な
生
活
･
産
業
が
営
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、

山
間
部
に
お
け
る
道
路
整
備
は
、
必
要
不
可
欠
の
も
の
と

な
っ
て
い
る
が
、
常
に
土
砂
災
害
等
の
危
険
に
つ
き
ま
と

わ
れ
る
と
い
う
宿
命
を
持
つ
。

こ
の
よ
う
に
、
我
が
国
の
地
形
･
気
象
等
の
自
然
条
件

は
、
道
路
の
整
備
や
管
理
に
と
っ
て
非
常
に
厳
し
い
も
の

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
平
成
二
年
度
に
お
け
る
道
路
に
係

る
自
然
災
害
は
、
通
行
止
を
伴
う
も
の
だ
け
で
も
二
二
、

七
六
四
件
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
事
前
規
制
を
含
め
た

通
行
止
は
、
延
べ
一
八
八
万
時
間
に
達
し
、
国
民
生
活
や

経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
安
全
で
信
頼
性
の
高
い
道
路
網
の
整
備
は

非
常
に
重
要
で
あ
り
、
平
成
五
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第

11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
、
な
ら
び
に
第
ゆ
次
積
雪
寒

冷
特
別
地
域
道
路
交
通
確
保
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
も
道

路
の
防
災
･
震
災
･
雪
寒
対
策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

雪
寒
事
業
、
防
災
対
策
事
業
、
震
災
対
策
事
業
の
平
成
五

年
度
予
算
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

二

雪
寒
事
業

冬
期
に
積
雪
の
多
い
地
域
で
は
、
道
路
の
交
通
が
途
絶

し
て
交
通
マ
ヒ
が
発
生
し
、
寒
冷
の
度
が
甚
だ
し
い
地
域

で
は
、
路
体
の
凍
結
に
よ
る
道
路
の
構
造
破
壊
等
が
発
生

す
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
お
け
る
産
業
の
振
興
と
民
生

の
安
定
に
寄
与
す
る
た
め
、
昭
和
三
一
年
四
月
、
｢積
雪
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(単位 :億円)

表 1 雪寒事業費

区 分
第10次雪寒 5

要 求
籤
纖

5

事
度
費

年
業

前
事

倍 率

路
‘
雪
鰍
轢

道寒
除
防
噌
雪
寒

雪

除
雪

300

880

600

820

則
畑

238

323
秘
狙
瑯
嫌

L

L

邸
鰡
篤
梯
臘
鰡

L

L

鋭

第
館
04

03

04

寒
冷
特
別
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
の
確
保
に
関
す
る
特

別
措
置
法
｣
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
道

路
交
通
の
確
保
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

雪
寒
事
業
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
四
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
｢積
雪
寒
冷
特
別
地
域
道
路
交
通
確
保
五
箇
年
計
画
｣

を
策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
平
成
五
年
度
を

初
年
度
と
す
る
第
m
次
雪
寒
五
箇
年
計
画
を
要
求
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
齢
次
雪
寒
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、
地
域
間
交
流

の
拡
大
に
対
応
で
き
る
幹
線
道
路
の
冬
期
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

確
保
、
冬
期
歩
行
者
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
等
を
基

本
方
針
と
し
、
平
成
五
年
度
以
降
五
箇
年
間
に
地
方
単
独

費
を
含
め
、
一
兆
三
、
九
〇
〇
億
円
を
要
求
し
て
い
る
。

雪
寒
地
域
に
お
け
る
冬
期
の
道
路
交
通
の
確
保
は
地
域

住
民
の
生
活
の
安
定
、
産
業
活
動
の
振
興
に
不
可
欠
で
、

過
疎
化
の
抑
制
、
地
域
格
差
の
是
正
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
と
も
に
、
平
成
三
年
六
月
に

｢ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
法
律
｣
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
用
い
な
い
交
通

形
態
へ
の
円
滑
な
移
行
を
図
る
等
に
資
す
る
冬
期
に
お
け

る
道
路
環
境
の
整
備
と
し
て
の
雪
寒
事
業
の
重
要
性
は

年
々
高
く
な

っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
平
成
五
年
度
に
お
い
て

は
、
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
の
安
全
確

保
と
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金

に
よ
る
雪
寒
対
策
に
資
す
る
事
業
費
も
含
め
て
一
、
四
〇

六
億
円

(対
前
年
度
一
･
0
四
倍
)
を
も
っ
て
雪
寒
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

(表
1
)。

除
雪
事
業
に
つ
い
て
は
、
車
道
除
雪
区
間
延
長
三
五
一

如
延
伸
し
、
国
県
道
五
九
、
一
四
二
如
に
つ
い
て
冬
期
に

お
け
る
道
路
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
使
用
の
抑
制
に
資
す
る
チ
ェ
ー
ン
着
脱

場
の
整
備
、
路
面
凍
結
対
策
の
充
実
を
図
る
。

歩
道
除
雪
に
つ
い
て
は
、
前
五
箇
年
計
画
の
二
倍
の
五

〇
〇
如
延
伸
し
、
国
県
道
に
つ
い
て
五
、
0
0
0
如
を
対

象
に
歩
行
者
空
間
の
確
保
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ

の
う
ち
、
冬
期
歩
行
者
空
間
確
保
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と
し

て
の
歩
道
除
雪
を
二
三
九
都
市
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
国
･
県
･
市
町
村
が
協
力
し
、
地
域
に

根
ざ
し
た
面
的
･
総
合
的
な
歩
行
者
空
間
の
確
保
計
画
を

策
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
事
業
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
道
路
開
発
資
金
に
よ
り
、
積
雪
期
に
お
け
る
歩

行
者
の
通
行
空
間
の
確
保
を
必
要
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ

る
道
路
区
間
を
対
象
と
す
る

｢克
雪
歩
行
者
空
間
整
備
事

業
｣
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業
で
は
、
沿
道
建
築

物
の
新
改
築
に
あ
わ
せ
て
、
民
地
内
に
歩
行
者
の
通
行
に

資
す
る
空
間
確
保
が
一
定
の
計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る

場
合
、
当
該
建
築
物
に
対
し
融
資
が
行
わ
れ
る
も
の
で
、

従
来
、
雁
木
あ
る
い
は
小
店
と
い
う
民
間
の
知
恵
で
実
施

さ
れ
て
い
た
克
雪
対
策
に
公
的
融
資
の
途
が
開
か
れ
て
い

ろ
↓。防

雪
事
業
に
つ
い
て
は
、
幹
線
道
路
の
冬
期
モ
ビ
リ
テ

ィ
を
確
保
す
る
た
め
の
消
雪
施
設
の
整
備
を
推
進
し
、
ま

た
、
冬
期
に
お
け
る
交
通
遮
断
を
防
止
す
る
た
め
、
雪
崩

対
策
や
地
吹
雪
対
策
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
さ

ら
に
チ
ェ
ー
ン
着
脱
が
容
易
で
休
憩
所
等
の
機
能
も
有
す

る
多
機
能
型
の
チ
ェ
ー
ン
着
脱
場
の
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
新
た
に
除
雪
の
効
率
化
、
道
路
利
用
者
の
利
便

向
上
に
資
す
る
道
路
気
象
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
消
雪
施
設
の
更
新
を
推
進
す
る
。

凍
雪
害
防
止
事
業
に
つ
い
て
は
、
流
雪
溝
の
整
備
と
と

も
に
特
に
推
雪
幅
の
確
保
を
積
極
的
に
推
進
し
、
さ
ら
に

急
カ
ー
ブ
区
間
の
冬
期
の
安
全
対
策
を
推
進
し
、
冬
期
交

通
の
ネ
ッ
ク
箇
所
の
解
消
を
す
す
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

除
雪
機
械
に
つ
い
て
は
、
除
雪
区
間
の
延
伸
に
対
応
し
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た
増
強
を
行
う
と
と
も
に
、
老
朽
機
械
の
更
新
を
図
り
充

実
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

三

道
路
防
災
対
策
事
業

道
路
の
防
災
対
策
は
、
昭
和
園
三
年
の
飛
騨
川
バ
ス
転

落
事
故
を
契
機
と
し
て
、
落
石
等
の
恐
れ
の
あ
る
箇
所
の

全
国
総
点
検
を
実
施
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
防
災
対
策
施

設
の
整
備
等
を
実
施
し
て
き
た
。

落
石
等
の
恐
れ
の
あ
る
箇
所
の
全
国
総
点
検
は
、
昭
和

四
三
年
に
第
一
回
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
防
災
対
策
施
設
の

整
備
に
関
連
し
て
、
昭
和
四
五
年
を
始
め
、
四
六
年
、
四

八
年
、
五
一
年
、
五
五
年
、
六
一
年
、
平
成
二
年
に
実
施

し
た
。
こ
れ
ら
の
点
検
結
果
に
基
づ
き
、
①
植
生
工
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
張
工
等
の
予
防
工
、
②
落
石
防
止
柵
や
、
洞

門
工
、
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
等
の
防
護
工
の
整
備
等
に
よ
る

防
災
対
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
二
年
に
実
施
し
た
総
点
検
に
お
い
て
は
、
高
速
自

動
車
国
道
等
の
有
料
道
路
、
一
般
国
道
、
都
道
府
県
道
及

び
主
要
な
市
町
村
道
に
お
い
て
、
全
体
で
約
七
四
、
0
0

0
箇
所
の
対
策
を
要
す
る
箇
所
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

平
成
五
年
度
に
お
い
て
は
、
道
路
の
利
用
が
国
民
の
暮

ら
し
の
あ
ら
ゆ
る
面
を
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
つ
で

も
安
全
･
確
実
に
利
用
で
き
る
信
頼
性
の
高
い
道
路
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
豪
雨
等
に
対
す
る

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全
性
･
信
頼
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
平
成
三
年
に
実
施
し
た
総
点
検
結
果
に
基
づ
き
緊

急
性
の
高
い
箇
所
か
ら
逐
次
計
画
的
に
防
災
対
策
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
生
活
の
基
幹
と
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

確
保
す
る
た
め
、
小
規
模
な
迂
回
路
を
設
け
た
り
、
災
害

の
発
生
そ
の
も
の
を
抑
止
す
る
工
法

(ア
ン
カ
ー
工
等
)

を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
事
前
通
行
規
制
区
間
の
解
消
を

め
ざ
す
事
業

(安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
緊
急
整
備
事
業

図

ー
)
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業

に
よ
る
防
災
対
策
事
業
費
を
含
め
て
、
事
業
費
二
、
三
九

〇
億
円

(対
前
年
度
費
一
･
0
四
)
を
も
っ
て
約
四
、
六

○
○
箇
所
の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

べきな
【砕

き

図 1 安心ネットワーク緊急整備事業のイメージ

会
〔

　

(単位 :億円)

表 2 防災対策事業費

区 分
2 年 点 検 3 年度 (実績) 4 年度 (当初) A 5 年度 (決定) B 伸び率 2年点検進捗率%

箇 所 事業費 箇 所 事業費 箇 所 事業費 箇 所 事業費 B / A 箇 所 事業費

公

共

繊
饑

骰
労 翔●廓鰔 覊@ 獅郷 刎⑳ 猟⑧ 凝@ 総 繃 ㈱㈱有料道路 競 490 136 れ 162 秘 183 “ 姉 期 剱
公共 計 醐 幼 躍 芻 甥 纖 硼 紳 硼 総 蜘

単 独 雛 総 4
,
267 463 一 ー 一 - ー - 一

合 計

纖 鸚 鸚 妙 - ー 一 - 一 - 一
(注) 公共には、 緊急地方道路整備事業による防災対策を含む。



(単位 :億円)

表 3 震災対策事業費

区 分
3年点検 4 年度 (当初) A 5 年度 (決定) B 伸び率 3年点検進捗率%

箇 所 事業費 箇 所 事業費 箇 所 事業費 B / A 箇 所 事業費

公

共

鴬
醸

熾
芳 嬬@ 緘⑳ 捌⑳ 瀞螂鰔跡筋 燭 総 総
有料道路 748 174 11 50 脚 49 鰓 邸 彌
公共 計 瀰 捌 585 蝋 鱒 賄 臘 鰡 獨

単 独 鮑 鰺 一 ー - - ー ー
合

鰄鰡 一 - - - - ー
(注) 公共には、 緊急地方道路整備事業による震災対策を含む。

四

震
災
対
策
事
業

昭
和
四
六
年
の
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
地
震
を
契
機
に
建
設

省
と
し
て
の
総
合
的
な
震
災
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
た

め
、
所
管
施
設
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
等
に
関
す
る
点

検
を
道
路
、
ダ
ム
、
下
水
道
等
に
つ
い
て
実
施
し
、
所
要

の
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。
道
路
に
つ
い
て
は
、
主
と
し

て
対
象
道
路
の
範
囲
を
拡
大
し
、
昭
和
四
六
年
度
、
五
一

年
度
、
五
四
年
度
、
六
一
年
度
、
平
成
三
年
度
に
震
災
点

検
を
行
っ
て
い
る
。

道
路
の
震
災
対
策
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
震
災
点
検
に

基
づ
き
、
被
災
し
た
場
合
の
応
急
復
旧
に
長
期
間
を
要
す

る
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
等
の
耐
震
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

架
替
、
落
橋
防
止
、
補
強
等
の
対
策
事
業
を
実
施
し
て
い

る
増平

成
三
年
度
に
実
施
し
た
点
検
に
お
い
て
は
、
高
速
自

動
車
国
道
等
の
有
料
道
路
、
一
般
国
道
お
よ
び
主
要
地
方

道
に
つ
い
て
は
全
区
間
、
一
般
都
道
府
県
に
つ
い
て
は
人

口
集
中
地
区
お
よ
び
重
要
区
間

(
一
二
時
間
交
通
量
五
〇

〇
台
以
上
の
区
間
等
)
、
主
要
な
市
町
村
道
に
つ
い
て
は

人
口
集
中
地
区
内
の
区
間
等
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
点
検
結
果
を
施
設
別
に
み
る
と
、
橋
梁
約
一
七
、
九
〇

〇
箇
所
、
共
同
溝
約
一
〇
〇
箇
所
、
横
断
歩
道
橋
約
七
〇

○
箇
所
、
盛
土
約
一
、
八
〇
〇
箇
所
合
計
約
二
○
、
五
〇

0
箇
所
が
要
対
策
箇
所
と
し
て
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

平
成
五
年
度
に
お
い
て
は
、
緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業

に
よ
る
都
道
府
県
道
、
市
町
村
道
に
係
る
震
災
対
策
事
業

も
含
め
て
、
約
一
、
一
○
○
箇
所
に
お
い
て
事
業
費
一
、

○
七
五
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
四
倍
)
を
も
っ
て
震

災
時
の
緊
急
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
の
道
路
に
重
点
を
置

い
て
事
業
を
実
施
す
る

(表
3
参
照
)
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
五
年
度
に
は
、
道
路
施
設
の
震
災
点
検
並

び
に
道
路
施
設
以
外
の
関
連
施
設
の
震
災
点
検
に
基
づ
き
、

橋
梁
の
耐
震
性
の
強
化
等
、
震
後
に
お
け
る
道
路
交
通
を

確
保
す
る
た
め
の
施
策
を
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
東
海
地
震
に
係
る
地
震
対
策
強
化
地
域

に
つ
い
て
は
、
｢地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
お
け
る
地

震
対
策
緊
急
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置

に
関
す
る
法
律
｣
が
平
成
六
年
度
ま
で
延
伸
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
同
法
に
基
づ
く
地
震
対
策
緊
急
整
備
事
業
計
画

(昭
和
五
五
年
度
-
平
成
六
年
度
)
に
沿
っ
て
、
緊
急
輸

送
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
道
路
の
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル

等
の
耐
震
性
の
強
化
、
車
両
の
す
れ
ち
が
い
不
能
区
間
の

対
策
等
の
事
業
を
引
続
き
進
め
て
い
く
。



は
じ
め
に

近
年
、
自
動
車
交
通
需
要
の
著
し
い
増
大
と
人
ロ
、
産

業
の
急
速
な
都
市
へ
の
集
中
に
対
す
る
社
会
資
本
の
整
備

の
相
対
的
な
立
遅
れ
の
結
果
、
自
動
車
交
通
に
よ
る
様
々

な
環
境
問
題
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
昭
和
四
〇
年
以
降
、
各
方
面
で

対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
て
お
り
、
一
応
の
成
果
を
あ
げ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
ば
表
1
に
示
す
と
お
り
、

平
成
二
年
三
月
末
に
お
け
る
都
道
府
県
道
以
上
の
道
路
で

騒
音
規
制
区
域
又
は
用
途
地
域
内
に
お
い
て
、
夜
間
の
環

境
基
準
及
び
要
請
限
度
を
超
え
る
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一

四
、
七
〇
〇
如
及
び
三
、
五
〇
〇
如
に
も
達
し
て
い
る
な

ど
、
都
市
部
の
幹
線
道
路
を
中
心
に
騒
音
、
振
動
、
大
気

汚
染
等
の
環
境
問
題
は
依
然
と
し
て
道
路
行
政
の
大
き
な

表 1 夜間騒音に係る環境基準の達成状況
(K m )

道路種別
騒音規制区域又は

用途地域通過延長

凖
長

基

延

境
成

環
達

環境基準
超 過 延 長

うち要請限度
超 過 延 長

一 般 国 道 16
,
000 税狄 跳饅刀 桃咀翔

都道府県道 30
,
400 彫獺 跳叱第 艦瀬蜷

注 1 ) 平成 2年度道路交通センサスより試算

2 ) 2車線以上の道路

建
設
省
道
路
局
企
画
課
道
路
環
境
対
策
室
課
長
補
佐

吉
崎
ち
倣
い

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

道
路
環
境
訴
訟
と
し
て
は
、
国
道
四
三
号
･
阪
神
高
速

道
路
騒
音
排
気
ガ
ス
規
制
等
請
求
事
件
、
西
淀
川
有
害
物

質
排
出
規
制
等
請
求
事
件
、
尼
崎
有
害
物
質
排
出
規
制
等

請
求
事
件
、
川
崎
大
気
汚
染
物
質
排
出
禁
止
等
請
求
事
件
、

名
古
屋
南
部
大
気
汚
染
公
害
差
止
等
請
求
事
件
な
ど
が
提

訴
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
地
域
的
･
局
地
的
な
環
境
問
題
に

加
え
、
近
年
、
地
球
温
暖
化
問
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、

平
成
二
年
度
に
は
｢地
球
温
暖
化
防
止
行
動
計
画

(地
球

環
境
の
保
全
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
決
定
)
｣
が
策
定

さ
れ
て
い
る
。
環
境
庁
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
年
度

の
日
本
国
内
の
全
C
0
2排

出
量
の
う
ち
約
一
七
%
が
自

動
車
か
ら
の
排
出
と
さ
れ
て
お
り
、
道
路
行
政
に
お
い
て

も
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
施
策
を
進
め
る
必
要
が
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地

目

良

保

あ
る
。

良
好
な
道
路
環
境
の
保
全
･
形
成
の
た
め
に
は
、
大
都

市
圏
へ
の
過
度
な
集
中
を
防
止
し
、
全
国
的
に
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
国
土
利
用
を
促
す
と
と
も
に
、
渋
滞
を
解
消
し
、

エ
ネ
ル
ギ
!
効
率
の
高
い
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
振
興
に
資
す
る
高

規
格
幹
線
道
路
な
ど
の
広
域
幹
線
道
路
網
の
整
備
、
騒
音

や
大
気
汚
染
の
大
き
な
要
因
と
な
る
渋
滞
を
解
消
す
る
た

め
の
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備
や
交
差
点
の
改
良
等
、

体
系
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
閣

議
決
定
に
基
づ
く
環
境
影
響
評
価
を
実
施
し
つ
つ
、
沿
道

環
境
の
保
全
に
資
す
る
環
境
施
設
帯
や
遮
音
壁
の
設
置
、

生
態
系
に
配
慮
し
た
構
造
の
採
用
な
ど
、
周
辺
の
土
地
利

用
や
自
然
環
境
と
調
和
し
た
道
路
構
造
を
着
実
に
形
成
し

て
い
く
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
道
路
整
備
と
併
せ
、
自
動
車
構
造

の
改
善
、
適
切
な
沿
道
土
地
利
用
の
誘
導
、
的
確
な
交
通

規
制
の
実
施
な
ど
、
沿
道
の
方
々
や
関
係
機
関
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
各
種
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
(案
)
で
は
、
豊
か
な
生

活
の
実
現
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
と
と
も
に
、
良
好
な

環
境
の
創
造
を
最
重
点
課
題
に
掲
げ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

地
球
環
境
、
自
然
環
境
、
沿
道
環
境
の
三
つ
の
視
点
か
ら

各
種
施
策
を
総
合
的
に
組
み
合
わ
せ
、
良
好
な
環
境
の
形

成
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
で
あ
る
。

平
成
五
年
度
に
お
い
て
は
、
良
好
な
道
路
環
境
の
創
造

の
た
め
、
地
域
ご
と
に
、
そ
の
地
理
的
条
件
、
土
地
利
用
、

交
通
条
件
、
産
業
配
置
等
、
道
路
を
め
ぐ
る
地
域
の
状
況

に
応
じ
た
、
総
合
的
な
道
路
環
境
施
策
の
推
進
に
関
す
る

｢道
路
環
境
計
画
｣
を
策
定
し
、
同
計
画
に
基
づ
き
道
路

環
境
施
策
を
推
進
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
平
成
五
年
度
の
道
路
環
境
施
策
に
関
す
る
予
算

の
内
容
を
紹
介
す
る
。

二

地
球
温
暖
化
の
防
止

我
が
国
の
道
路
交
通
に
お
け
る
現
況
は
、
長
距
離
、
中

距
離
、
地
先
交
通
等
各
種
の
自
動
車
交
通
が
一
本
の
道
路

に
混
在
し
た
形
で
利
用
さ
れ
る
と
い
う
機
能
の
未
分
化
の

状
態
に
あ
り
、
こ
れ
が
渋
滞
を
生
む
一
原
因
と
な
っ
て
い

る
と
同
時
に
環
境
保
全
対
策
を
困
難
な
も
の
と
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
の
道
路
整
備
に
お
い
て
は
、
バ
イ

パ
ス
、
環
状
道
路
等
の
道
路
網
を
体
系
的
に
整
備
し
て
、

通
過
交
通
と
域
内
交
通
の
分
離
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

交
差
点
の
立
体
化
な
ど
既
成
市
街
地
の
交
通
混
雑
の
解
消

を
図
り
、
円
滑
な
交
通
を
確
保
し
て
、
自
動
車
交
通
に
お

け
る
効
率
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
実
現
し
、
C
0
2抑

制

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
省
エ
ネ
に
資
す
る
道
路
整

備
と
し
て
、
バ
イ
パ
ス
等
の
整
備
に
つ
い
て
、
引
続
き
積



極
的
に
実
施
す
べ
く
、
平
成
五
年
度
に
お
い
て
も
そ
の
整

備
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
表
2
に
示
す
事
業
費
を
計
上

し
て
い
る
。

ま
た
、
鉄
道
、
バ
ス
、
自
転
車
、
徒
歩
な
ど
、
多
様
な

交
通
手
段
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
面
で
も
適
切
な
粗
合
わ

せ
の
下
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
実
情
や
輸
送
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
交
通
結
節
点

の
整
備
や
自
転
車
歩
行
者
道
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
る

も
の
で
あ
る
。

三

自
然
環
境
の
保
全

道
路
の
計
画
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
自
然
環
境
等
に

関
す
る
調
査
を
踏
ま
え
、
自
然
と
の
調
和
を
目
指
し
た
路

線
選
定
等
を
行
う
と
と
も
に
、
自
然
環
境
の
豊
か
な
地
域

〈注〉 省エネ推進緊急道路事業 "バイパス ･環状道路

の整備、 交差点の立体化、 駅前広場の整備、 新
交通システムの整備、 歩道 ･自転車道の整備、
駐車場の整備等 　

　

　

　
　

白
]

表 3 自然環境と調和した道路事業
億円)

区 分
度
費

年
業

5

事
度
費

年
業

前
事

倍 率

業
業

事
惇ツ

ド
ー
ロ辯ロ

纖
コ

面
工

の

お

国

RU
1上 報

表 地球温暖化防止に資する道路事業
(単位 :億円)

区 分
度
費

年
業

5

事
度
費

年
業

前
事

倍 率

省エネ推進緊急道路事業

鯖鱗 硼

で
は
、
表
土
の
活
用
、
植
物
の
移
植
を
図
る
ほ
か
、
自
動

車
と
動
物
の
接
触
事
故
防
止
の
た
め
の
動
物
用
横
断
構
造

物

(け
も
の
道
)
の
設
置
等
、
生
態
系
全
般
と
の
共
生
を

図
る
た
め
の
構
造
･工
法
を
取
り
込
ん
だ

｢
エ
コ
ロ
ー
ド
｣

の
整
備
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
既
存
道
路
に
関
し
て
、
接
触
事
故
の
発
生
状
況

を
調
査
し
、
多
発
区
間
に
つ
い
て
は
侵
入
防
止
棚
の
設
置

等
、
緊
急
対
策
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
既
存
道
路
の
盛
土
や
切
土
等
の
の
り
面
に
つ
い

て
、
｢の
り
面
植
栽
事
業
｣
を
進
め
、
潜
在
自
然
植
生
等

を
活
用
し
た
再
緑
化
を
図
る
も
の
と
す
る
。

平
成
五
年
度
に
お
い
て
は
、
表
3
に
示
す
事
業
費
を
計

上
し
て
い
る
。

四

生
活
環
境
の
保
全
･
形
成

沿
道
の
生
活
環
境
悪
化
の
要
因
で
あ
る
大
都
市
圏
へ
の

過
度
な
集
中
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
渋
滞
を
解
消
し
、

騒
音
、
窒
素
酸
化
物
等
の
低
減
を
図
る
た
め
、
高
規
格
幹

線
道
路
、
バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
、
交
差
点
改
良
等
の
道

路
整
備
を
引
き
続
き
進
め
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
バ

イ
パ
ス
等
の
整
備
は
現
道
の
沿
道
環
境
改
善
に
効
果
的
な

対
策
で
あ
る
が
、
バ
イ
パ
ス
等
の
沿
道
に
新
た
な
環
境
問

題
が
生
じ
な
い
よ
う
、
現
在
及
び
将
来
の
土
地
利
用
の
調

和
を
図
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
環
境
影
響
調
査
等

を
行
い
、
適
切
な
環
境
保
全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。

沿
道
の
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
に
は
、
道
路
網
の
体

系
的
整
備
を
図
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
供
用
後
に
お
い
て

路
面
を
常
時
良
好
な
状
態
に
維
持
す
る
た
め
の
維
持
修
繕

が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
環
境
施
設
帯
や
遮
音
壁
等
の
設

置
の
推
進
が
極
め
て
有
効
で
あ
る
。

環
境
施
設
帯
は
、
昭
和
園
九
年
の
都
市
局
長
･
道
路
局

長
通
達

｢道
路
環
境
保
全
の
た
め
の
道
路
用
地
の
取
得
及

び
管
理
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
｣
に
基
づ
い
て
設
置
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
幹
線
道
路
に
お
い
て
沿
道
の
生
活
環

境
保
全
の
た
め
、
道
路
の
構
造
、
交
通
量
に
応
じ
て
車
道

端
か
ら
一
0
m
又
は
二
0
m
の
道
路
用
地
を
取
得
し
、
緩

衝
空
間
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
。
取
得
し
た
道
路
用
地

に
は
植
樹
帯
、
遮
音
壁
等
を
設
置
し
、
必
要
に
応
じ
て
歩

道
、
自
転
車
道
、
副
道
等
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

環
境
施
設
帯
は
、
自
動
車
交
通
に
よ
る
騒
音
、
振
動
の
距

離
減
衰
効
果
、
大
気
汚
染
に
対
す
る
拡
散
効
果
な
ど
様
々

な
効
果
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
。

遮
音
壁
は
、
自
動
車
交
通
騒
音
の
低
減
に
極
め
て
有
効

で
あ
り
、
比
較
的
容
易
な
対
策
の
た
め
、
昭
和
四
〇
年
代

頃
か
ら
設
置
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
し
か
し
、
平
面
道
路

等
で
は
沿
道
の
土
地
利
用
を
著
し
く
制
約
す
る
こ
と
な
ど

か
ら
設
置
場
所
が
限
定
さ
れ
、
有
料
の
自
動
車
専
用
道
路

に
設
置
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

近
年
、
ノ
イ
ズ
レ
デ
ュ
ー
サ
、
低
騒
音
舗
装
な
ど
、

様
々
な
沿
道
土
地
利
用
に
対
応
可
能
な
騒
音
低
減
技
術
が

開
発
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
今
後
と
も
、
こ
れ
ら
技
術
開
発



表 4 沿道整備道路の指定状況及び沿道整備計画の決定状況
(平成5年1月 1日現在)

沿 道 整 備 道 路 の 指 定 状 況 沿 道 整 備 計 画 の 決 定 状 況

NG 道 路 名 区 間 延長(kの 公告年月 地 区 延長(km) 告示年月

l

一般国道43号 尼崎市東本町
~神戸市灘区味泥町

20.2

S 57. 8高速神戸西宮線 神戸市灘区大石南町
~西宮市今津水波町

12.6

高速大阪西宮線 尼崎市東本町
~西宮市今津水波町

7.3

2 環状7号線 大田区大森本町
~江戸川区臨海町地先内

うち
大田区大森本町~練馬区小竹町

足立区新田~同区中川

練馬区小竹町~足立区新田

足立区中川~葛飾区東新小岩

葛飾区東新小岩
~江戸川区臨海町地先

55,5

23.2

10.9

6.5

5.O

9.9

S 58,11

S 59. 8

S 62.l2

S 62.12

H 2. 3

大田区環7 64 S63. 1

目黒区環7 2.7 S63. 1

世田谷区環7野沢地区南部 1･0 S 62.11

世田谷区環7野沢地区北部 0･7 S61. 8

世田谷区環7三軒茶屋 ･上馬地区 0.9 S62. 3

世田谷区環7代田南部 ･若林地区 17 S 62.11

世田谷区環7代田北部地区 0.5 S 62.11

世田谷区環7大原 ･羽根木地区 l･1 S 62. 3

杉並区環7 4.2 S 62. 1

中野区環7 1.9 S 60. 6

練馬区環状7号線桜台 ･栄町 ･豊
玉地区

2.1 S 63. 1

練馬区羽沢 ･小竹町地区 0.8 S 62. 1

板橋区環状7号線 4 1 H 1･10

北区環状7号線 24 H 1. 4

足立区環状7号線A地区 1.2 S 62. 4

足立区環状7号線B地区 1･7 S 63. 1

足立区環状7号線C地区 4.5 H 1. 3

足立区環状7号線D地区 2.8 H 1. 3

葛飾区環状7号線 4.8 H 3. 1

江戸川区環状7号線 9.9 H 4.12

小 計 555

3

羽田上高井戸岩淵線

(環状8号線)

練馬区春日町~同区北町

うち 練馬区北町

0.8

0.4

S 61. 3

S 58.11

練馬区北町･早宮地区 0.4 S 59.11

練馬区春日町二丁目地区 0.4 S 6L 8

板橋区相生町~同区志村 0･7 H 1. 9 板橋区環状8号線A地区 0･7 H 2.12

小 計 1総 小 計 L 5

4 一般国道4号 足立区梅田~同区西保木間 5.1 S 59. 8

国道4号A地区 (日光街道) 3.7 S 62. 1

国道4号B地区 (日光街道) 14 H 1. 3

小 計 51

5 一般国道23号 四日市市北納屋町
~同市西末広町

1,2 S 59. 9 国道23号四日市地区 l.2 S 62.11

計 合 計
83.5(延べ
103.4)

合 計 (26地区) 63.3

整
備
対
策
と
し
て
、
昭
和
五
一
年
の
都
市
局
長
･
道
路
局

長
通
達

｢高
速
自
動
車
国
道
等
の
周
辺
に
お
け
る
自
動
車

交
通
騒
音
に
係
る
障
害
の
防
止
に
つ
い
て
｣
に
基
づ
く
住

に
保
全
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
幹

線
道
路
と
沿
道
の
土
地
利
用
と
の
調
和
を
積
極
的
に
図
る

沿
道
整
備
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
沿
道

を
強
力
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
都
市
部
の
幹
線
道
路
に
お
い
て
は
、
道
路
構

造
の
改
善
の
み
で
は
沿
道
の
生
活
環
境
を
有
効
か
つ
適
正
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宅
の
防
音
工
事
等
の
助
成
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
同

策
定
さ
れ
た
区
域
内
で
、

助
成
は
高
速
自
動
車
国
道
及
び
都
市
高
速
道
路
の
周
辺
地

①

市
町
寸
が
土
地

域
に
お
い
て
、
適
切
な
道
路
構
造
上
の
対
策
を
実
施
し
て

も
な
お
夜
間
の
自
動
車
交
通
騒
音
に
係
る
障
害
が
著
し
い

住
宅
に
つ
い
て
、
緊
急
的
な
措
置
と
し
て
、
騒
音
障
害
を

防
止
又
は
軽
減
す
る
た
め
に
必
要
な
工
事
に
要
す
る
費
用

を
道
路
管
理
者
が
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
制
度
に
つ

い
て
は
、
従
来
か
ら
防
音
工
事
に
よ
っ
て
は
騒
音
障
害
の

軽
減
効
果
が
少
な
い
と
認
め
ら
れ
る
住
宅
に
つ
い
て
は
、

住
宅
所
有
者
等
の
申
出
に
よ
り
、
移
転
に
要
す
る
費
用
の

助
成
を
行
っ
て
い
た
が
、
平
成
五
年
度
か
ら
は
、
過
去
に

防
音
工
事
助
成
を
受
け
た
住
宅
で
あ
っ
て
も
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
住
宅
所
有
者
等
が
移

転
を
希
望
す
る
場
合
は
、
移
転
費
用
の
助
成
を
行
う
こ
と

と
な

っ
た
。

ま
た
、
昭
和
五
五
年
に
は

｢幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備

に
関
す
る
法
律

(沿
道
法
)
｣
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
基

づ
き
沿
道
整
備
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
高
速
自

動
車
国
道
等
だ
け
で
な
く
、
一
般
道
路
を
含
め
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
自
動
車
交
通
騒
音
の
著
し
い
幹
線
道
路
に

つ
い
て
、
知
事
が
建
設
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
沿
道
整
備

道
路
と
し
て
指
定
し
、
道
路
構
造
の
改
善
の
推
進
等
の
措

置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
そ
の
沿
道
に
対
し
防
音
、
遮
音

上
の
制
限
な
ど
の
事
項
を
沿
道
整
備
計
画
に
定
め
、
沿
道

の
土
地
利
用
を
適
正
な
方
向
に
誘
導
す
べ
く
諸
施
策
を
講

ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

入
口
首
ニ
レムム
"｣
±
全
プ
ア
、
信
也
鞍
~{レ
ー
多
く
1は
、
八
口
首
旦改
三
蛙一隅
斗
月前
門
編
′

①

市
町
村
が
土
地
を
買
い
入
れ
る
場
合
に
お
け
る
国

の
資
金
の
無
利
子
貸
付
け

②

緩
衝
建
築
物
の
建
築
等
の
費
用
に
対
す
る
道
路
管

理
者
の
一
部
負
担

③

市
町
村
の
条
例
に
よ
り
、
建
築
物
の
構
造
に
関
す

る
防
音
上
の
制
限
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
既

存
住
宅
の
防
音
工
事
費
に
対
す
る
道
路
管
理
者
の
一

部
助
成

の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。

沿
道
法
に
基
づ
く
沿
道
整
備
道
路
の
指
定
及
び
沿
道
整

備
計
画
の
決
定
状
況
は
表
4
の
と
お
り
で
あ
る
。
他
の
路

線
に
つ
い
て
も
、
沿
道
整
備
道
路
の
指
定
、
沿
道
整
備
計

画
の
策
定
に
向
け
て
検
討
、
協
議
等
が
行
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

資、 緩衝建築物への負担、 防音助成

〈注〉 1. 環境対策特別推進事業 :高架裏面吸音板、

区 分
度
費

年
業

5

事
度
費

年
業

前
事

倍 率

業
等
化
業

鱗
帯

事

縦
設
緑
備

驚
施
路
整

凝
境

道

環
環
道
沿

逮

銘
“

盡

眺
“

即
瑯
断
切

　
　

　

　　
　

新

･･

:

　
　

　

　
　
　

　

　
　

表 5 良好な生活環境創造のための道路事
業

沿
道
法
に
よ
る
施
策
の
ほ
か
、
昭
和
六
〇
年
度
に
道
路

開
発
資
金
制
度
が
発
足
し
、
こ
の
制
度
に
基
づ
く
事
業
の

う
ち
沿
道
整
備
に
資
す
る
事
業
と
し
て
、
都
市
内
の
新

設
･
改
築
道
路
に
接
し
て
行
わ
れ
る
緩
衝
性
建
築
物
の
建

築
に
対
し
て
融
資
す
る
沿
道
型
都
市
改
造
事
業
、
沿
道
整

備
道
路
に
接
し
て
行
わ
れ
る
緩
衝
性
建
築
物
の
建
築
に
対

し
て
融
資
す
る
沿
道
環
境
整
備
事
業
等
が
あ
る
。
こ
の
た

め
、
平
成
五
年
度
に
お
い
て
は
、
道
路
構
造
の
改
善
に
よ

る
沿
道
の
環
境
保
全
対
策
と
し
て
表
5
に
示
す
事
業
費
を

計
上
し
て
い
る
。

六

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
建
設
省
で
は
道
路
の
整
備
･
管
理
の

主
体
と
し
て
、
平
成
五
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
種
々

の
施
策
を
積
極
的
に
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
の
施
策
を
土
地
利
用
、
交
通
条
件
等
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
て
、
総
合
的
･
計
画
的
に
推

進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
沿
道
の
生
活
環
境

の
保
全
に
当
た
っ
て
は
、
抜
本
的
な
対
策
で
あ
る
自
動
車

構
造
の
改
善
を
は
じ
め
と
す
る
種
々
の
対
策
を
総
合
的
に

講
じ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

一
方
、
生
活
環
境
の
豊
か
さ
に
加
え
て
、
国
民
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
に
伴
い
、
快
適
で
美
し
い
道
路
整
備
が
要
請
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
も
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
て
、
地
球
･
自

然
･
人
に
や
さ
し
い
道
路
整
備
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
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道路関係予算
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

設
省
都

街
路
課
言

建
設
省
都
市
局
街
路
課
課
長
補
佐

松
井

直
人

は
じ
め
に

都
市
は
、
国
民
の
約
七
割
の
人
々
が
居
住
す
る
と
と
も

に
、
生
産
･
管
理
･
サ
ー
ビ
ス
･
消
費
等
の
主
要
な
活
動

の
場
で
あ
り
、
良
好
な
市
街
地
の
形
成
、
円
滑
な
都
市
活

動
の
維
持
･
増
進
を
図
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
発
展
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
都
市
の
最
も
基
礎
的
な
施
設
で
あ
る
街
路

は
、
都
市
交
通
を
処
理
す
る
と
と
も
に
、
沿
道
の
施
設
等

へ
ア
ク
セ
ス
す
る
機
能
の
ほ
か
、
良
好
な
街
区
、
居
住
環

境
の
形
成
、
公
共
公
益
施
設
の
収
容
、
延
焼
防
止
、
避
難

路
等
の
都
市
防
災
の
た
め
の
空
間
等
多
様
な
機
能
を
有
し

て
お
り
、
円
滑
な
都
市
活
動
と
安
全
･
快
適
な
都
市
生
活

の
実
現
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
役
割
を
担
っ
て

い
る
。

し
か
し
、
街
路
の
整
備
状
況
は
都
市
化
の
進
展
に
対
し

て
著
し
く
立
ち
遅
れ
て
お
り
、
平
成
三
年
三
月
末
現
在
、

市
街
地
内
に
お
い
て
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
道
路
延
長
約

四
三
、
八
〇
〇
如
に
対
し
て
約
二
二
、

一
四
0
m
、

五
0
･
五
%
が
整
備
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は

市
街
地
面
積
一
孃
当
り
約
一
･
三
蝋
の
密
度
に
相
当
し
、

長
期
的
整
備
目
標
水
準
と
さ
れ
て
い
る
一
孃
当
り
三
･
五

畑
の
約
三
分
の
一
の
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

第
n
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、
豊
か
な

生
活
、
人
･
自
然
に
優
し
い
環
境
の
形
成
を
め
ざ
し
て
、

安
全
か
つ
円
滑
な
都
市
交
通
の
確
保
、
快
適
な
生
活
環
境

の
創
造
、
良
好
な
市
街
地
の
整
備
等
を
図
る
た
め
、
平
成

五
年
度
か
ら
平
成
九
年
度
末
ま
で
に
地
域
高
規
格
道
路
等

都
市
交
通
の
円
滑
化
や
望
ま
し
い
都
市
構
造
へ
の
誘
導
に

資
す
る
幹
線
街
路
を
重
点
に
市
街
地
に
お
い
て
約
四
、0
○
○

如
の
都
市
計
画
道
路
を
街
路
事
業
等
に
よ
り
整
備
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
街
地
面
積
当
り
の
幹
線
道
路
密
度
を
一
･
三

如
/
孃
か
ら
一
･
五
如
/
婦
に
引
き
上
げ
、
ま
た
、
大
都

市
圏
等
に
お
け
る
住
宅
宅
地
整
備
や
地
方
拠
点
都
市
地
域

等
に
お
け
る
新
し
い
拠
点
整
備
を
重
点
に
面
整
備
事
業
約

三
五
〇
霰
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
一
層
の

予
算
の
伸
び
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

一
街
路
事
業
関
係
予
算
の
概
要

第
u
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
初
年
度
に
あ
た
る
平

成
五
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
ラ
ー
ジ
街
路

(街
路
事

1

業
、
区
画
整
備
事
業
、
再
開
発
事
業
、
街
路
交
通
調
査
)

9セ

の
予
算
額

(N
T
T
i
B
型
事
業
、
緊
急
地
方
道
路
整
備

醗

事
業
を
含
む
)
を
、
総
額
=

、
六
二
二
億
円

(対
前
年

角

度
比
一
･
0
四
)
と
し
た
。
こ
の
う
ち
生
活
関
連
重
点
化



表 1 平成 5年度街路事業費所管別予算額
平
成
五
年
度
の
街
路
事
業

(ス
モ
ー
ル
街
路
)
の
予
算

　　　
　要礬

二

街
路
事
業
の
要
求
概
要

枠
に
係
る
事
業
費
は
約
三
四
五
億
円

(対
前
年
度
比

一
.
八
○
)
で
あ
る
。

な
お
、
街
路
事
業
予
算
額
の
所
管
別
内
訳
は
表
1
に
示

(単位 :百万円)

5年度 前年度 倍 率

事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費

内地

街路
区画
再開発

調査

1,056 ,013

751,579

249,572

51,482

3,380

546 ,957

389,732

129 ,200

26 ,641

19384

1,015 ,641

723,583

239 ,068

49 ,610

39380

543 ,278

387,388

128,148

26,358

L 384

1 .04

1.04

1.04

1 .04

1.00

1.01

1.01

1･01

1.01

1.00

北海道
街路
区画
調査

76,024

66,216

9 ,630

178

39 ,015

33 ,996

4,955

64

73 ,991

64 ,504

9 ,309

178

39 ,745

34 ,643

5 ,038

64

1.03

1.03

1.03

1 .00

0 ,98

0 .98

0 .98

1.00

沖縄
街路
区画
再開発
調査

26,122

17,432

8 ,011

566

113

21,319

14,077

6,909

292

41

25 ,410

16,932

7,799

566

113

20 ,569

13 ,587

6 ,649

292

41

1.03

1.03

1.03

1.00

1･00

1.04

1 ,04

1.04

1.00

1 .00

離島
街路
区画

3,118

3 ,110

8

1,737

1,733

4

2 ,856

2 ,844

12

1 ,713

1,706

7

1.09

1.09

0 .67

1.01

1 .02

0.57

奄美
街路
区画

923

583

340

542

372

170

1,227

581

646

734

397

337

0 .75

1･00

0 .53

0.74

0,94

0 .50

全国
街路
区画
再開発

調査

1,162,200

838,920

267 ,561

52 ,048

3,671

609 ,570

439,910

141,238

26,933

1,489

1,119 ,125

808 ,444

256 ,834

50 ,176

3,671

606,039

437 ,721

140 ,179

26 ,650

1,489

1.04

1.04

L 04

1.04

1.00

1･01

1 .01

1.01

1･01

1 ･00

(注) 緊急地方道路整備事業、 N T T - B 型事業及び生活関連重点化枠を含む。

表 2 平成 5年度街路事業費予算額
(単位 :百万円)

区 分
5年度間 前年度(B) 倍率 (A / B )

事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費

改 築
連 続 立 体 交 差
立 体 交 差
橋 梁 整 備
共 同 溝 設 置
歩 行 者 専 用 道 整 備
モノ レー ル 道 等 整 備

小 計
(う ち N T T ‐B 型 )
(うち生活関連重点化枠)
N T T - A 型

合 計

648 ,611

93 ,798

45 ,715

31,244

1,142

4,655

13,755

838,920

(153 ,501)

( 22,825)

18 ,515

857,435

340,578

48 ,811

23,924

16 ,656

571

2 ,327

7,043

439 ,910

( 78,190)

( 11,559

9,641

449 ,551

627,381

89 ,468

43,215

29,071

1,142

4 ,412

13 ,755

808 ,444

(136 ,343)

( 12 ,925)

20 ,300

828 ,744

338 ,669

48 ,762

23 ,797

16 ,133

571

2 ,206

7 ,583

437,721

( 75,135)

( 7 ,101)

10 ,600

448 ,321

1.03

1.05

1.06

1.07

1.00

1.06

1.00

1.04

( 1 1 3)

( 1.77)

0 .91

1.03

1.01

1.00

1 ,01

1.03

1.00

1.06

0.93

1.01

( 1.04)

( 1.63)

0 .91

1 .00

(注) 1. 平成 5年度より、 道路改良及び舗装新設を統合して、 改築とする。
2, 緊急地方道路整備事業を含む。
3. ｢うちN T T - B 型｣ は、 旧N T T - B 型である。
4, 5 年度国債費には、 ほかにN T T - B 償還時補助7,203百万円がある。

額
は
、
事
業
費
約
八
、
三
八
九
億
円
、
(国
費
四
、三
九
九

億
円
)、
対
前
年
度
比
一
･
0
四
、
う
ち
生
活
関
連
重
点

化
枠
に
係
る
事
業
費
約
二
二
八
億
円
(国
費
-
-
六
億
円
)

と
な
っ
て
い
る
。
街
路
事
業
費
の
工
種
別

(目
の
細
分
)

の
内
訳
は
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。

‘
樅
ノ

ーー
ノ

&
円
、
(国
費
四
、三
九
九

以
下
の
新
規
施
策
等
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

億
円
)、
対
前
年
度
比
一
･
0
四
、
う
ち
生
活
関
連
重
点

③

複
合
交
通
空
間
整
備
事
業
の
創
設

化
枠
に
係
る
事
業
費
約
二
二
八
億
円
(国
費
-
-
六
億
円
)

都
市
の
拠
点
地
区
及
び
交
通
結
節
点
等
に
お
い
て
、
従

と
な
っ
て
い
る
。
街
路
事
業
費
の
工
種
別

(目
の
細
分
)

来
未
利
用
、
低
利
用
で
あ
っ
た
鉄
道
等
の
各
種
都
市
施
設

の
内
訳
は
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。

の
上
空
空
間
、
都
市
内
の
建
築
空
間
及
び
地
下
空
間
を
活

用
し
て
公
共
的
施
設
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
交
通

2

新
規
施
策
等

結
節
機
能
と
歩
行
機
能
の
強
化
を
行
い
、
適
切
な
総
合
交

街
路
事
業
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
応
え
る
た
め
、

通
体
系
の
形
成
を
図
る
た
め
、
複
合
空
間
基
盤
施
設
整
備

i首行セ qR 1 6 0



歩
行
者
の
多
い
中
心
市
街
地
に
お
い
て
、
よ
り
ゆ
と
り

あ
る
快
適
な
歩
行
者
空
間
を
形
成
す
る
た
め
に
、
歩
道
の

機
能
を
補
完
す
る
公
共
的
空
間
を
一
定
区
間
に
わ
た
っ
て

連
続
的
に
確
保
、
整
備
す
る
。

@

沿
道
再
開
発
型
街
路
事
業
の
創
設

都
市
に
お
け
る
土
地
利
用
の
高
度
化
が
進
む
中
で
、
都

市
内
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
向
上
し
、
円
滑
な
都
市
活
動
を
確

保
す
る
に
は
、
高
い
交
通
処
理
機
能
を
も
つ
都
市
内
幹
線

道
路
の
体
系
的
な
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、

公
共
施
設
管
理
者
負
担
金
制
度
を
活
用
し
た
市
街
地
再
開

発
手
法
に
よ
り
街
路
整
備
を
行
う
、
沿
道
再
開
発
型
街
路

事
業
を
推
進
す
る
。

推
(3) 進

充 ず
実 沿 る

③

沿
道
に
お
け
る
公
共
的
空
間
の
連
続
的
確
保
方
策
の

事
業
、
複
合
交
通
拠
点
整
備
事
業
を
統
合
し
、
複
合
交
通

空
間
整
備
事
業
を
創
設
、
推
進
す
る
。

②

地
方
拠
点
都
市
地
域
の
形
成
を
支
援
す
る
た
め
の
街

路
事
業
の
実
施

地
方
拠
点
都
市
地
域
を
は
じ
め
地
方
の
発
展
の
核
と
な

る
都
市
に
お
い
て
高
次
都
市
機
能
の
育
成
･
集
積
を
促
進

す
る
た
め
、
地
域
高
規
格
道
路
、
放
射
環
状
道
路
、
都
心

の
顔
と
な
る
シ
ン
ボ
ル
道
路
、
連
続
立
体
交
差
事
業
、
商

店
街
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
街
路
、
良
好
な
環
境
を
創

出
す
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
高
い
道
路
等
の
整
備
を
重
点
的
に

3

施
策
別
事
業
方
針

街
路
事
業
は
、
街
路
の
も
つ
多
様
な
機
能
を
反
映
し
て
、

様
々
な
施
策
目
的
に
沿
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で

は
こ
れ
ら
施
策
の
う
ち
、
平
成
五
年
度
の
重
要
事
項
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
別
の
要
求
額

は
表
3
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

表 3 街路事業施策別予算額
(単位 :百万円)

5年度 前年度 倍 率

事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費

(1)都市の基盤となる幹線街路網の計画的整備
都市骨格幹線街路等
連続立体交差
立体交差

675,769
93,798
45,715

359,6lo
48,811
23,924

657,159
89.468
43,215

355,273
48,762
23,797

1.03
1.05
1,06

1･01
1･00
1･01

(2)住宅宅地供給の促進に資する街路整備
住宅 ･宅地関連街路 144,024 75,710 1371 66 74,267 1.05 1.02

国地域及び都市の活性化に資する街路
商店街活性化街路事業
都市拠点形成に資する街路事業
沿道区画整理型街路事業
街路緑化
環境施設帯等

40,970
36,185
14,319
41,994
8,541

21,567
18,989
7,415
2l,939
4,404

39,145
32,314
13,680
40,381
8,030

21,293
l7,625
7,350
21,601

4 313

1.05
1.12
1.05
1.04
l.06

L 01
1.08
1･01
1.02
L 02

{4"斯滞対策及び駐車場等の整備
渋滞対策緊急実行計画関連事業
渋滞対策推進計画実施事業
街路事業と併せて行う駐車場整備
駐車場案内システム
自転車駐車場

160,968
31,832
5,000
3,510
7,004

84,572
l7'011
2,500

L 819
3,414

155,492
30,556
2,000
墓755
5,442

84,093
16,915

L ooo
878

2,686

1.04
1.04
2.50
2.00
上29

1･01
1･0l
2.50
2.07
12 7

国公共交通対策としての街路事業
都市モノレール及び新交通システム
駅前広場

13,755
15,340

7,043
7,861

13,755
14,750

7,583
7,788

1･00
1.04

0.93
1･01

(6)豊かな都市景観形成のための街路整備
歴史的地区環境整備街路事業
都市景観形成モデル事業
シンボルロード整備事業

l,537
7,163
3,266

847
3.フ30
1,633

1,434
6,857
2,864

791
3,7lo
1,480

1･07
1.04
1.14

1･07
1･01
1･10

(7)安全で快適な居住環境のための街路事業
居住環境整備事業
スノートピア道路事業
歩行者専用道整備事業
避難路等
総合都市交通施設整備事業

5,202
3,661
6,570

123,750
8,290

2,601
1,920
32 85
65,246
4,430

52 02
3,489
6,227

124,149
8,051

2,601
1,845
3よ=
67,467
4,423

1･00
1.05
1.06
1･00
L 03

L oo
1.04
1.06
0.97
1･00

(8)都市空間の有効利用に資する街路整備
地下交通ネットワーク整備事業
複合交通空間整備事業
共同溝
キャプシステム整備事業

5,000
831

1,142
物421

2,500
277
571

1,238

3,956
777

1,142
2,330

1,978
259
571

L 175

L 26
l･07
l･00
l.04

1.26
1･07
1･00
1.05

(注) 生活関連重点化枠分を含む。

　　 　　　　　　 　　　



の

都
市
の
基
盤
と
な
る
幹
線
街
路
網
の
計
画
的
な
整
備

の
推
進

①

地
域
高
規
格
道
路
の
整
備

都
市
活
動
を
支
え
る
放
射
･
環
状
道
路
な
ど
、
特

に
高
い
走
行
機
能
が
求
め
ら
れ
る
主
要
幹
線
道
路
に

お
い
て
、
交
差
点
の
連
続
的
な
立
体
交
差
化

(高
架

ま
た
は
地
下
式
)
を
は
じ
め
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
へ
の
配

慮
や
沿
道
と
の
一
体
整
備
な
ど
を
行
い
、
定
時
性
･

速
達
性
･
安
全
性
･
快
適
性
の
確
保
さ
れ
た
規
格
の

高
い
都
市
内
道
路
網
を
重
点
的
に
整
備
す
る
。

②

幹
線
街
路
網
の
体
系
的
整
備

都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
幹
線
街
路
、
市
街
地
に

お
け
る
都
市
交
通
の
確
保
に
必
要
な
幹
線
街
路
及
び

良
好
な
居
住
環
境
を
形
成
す
る
住
区
幹
線
街
路
の
体

系
的
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
幹
線
街
路
の
整
備
の
一
環
と
し

て
、
高
速
道
路
、
空
港
、
下
水
道
等
他
の
公
共
･
公

益
施
設
に
関
連
す
る
街
路
の
整
備
を
促
進
す
る
。

③

連
続
立
体
交
差
及
び
立
体
交
差

道
路
交
通
の
円
滑
化
と
市
街
地
の
一
体
的
発
展
を

図
る
た
め
、
複
数
の
幹
線
道
路
と
鉄
道
と
の
立
体
交

差
化
を
行
う
と
と
も
に
、
多
数
の
踏
切
を
一
挙
に
除

却
す
る
連
続
立
体
交
差
事
業
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
交
通
の
隣
路
と
な
っ
て
い
る
踏
切
道
等
に

お
い
て
立
体
交
差
事
業
を
推
進
す
る
。

の

住
宅
･
宅
地
供
給
の
促
進
に
資
す
る
街
路
整
備
の
推

進
住
宅
･
宅
地
の
供
給
の
促
進
を
図
り
、
か
つ
、
良
好
な

市
街
地
の
計
画
的
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
大
都
市
法
に

基
づ
く
住
宅
宅
地
の
重
点
供
給
地
域
や
、
各
地
域
の
宅
地

開
発
及
び
住
宅
建
設
区
域
に
係
る
宅
地
開
発
誘
導
道
路
を

は
じ
め
と
す
る
関
連
街
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

③

地
域
及
び
都
市
の
活
性
化
に
資
す
る
街
路
整
備
の
推

進
①

商
業
市
街
地
振
興
整
備
の
た
め
の
街
路
事
業

(商
店
街
活
性
化
街
路
事
業
)

既
存
商
店
街
に
お
い
て
は
活
力
･
魅
力
を
取
り
戻

す
た
め
、
ま
た
郊
外
部
等
に
お
い
て
は
大
規
模
店
舗

と
共
生
し
う
る
新
た
な
商
業
集
積
拠
点
の
整
備
を
促

進
す
る
た
め
、
関
連
す
る
街
路
整
備
を
重
点
的
か
つ

機
動
的
に
実
施
す
る
。

②

新
し
い
都
市
拠
点
の
形
成
に
資
す
る
街
路
事
業

土
地
利
用
の
高
度
化
･
適
正
化
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
国
際
化
･
情
報
化
の
進
展
に
対
応
し
た
高
度

都
市
機
能
の
強
化
を
図
る
た
め
、
工
場
跡
地
や
鉄
道

跡
地
等
の
大
規
模
空
閑
地
を
活
用
し
つ
つ
、
新
し
い

都
市
拠
点
形
成
に
資
す
る
街
路
事
業
を
推
進
す
る
。

特
に
、
交
通
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ
く
街
路
整
備
計

画
の
策
定
と
適
正
な
開
発
者
負
担
の
導
入
を
図
り
な

が
ら
行
う
土
地
利
用
高
度
化
促
進
街
路
事
業
を
重
点

的
に
実
施
す
る
。

③

沿
道
整
備
･
沿
道
環
境
対
策
に
資
す
る
街
路
事
業

(沿
道
整
備
と
一
体
と
な
っ
た
街
路
整
備
…
沿
道
区

画
整
理
型
街
路
事
業
)

既
成
市
街
地
を
中
心
に
、
沿
道
市
街
地
の
機
能
保

全
と
健
全
な
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
幹
線
街
路

と
沿
道
市
街
地
を
一
体
的
に
整
備
す
る
沿
道
区
画
整

理
型
街
路
事
業
を
推
進
す
る
。

(沿
道
環
境
対
策
の
た
め
の
街
路
整
備
)

良
好
な
道
路
環
境
の
形
成
と
周
辺
の
生
活
環
境
を

保
全
す
る
た
め
、
道
路
の
緑
化
、
環
境
施
設
帯
の
整

備
等
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
幹
線
街
路
の
周
辺
に
お
い
て
、
沿
道
整
備

計
画
の
策
定
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
融
資
制
度
等

に
よ
り
市
町
村
の
土
地
の
買
入
れ
、
緩
衝
建
築
物
の

建
築
、
住
宅
の
防
音
構
造
化
等
を
行
う
沿
道
環
境
整

備
事
業
を
行
う
。

④

渋
滞
対
策
及
び
駐
車
場
等
の
整
備
の
推
進

①

新
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム

都
市
化
の
進
展
に
伴
い
、
交
通
渋
滞
は
市
民
生
活

や
都
市
活
動
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
従
来
よ
り
実
施
し
て
い
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
等
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
加
え
新
た
に
交
通

需
要
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
施
策
等
を
内
容
と
す
る

｢新

渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
を
策
定
し
、
渋
滞
対
策
を

推
進
す
る
。

②

街
路
事
業
と
併
せ
て
行
う
駐
車
場
整
備
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都
市
に
お
け
る
道
路
交
通
混
雑
の
緩
和
、
交
通
事

構
造
)
の
整
備
を
街
路
事
業
と
し
て
行
う
。

応
じ
て
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
都
市
の
顔
に
ふ
さ
わ
し

故
の
防
止
及
び
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

ま
た
、
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス
シ
ス
テ
ム
の
整
備
の

い
質
の
高
い
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
の

.
用

を
住
、

街
路
事
業
に
併
せ
一
体
的
に
整
備
さ
れ
る
駐
車
場
を

特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
よ
り
整
備
す
る
。

③

駐
車
場
関
連
街
路
と
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム

(駐
車
場
関
連
街
路
)

有
料
道
路
融
資
事
業
に
よ
る
都
市
計
画
駐
車
場
の

整
備
に
併
せ
て
、
当
該
駐
車
場
を
利
用
す
る
上
で
の

利
便
性
の
向
上
や
整
備
費
用
の
軽
減
を
目
的
と
し
た

関
連
街
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

(駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム
)

都
市
内
に
お
け
る
安
全
か
つ
円
滑
な
道
路
交
通
の

確
保
を
図
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
が
策
定
し
た
計

画
に
基
づ
き
、
駐
車
場
の
位
置
、
利
用
状
況
等
の
案

内
を
行
う
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
推
進
す

る
↓。

④

自
転
車
駐
車
場

鉄
道
駅
周
辺
、商
業
市
街
地
に
お
け
る
自
転
車
(原

動
機
付
自
転
車
を
含
む
。)
の
大
量
放
置
等
に
対
処

す
る
た
め
、
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
を
推
進
す
る
。

③

公
共
交
通
対
策
と
し
て
の
街
路
整
備
の
推
進

①

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
及
び
新
交
通
シ
ス
テ
ム

都
市
に
お
け
る
交
通
混
雑
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、

道
路
交
通
の
効
率
化
及
び
道
路
空
間
の
有
効
利
用
を

図
る
た
め
、
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
及
び
新
交
通
シ
ス
テ

ム
の
イ
ン
フ
ラ
部
分

(基
礎
、
支
柱
、
桁
等
の
下
部

ま
た
、
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス
シ
ス
テ
ム
の
整
備
の

推
進
を
図
る
。

②

駅
前
広
場
等
の
交
通
結
節
点
の
整
備

鉄
道
駅
に
集
中
す
る
バ
ス
、
自
動
車
、
歩
行
者
等

の
多
様
な
交
通
を
円
滑
に
処
理
す
る
た
め
、
駅
前
広

場
の
整
備
を
推
進
す
る
。

⑩

豊
か
な
都
市
景
観
形
成
の
た
め
の
街
路
整
備
の
推
進

①

歴
史
的
地
区
環
境
整
備
街
路
事
業

(愛
称
…
歴
み
ち
)

歴
史
的
価
値
の
あ
る
地
区
に
つ
い
て
、
通
過
交
通

の
迂
回
を
主
目
的
と
す
る
幹
線
街
路

(ミ
ニ
バ
イ
パ

ス
)
の
整
備
に
あ
わ
せ
、
歴
史
的
み
ち
す
じ
を
含
む

地
区
内
道
路
の
体
系
的
整
備
を
行
い
、
歴
史
的
環
境

と
生
活
環
境
の
調
和
に
資
す
る
歴
史
的
地
区
環
境
整

備
街
路
事
業
を
推
進
す
る
。

②

都
市
景
観
形
成
モ
デ
ル
事
業

良
好
な
都
市
景
観
の
保
全
と
形
成
を
図
る
た
め
、

景
観
形
成
上
重
要
な
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
指

定
し
、
都
市
景
観
形
成
の
た
め
の
計
画
を
策
定
し
て
、

街
路
事
業
及
び
公
園
事
業
を
重
点
的
に
実
施
す
る
都

市
景
観
形
成
モ
デ
ル
事
業
を
推
進
す
る
。

③

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
整
備
事
業

親
し
み
と
う
る
お
い
の
あ
る
街
路
空
間
の
形
成
を

図
る
た
め
、
郷
土
色
豊
か
な
並
木
の
形
成
、
広
幅
員

の
歩
道
の
整
備
、
電
線
類
の
地
中
化
な
ど
を
必
要
に

い
質
の
高
い
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
の
整
備
事
業
を
推
進

す
る
。

の

安
全
で
快
適
な
居
住
環
境
の
形
成
に
資
す
る
街
路
整

備
の
推
進

①

居
住
環
境
整
備
事
業

通
過
交
通
に
よ
っ
て
交
通
事
故
の
危
険
や
騒
音
、

排
気
ガ
ス
等
に
よ
る
環
境
の
悪
化
等
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
既
成
の
住
宅
市
街
地
に
お
い
て
、
地
域
内
の

補
助
幹
線
街
路
や
歩
行
者
専
用
道
路
を
体
系
的
に
整

備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
居
住
環
境
の
改
善
を
図
る
居

住
環
境
整
備
事
業
を
推
進
す
る
。

②

ス
ノ
ー
ト
ピ
ア
道
路
事
業

豪
雪
地
帯
の
都
市
に
お
け
る
冬
期
の
都
市
機
能
の

向
上
と
、
居
住
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
の
整
備
計

画
を
策
定
し
、
積
雪
堆
雪
に
配
慮
し
た
体
系
的
な
市

街
地
内
道
路
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
消
融
雪
施
設
、

流
雪
溝
等
の
整
備
を
行
う
ス
ノ
ー
ト
ピ
ア
道
路
事
業

を
推
進
す
る
。

③

歩
行
者
専
用
道
整
備
事
業

歩
行
者
･
自
転
車
交
通
の
安
全
と
良
好
な
都
市
環

境
の
形
成
を
図
る
た
め
、
歩
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
の
一
環
と
し
て
、
歩
行
者
専
用
道

(自
転
車
歩

行
者
専
用
道
を
含
む
。)
の
整
備
を
推
進
す
る
。

④

避
難
路
等
の
整
備

大
震
火
災
時
等
に
お
け
る
都
市
住
民
の
安
全
を
確
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保
す
る
た
め
、
避
難
路
等
防
災
機
能
に
特
に
配
慮
し

た
街
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

⑤

総
合
都
市
交
通
施
設
整
備
事
業

都
市
活
動
が
集
中
し
て
い
る
都
市
部
及
び
鉄
道
駅

周
辺
に
お
い
て
、
都
市
交
通
の
円
滑
化
及
び
良
好
な

都
市
交
通
環
境
の
形
成
を
図
る
た
め
、
地
区
の
外
郭

を
形
成
す
る
幹
線
街
路
、
歩
行
者
専
用
道
、
駐
車
場

等
の
交
通
施
設
の
整
備
を
面
的
か
つ
総
合
的
に
行
う

総
合
都
市
交
通
施
設
整
備
事
業
を
推
進
す
る
。

③

都
市
空
間
の
有
効
利
用
に
資
す
る
街
路
整
備
の
推
進

①

地
下
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業

大
都
市
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
区
や
大
規
模
再
開
発
地

区
等
に
お
い
て
、
歩
行
者
及
び
自
動
車
交
通
を
円
滑

に
処
理
し
、
安
全
で
快
適
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め

地
区
の
地
下
利
用
に
関
す
る
計
画
に
お
い
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
地
下
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
を
推

進
す
る
。

②

街
路
と
建
築
物
と
の
一
体
的
整
備
の
推
進

(立
体
道
路
制
度
の
活
用
に
よ
る
街
路
整
備
の
推

進
)

立
体
道
路
制
度
の
活
用
に
よ
り
街
路
の
上
下
空
間

を
利
用
し
て
建
築
物
と
の
一
体
的
整
備
を
行
う
街
路

整
備
の
推
進
を
図
る
。

③

共
同
溝
･
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム

(共
同
溝
)

道
路
の
掘
り
返
し
の
防
止
と
地
下
空
間
の
秩
序
あ

る
利
用
を
図
る
た
め
、
各
種
の
占
用
物
件
を
一
体
的

に
収
容
す
る
共
同
溝
の
整
備
を
推
進
す
る
。

(キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
)

都
市
景
観
、
交
通
安
全
、
防
災
性
等
の
向
上
と
高

度
情
報
化
社
会
に
対
応
し
た
街
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
電
線
、
電
話
線
等
を
集
約
し
て
道
路
の
地
下
空

間
に
収
容
す
る
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
を
推
進

す
る
。

三

土
地
区
画
整
理
事
業
の
要
求
概
要

ー

概

要

土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
道
路
、
公
園
等
の
生
活
基
盤

施
設
と
宅
地
を
合
わ
せ
て
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
健
全
な
市
街
地
の
形
成
を
図
る
事
業
で
あ
り
、
都
市
整

備
に
は
た
す
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
土
地
区
画
整
理

事
業
は
地
方
公
共
団
体
、
住
宅
･
都
市
整
備
公
団
等
の
公

的
機
関
に
よ
る
も
の
及
び
個
人
、
組
合
に
よ
る
も
の
と
に

大
別
さ
れ
る
が
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
に
つ
い
て

は
い
ず
れ
も
そ
の
施
行
区
域
で
行
う
都
市
計
画
道
路
の
整

備
に
対
し
道
路
整
備
特
別
会
計
か
ら
の
国
庫
補
助
金
が
交

付
さ
れ
る
。

平
成
五
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
地
方
拠
点
都
市
地
域

等
に
お
け
る
地
域
の
活
性
化
と
既
成
市
街
地
の
都
市
機
能

の
更
新
及
び
大
都
市
地
域
等
に
お
け
る
良
質
か
つ
大
量
の

住
宅
･
宅
地
の
供
給
に
重
点
を
置
き
、
鉄
道
跡
地
等
を
活

用
し
た
新
た
な
都
市
拠
点
の
形
成
、
既
成
市
街
地
の
都
市

機
能
の
更
新
と
活
性
化
及
び
新
市
街
地
に
お
け
る
良
好
な

市
街
地
の
形
成
と
良
質
か
つ
大
量
の
宅
地
供
給
等
に
資
す

教

る
土
地
区
画
整
理
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
す

餓

　　　　

　行

ま
た
、
生
活
関
連
重
点
化
枠
と
し
て
、
住
宅
宅
地
供
給
、
描

ま
ち
づ
く
り
基
盤
整
備
等
に
関
連
し
、
特
に
緊
急
に
整
備

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
区
に
お
い
て
、
事
業
の
重

点
的
推
進
を
図
る
。

平
成
五
年
度
の
土
地
区
画
整
理
事
業
関
係
予
算
額
は
、

衷
4
の
と
お
り
、
道
路
整
備
特
別
会
計
分
と
し
て
事
業
費

約
二
、
六
七
六
億
円

(国
費
約
一
、
四
一
二
億
円
)、対
前

年
度
比
一
･
0
四
、
一
般
会
計
分
と
し
て
事
業
費
約
二
六

億
円
(国
費
約
九
億
円
)、
対
前
年
度
比
一
･
一
0
と
な
っ

て
い
る
。

2

新
規
事
業
等

の

公
共
団
体
等
及
び
組
合
等
区
画
整
理
補
助
事
業
の
採

択
要
件
等
の
緩
和

｢地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の

再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
法
律
｣
に
基
づ
き
、
都
道
府
県

知
事
が
指
定
す
る
地
方
拠
点
都
市
地
域
に
お
い
て
、
都
市

計
画
で
定
め
る

｢拠
点
業
務
市
街
地
整
備
土
地
区
画
整
理

促
進
区
域
｣
で
行
わ
れ
る

｢拠
点
整
備
土
地
区
画
整
理
事

業
｣
の
面
積
要
件
を
二
m
以
上
と
す
る
。

②

住
宅
宅
地
供
給
促
進
型
土
地
区
画
整
理
事
業
貸
付
金

の
創
設



二
一
世
紀
を
展
望
し
、
国
際
化
･
情
報
化
の
進
展
に
対

応
し
た
高
次
都
市
機
能
の
強
化
及
び
活
力
と
魅
力
に
あ
ふ

れ
る
新
た
な
都
市
拠
点
の
形
成
を
図
る
た
め
、
都
市
拠
点

総
合
整
備
事
業
等
と
併
せ
て
、
鉄
道
跡
地
･
工
場
跡
地
等

の
大
規
模
空
閑
地
を
活
用
し
た
土
地
区
画
整
理
事
業
を
推

の 総 れ 応
大 合 る し 二 0 )
規 整 新 た 一 推
- ' ロ 進 地

の

地
域
の
新
し
い
都
市
拠
点
形
成
を
促
進
す
る
事
業
の

既
成
市
街
地
の
都
市
機
能
の
更
新
と
地
域
の
活
性
化
及

び
大
都
市
地
域
等
に
お
け
る
住
宅
･
宅
地
の
供
給
促
進
が

都
市
整
備
上
の
緊
急
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、

次
の
事
項
に
重
点
を
置
い
て
土
地
区
画
整
理
事
業
を
推
進

す 次 都 び 3
重 る の 市 大 既
点 o 事 整 都 成 事
事 項 備 市 市 業
　 　　　　　

住
宅
宅
地
供
給
の
一
層
の
促
進
を
図
る
た
め
、
現
在
の

土
地
区
画
整
理
組
合
貸
付
金
制
度

(
一
般
会
計
)
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
業
務
代
行
者
の
用
地
先
行
取
得

に
対
す
る
有
利
子
貸
付
金
制
度
を
設
け
、
全
体
を
都
市
間

発
資
金
融
通
特
別
会
計
に
お
い
て
経
理
す
る
。

③

街
区
高
度
利
用
推
進
事
業
の
拡
充

(
一
般
会
計
)

幹
線
道
路
等
が
整
備
さ
れ
た
中
心
市
街
地
等
に
お
い
て

計
画
的
な
区
画
道
路
等
の
整
備
と
土
地
の
有
効
･
高
度
利

用
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
容
積
率
に
関
す
る
地
区
要
件

を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
人
工
地
盤
及
び
立
体
遊
歩
道
の

整
備
に
要
す
る
費
用
を
補
助
対
象
に
加
え
る
。

地 拠 あ に 業 推 み
往 等 点 ふ 対 の 進 、

表 4 平成 5年度土地区画整理事業関係予算額
(単位 :百万円)

区 分
5 年 度(A) 前 年 度(B) 対前年度比増△減(A - B ) 倍 率 (A /B )

事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費

(道路整備特別会計)

土 地 区 画 整 理 事 業

公 共 団 体 等

組 合 等

《 9 ,296》
( 43 ,660)
267,561

《 6 ,716》
( 36 ,788)
200,064

《 2,580》
( 6 ,872)
67,497

《 4,668》
( 22,463)
141,238

《 3,378》
( 19,003)
105,678

《 1,290》
( 3,460)
35,560

《 4 ,950》
( 41,108)
256 ,834

《 3 ,360》
( 34 ,750)
194 ,684

《 1,590》
( 6 ,358)
62 ,150

《 2,740》
( 23,053)
140,179

《 1,866》
( 19,626)
106,386

《 874》
( 3,427)
33,793

374

《 4,346》
( 2 ,552)
10 ,727

《 3 ,356》
( 2,038)

5,380

《 990》
( 514)

5,347

0

《 1 ,928》
(△ 590)

1 ,059

《 1 ,512》
(△ 623)
△ 708

《 416》
( 33)

1,767

《1.88》
(1.06)
1.04

《2.00》
(1.06)
1.03

《1.62》
(1,08)
1.09

《1,70》
(0.97)
1,01

《1,81》
(0,97)
0 ,99

《1.48》
(1,01)
1.05

0 1 .00 1.00土 地 区 画 整 理 事業調 査 1 083 374 1 088

(都市開発資金融通特別会計)

住 宅 ･ 宅 地 供 給 促 進 型
土 地 区 画 整 理 事 業 貸 付 金 7,000 1,000 0 0 7'000 1,000

(一 般 会 計)

都 市拠 点 総 合 整 備事 業

田 園 居 住 区 整 備 事 業

立 体 換 地 促 進 事 業

新市街地土地利用転換促達事業

街 区 高 度 利 用 推 進 事 業

土 地 区 画 整 理 組 合貸 付 金

《 1,440》
( 8 ,799)

1,776

( 395)
216

198

( 402)
210

186

0

《 480》
( 2,933)

592

( 190)
108

66

( 134)
70

62

0

《 1,005》
( 7 ,650)

上539

( 395)
216

198

( 375)
198

186

3 ,260

《 335》
( 2,550)

513

( 190)
108

66

( 125)
66

62

1,630

《 435》
( 1,149)

237

( 8)

0

( “)
0

△ 3,260

《 145》
( 383)

79

( 8)
0

( ?
0

△ 1,630

《1.43》
(1.15)
1.15

(1.00)
1.00

1.00

(1.07)
1.06

1.00

《1.43》
(L 15)
1.15

(1.00)
1･00

1.00

(1 07)
1.06

1.00

(注) 1, 土地区画整理事業の計数には、 旧N T T - B 型事業、 緊急地方道路整備事業及び生活関連重点化枠分を含

む。
また、 5年度国費 (道路整備特別会計) には、 ほかにN T T - B 償還時補助として2,334万円がある。

2, 道路整備特別会計の上段《 》内書きは、 生活関連重点化枠分であり、 ( ) 内書は、 旧N T T - B 型

事業である。
3, 都市開発資金融通特別会計の財源として、国費のほかに自己資金1,500百万円及び財投資金2,000百万円があ

る。
4. 一般会計の上段《 》･ ( ) 書きは、 都市計画課所管分を含む。
5, N T T - A 型は、 含まない。
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進
す
る
と
と
も
に
、
拠
点
整
備
土
地
区
画
整
理
事
業
を
推

進
す
る
。

②

既
成
市
街
地
に
お
い
て
都
市
機
能
の
更
新
と
地
域
の

活
性
化
を
実
現
し
、
都
市
の
再
開
発
を
促
進
す
る
事
業

の
推
進

中
心
市
街
地
等
に
お
い
て
、
商
業
業
務
機
能
の
更
新
と

活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
都
市
基
盤
の
整
備
と
土
地
の
高

度
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
立
体
換
地
制
度
の
活
用
、
民

間
活
力
の
積
極
的
な
活
用
を
図
り
つ
つ
、
市
街
地
再
開
発

事
業
、
商
業
地
域
振
興
整
備
事
業
、
商
店
街
近
代
化
事
業
、

優
良
な
民
間
の
共
同
ビ
ル
建
設
等
を
併
せ
て
行
う
再
開
発

促
進
の
た
め
の
土
地
区
画
整
理
事
業
を
推
進
す
る
。
こ
の
,

際
か
つ
て
土
地
区
画
整
理
事
業
等
に
よ
り
一
度
面
的
に
整

備
さ
れ
た
地
区
に
お
い
て
も
、
駅
周
辺
等
土
地
利
用
の
大

き
な
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
再
び
土
地
区
画
整
理
事
業

を
行
う
再
整
備
の
実
施
を
促
進
す
る
。

ま
た
、
生
活
関
連
重
点
化
枠
分
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

基
盤
整
備
に
関
連
し
て
特
に
緊
急
に
整
備
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
地
区
に
お
い
て
、
事
業
の
重
点
的
推
進
を
図

ろ
↓。③

大
都
市
圏
等
に
お
い
て
住
宅
･
宅
地
供
給
を
促
進
す

る
事
業
の
推
進

大
都
市
圏
等
の
旺
盛
な
宅
地
需
要
に
応
え
、
特
に
大
都

市
法
の
重
点
供
給
地
域
に
お
け
る
良
好
な
住
宅
･
宅
地
の

供
給
を
促
進
す
る
た
め
、
市
街
化
区
域
内
農
地
へ
適
切
に

対
応
し
つ
つ
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
及
び
組
合
施
行
や

同
意
施
行
の
土
地
区
画
整
理
事
業
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
大
都
市
地
域
周
辺
部
に
お
い
て
、
宅
鉄
法
に
基

づ
き
指
定
さ
れ
た
特
定
地
域
等
で
行
わ
れ
る
住
宅
･
宅
地

供
給
を
図
る
土
地
区
画
整
理
事
業
を
推
進
す
る
。

生
活
関
連
重
点
化
枠
分
と
し
て
、
大
都
市
地
域
及
び
地

方
部
で
人
ロ
の
増
加
が
著
し
い
地
域
の
住
宅
･
宅
地
供
給

の
促
進
の
た
め
、
特
に
緊
急
に
整
備
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
地
域
に
お
い
て
、
事
業
の
重
点
的
推
進
を
図
る
。

ま
た
、
次
の
特
定
事
項
に
つ
い
て
推
進
を
図
る
。

特
定
事
項

①

ふ
る
さ
と
の
顔
づ
く
り
モ
デ
ル
土
地
区
画
整
理
事

業
の
推
進

②

地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
連
す
る
事
業
の

推
進

③

災
害
に
強
い
市
街
地
の
形
成
に
寄
与
す
る
事
業
の

推
進

④

土
地
区
画
整
理
事
業
と
併
せ
て
行
う
駐
車
場
整
備

の
推
進

⑤

そ
の
他

⑦

良
好
な
環
境
を
創
造
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業

を
推
進
す
る
。

⑰

広
域
的
な
都
市
基
盤
施
設
整
備
を
含
む
事
業
の

推
進

(
一
体
型
土
地
区
画
整
理
事
業
)

⑮

都
市
内
物
流
基
盤
の
整
備
の
推
進

@

高
度
情
報
化
に
対
応
し
た
都
市
整
備
の
た
め
の

事
業
の
推
進

(コ
ス
モ
タ
ウ
ン
モ
デ
ル
事
業
)

四

市
街
地
再
開
発
事
業
等
の
予
算
概
要

市
街
地
再
開
発
事
業
は
、
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
公
共

施
設
の
整
備
並
び
に
建
築
物
及
び
建
築
敷
地
の
整
備
を
一

体
的
に
行
う
事
業
で
あ
り
、
土
地
の
合
理
的
か
つ
健
全
な

高
度
利
用
と
都
市
機
能
の
更
新
を
図
る
と
と
も
に
、
既
成

市
街
地
の
防
災
拠
点
形
成
、
良
好
な
市
街
地
住
宅
の
供
給

･
商
業
の
活
性
化
な
ど
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

平
成
五
年
度
の
予
算
に
お
い
て
は
、
現
下
の
内
政
の
重

要
課
題
と
さ
れ
て
い
る
都
市
の
再
開
発
の
推
進
の
一
環
と

し
て
、
土
地
の
高
度
利
用
の
促
進
、
都
市
機
能
の
更
新
、

地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
、

積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
予
算
額
は
表
5

に
示
す
と
お
り
で
あ
り
、
道
路
整
備
特
別
会
計
に
よ
る
市

街
地
再
開
発
事
業
等
管
理
者
負
担
金
補
助
の
予
算
額
は
、

事
業
費
約
五
二
〇
億
円

(生
活
関
連
除
き
約
四
九
七
億
円

以
下
同
じ
)、
国
費
的
二
六
七
億
円

(約
二
五
七
億
円
)、

対
前
年
度
比
一
･
0
四

(
一
･
0
二
)
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
一
般
会
計
に
よ
る
市
街
地
再
開
発
事
業
費
補
助
の

予
算
額
は
、
事
業
費
約
一
、
一
六
八
億
円

(約
一
、
一
五

一
億
円
)、対
前
年
度
比
一
･
0
四
二

･
0
三
)
と
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
市
街
地
再
開
発
事
業
等
を
強
力
に
推

進
す
る
た
め
、
国
庫
補
助
制
度
の
改
善
を
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

そ
の
内
容
と
し
て
は
、
誘
導
容
積
制
度
を
活
用
し
、
民

間
に
よ
る
建
築
物
の
建
替
と
区
画
街
路
等
の
公
共
施
設
の



五

街
路
交
通
調
査
費

る
次
第
で
あ
る
。

(単位 ;百万円)表 5 平成 5年度市街地再開発事業等予算額

区 分
5 年度 " 前年度(B) 倍 率 ( A / B )

事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費

計
動
禍
業
業
業
発
業
設
業

B
化
事
事
溥
開
巨
鑓
匡

三
鯨
発
備
眺
再
彗
駕
到

T
醒
開
鑿
捌
化
進
鰹
進

T
関
再
区
閼
性
足
触
泥

般
N
掘
鼬
絢
再
活
邇
轢
性

ち
鬘
維
顔
駆
域
急
硼
備

-
6
6
禰

仁

れ

下

地
緊

都
整

762

加
671

885

鰓
捌
075

側

聞
姐
G
綿

巧

1

臨
御
螂
295
邸
芻
301

505

晦
鼠
(
邱

れ

1上
八日V
Û
nノ&
RU
リム

QJ

リム

リゾ
RU
ハリ
こり
0レ
リゾ

′̂&

リム

AU
n′&
リ̂
ハU
QU
うり

QJ

QJ

蛇
姐
(
脇

残

靴
750

330

椒
132

躍
392

485

晦
6
(
賜

れ

館
側
69

05

03

03

03

m

第
加
鞘
第
鯛
僻

%

04

鍼拗㈱轢轢

醍
馨

総
聾

04

61

39

狙
邱

糀
解
@
丸

鰕
瑯
眺
614

319

笈
毯
は
れ

筋
蜘
継
596

580

就
“
毯
俊

範
艶
性

節

税

れ
@
(
獨

04

20

部
飼
m

01

12

窕
俎
"

多
様
な
都
市
交
通
へ
の
対
応
、
良
好
な
市
街
地
の
形
成

等
を
図
る
た
め
、
総
合
都
市
交
通
体
系
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
策
定
を
推
進
す
る
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
圏
の

多
様
な
都
市
交
通
上
の
諸
問
題
に
対
応
す
る
た
め
街
路
交

通
情
勢
調
査
、
総
合
都
市
交
通
体
系
調
査

(ま
ち
づ
く
り

交
通
計
画
調
査
を
含
む
)
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
円

滑
な
事
業
の
実
施
に
資
す
る
た
め
の
様
々
な
事
業
調
査
を

実
施
し
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は

｢平
成
五
年
度
街
路

交
通
調
査
の
概
要
｣
を
参
照
さ
れ
た
い
。

六

N
T
T
-
A
型
事
業

N
T
T
株
式
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
開
発
利
益
吸
収

型
事
業
と
し
て
、
緊
急
都
市
開
発
関
連
街
路
事
業
、
公
共

交
通
関
連
歩
行
者
専
用
道
整
備
事
業
、
駅
部
一
体
整
備
型

連
続
立
体
交
差
事
業
及
び
民
活
区
画
整
理
緊
急
促
進
事
業
、

連
続
立
体
交
差
緊
急
整
備
事
業
を
推
進
す
る
。

整
備
を
計
画
的
に
誘
導
す
る
た
め
の
計
画
作
成
費
を
補
助

対
象
に
加
え
る
こ
と
、
荷
物
搬
入
を
円
滑
化
し
、
荷
さ
ば

き
路
上
駐
車
の
解
消
に
寄
与
す
る
た
め
、
共
用
搬
入
施
設

の
整
備
費
を
補
助
対
象
に
加
え
る
こ
と
、
地
方
拠
点
都
市

等
に
お
け
る
市
街
地
再
開
発
事
業
に
対
し
て
支
援
を
行
う

地
域
活
性
化
再
開
発
緊
急
促
進
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
等

で
あ
る
。

七

お
わ
り
に

近
年
の
街
路
事
業
関
係
予
算
の
伸
び
悩
み
に
よ
り
、
街

路
の
整
備
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
都

市
の
役
割
は
従
来
に
も
増
し
て
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

そ
の
基
盤
施
設
で
あ
る
街
路
整
備
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は

益
々
高
ま
っ
て
い
る
。
本
事
業
の
円
滑
な
推
進
と
事
業
費

の
確
保
に
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
す

/
/
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道路関係予算度纜

週
離
事
業
調
査
費
◎
柳
襲

建
設
省
道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室
課
長
補
佐

澤
"田

和
広な

一
道
路
事
業
調
査
の
体
系

道
路
整
備
を
円
滑
か
つ
効
率
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め

に
道
路
の
整
備
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
道
路

事
業
を
実
施
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
今
日
の
我
が
国

に
お
け
る
経
済
的
･
社
会
的
諸
条
件
の
変
化
に
伴
い
、
道

路
に
対
し
て
は
、
よ
り
質
の
高
い
多
様
な
機
能
を
充
実
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
道
路
事
業
調
査
は
従

来
に
も
増
し
て
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

道
路
の
整
備
計
画
を
策
定
す
る
に
は
、
地
域
の
現
況
、

交
通
の
現
況
に
つ
い
て
十
分
に
認
識
す
る
と
と
も
に
、
将

来
に
わ
た
る
道
路
整
備
需
要
を
的
確
に
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
た
め
、
道
路
事
業
調
査
に
お
い
て
は
各
種
の

調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
分
類
す

る
と
図
f
に
示
す
よ
う
に
、
道
路
及
び
交
通
状
況
把
握
の

た
め
の
調
査

(道
路
交
通
情
勢
調
査
)
、
こ
れ
を
受
け
て
、

う
に
全
国
計
で
九
五
億
一
、
七
〇
〇
万
円

(対
前
年
度
比

道
路
交
通
を
分
析
し
将
来
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
調
査

一
･
0
二
)
を
も

っ
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

(幹
線
道
路
整
備
計
画
調
査
)
、
事
業
計
画
を
策
定
し
事

業
実
施
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
調
査

(高
規
格
幹
線
道
路

調
査
、
直
轄
国
道
計
画
調
査
等
)、
道
路
及
び
交
通
管

理
の
た
め
の
調
査

(直
轄
国
道
管
理
調
査
)
、
土
木
研
究

所
が
行
っ
て
い
る
計
画
･
建
設
･
管
理
の
た
め
の
試
験
調

査
及
び
新
技
術
開
発
の
た
め
の
調
査
研
究
の
六
つ
に
大
別

さ
れ
る
。

な
お
、
平
成
五
年
度
よ
り
、
地
域
高
規
格
道
路
の
調
査

(計
画
･
実
施
･
補
助
)
及
び
新
技
術
開
発
調
査
を
新
項

目
と
し
て
設
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

三

平
成
五
年
度
の
道
路
事
業
調
査
の
概
要

平
成
五
年
度
の
道
路
事
業
調
査
費
は
、
表
1
に
示
す
よ

平
成
五
年
度
は
第
虹
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
初

年
度
で
あ
り
高
規
格
幹
線
道
路
整
備
の
一
層
の
進
捗
、
地

域
高
規
格
道
路
等
の
主
要
施
策
の
推
進
、
一
二
世
紀
に
向

け
た
新
技
術
の
開
発
、
等
に
留
意
し
て
調
査
の
推
進
を
図
る
。

以
下
に
事
項
別
の
調
査
概
要
を
述
べ
る
。

1

高
規
格
幹
線
道
路
調
査

全
国
的
な
自
動
車
交
通
網
を
構
成
す
る
高
規
格
幹
線
道

路
網

(
一
四
、
○
○
○
如
)
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
す

る
た
め
、
そ
の
路
線
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
実
施

に
む
け
て
の
具
体
的
な
路
線
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
調

査
を
実
施
す
る
。
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(縦撚り蝉 oD理 事讐 難聴餐
'･'‐“‘.“'' ｣ r講ぜ暮強襲聴計画調査 :

2

幹
線
道
路
整
備
計
画
調
査

道
路
投
資
の
経
済
効
果
、
道
路
整
備
に
よ
る
社
会
的
･

経
済
的
影
響
等
の
道
路
整
備
計
画
の
策
定
に
関
す
る
基
本

的
事
項
に
つ
い
て
の
調
査
、
研
究
を
行
う
。

道
路
に
関
す
る
基
礎
的
デ
ー
タ
の
収
集
整
理
、
道
路
整

(鑿 触のための)

(醗酵翫) 経済調査
基礎調査
交通量常時観測調
道路網計画調査
路線計画調査

交通状況の解析
交通の需要予測の需要予測

『鯖計画の絞定 テーなさ＼‐なにヤマふき.
, 駒 規格幹線道路調査 報

f大規模事業計画調査 1

都市圏自動車専用道路等調査 :　 　 　　 　　
1地域高規格道路計画調査 事

の路線の位置、事 !
、土地利用計画と : I地域高規格道路実施調査讃
合等の調査

安詳襲館務 = 直轄匡I道計画調刊 :
略について沿道と :
法整備#十両、事 = 直轄国道実施調査 =画策定のための調 :

格幹線道路、大規 珪 沿道整備計画調査l :

′:のための調査
線道路等の盤備計 :………‐総毛冗ご……}

　　　　　

　 　

直轄国道管理調査

…-…-------･‐… .‐‐-----.--.--.
｣

図 1 道路事業調査の体系

表 1 道路事業調査費総括表 (単位 :百万円)

事 項 辛鰯掌鰯 5/4年
伸び率

(目) 道路事業調査費 9,061 8 ,967 1.01

高規格幹線道路調査 1,915 1'770 1 .08

幹線道路整備計画調査 1,676 1,742 0 .96

大規模事業計画調査 988 988 1.00

都市圏自動車専用道路等調査 238 263 0 .91

地域高規格道路計画調査 200

地域高規格道路実施調査 100

直轄国道計画調査 803 977 0 .82

直轄国道実施調査 253 353 0 .72

直轄国道管理調査 762 811 0 .94

沿道整備計画調査 76 66 1.15

新技術開発調査 340

試験調査 1 ,710 1,997 0 .86

(目) 道路交通調査費補助 456 408 1,12

道路計画調査 372 408 0 .91

地域高規格道路補助調査 84

合 計 9,517 9 ,375 1 02

備
の
効
果
等
の
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
と

と
も
に
、
直
轄
国
道
の
路
上
駐
車
対
策
、
物
流
対
策
、
地

下
空
間
利
用
、
さ
ら
に
今
後
の
道
路
空
間
の
あ
り
方
な
ど
、

道
路
整
備
に
お
け
る
戦
略
的
課
題
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
う
。

③

交
通
量
常
時
観
測
調
査

交
通
量
を
継
続
的
に
観
測
し
、
道
路
整
備
、
道
路
管
理

の
基
礎
資
料
と
す
る
調
査
で
あ
り
、
年
間
を
通
じ
連
続
し

て
観
測
を
行
う
基
本
観
測
調
査
と
、
春
秋
二
季
一
週
間
ず

つ
観
測
を
行
う
補
助
観
測
調
査
を
行
う
。

回

道
路
網
計
画
調
査

道
路
及
び
道
路
交
通
の
現
況
、
人
ロ
、
産
業
、
土
地
利

用
等
の
現
況
を
調
査
し
、
将
来
の
人
口
、
産
業
等
の
配
置

及
び
規
模
、
土
地
利
用
計
画
等
に
対
応
し
た
交
通
需
要
を

予
測
し
、
他
の
交
通
機
関
と
の
連
携
に
配
慮
し
て
広
域
的

及
び
地
域
的
な
将
来
の
幹
線
道
路
網
計
画
を
策
定
す
る
た

め 及 予 及
の
調
査
を
行
う
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◎

路
線
計
画
調
査

一
般
国
道
で
大
規
模
な
一
次
改
築
が
予
想
さ
れ
、
か
つ

当
該
区
間
を
改
築
す
る
こ
と
に
よ
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
る
区
間
に
つ
い
て
、
整
備
方
針
、
整
備
効
果
等
の

調
査
を
行
う
。

3

大
規
模
事
業
計
画
調
査

湾
岸
道
路
及
び
大
都
市
圏
の
環
状
道
路
等
、
事
業
規
模

が
極
め
て
大
き
い
大
規
模
な
事
業
に
つ
い
て
経
済
性
、
環

境
、
設
計
等
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
整
備
計
画
を
策
定

す
る
。

平
成
五
年
度
に
お
い
て
は
、
従
前
よ
り
実
施
し
て
き
た

東
京
湾
環
状
道
路
、
東
京
外
郭
環
状
道
路
、
首
都
圏
中
央

連
絡
自
動
車
道
、
核
都
市
広
域
幹
線
道
路
、
大
阪
湾
環
状

道
路
、
京
阪
連
絡
道
路
、
伊
勢
湾
環
状
道
路
、
東
海
環
状

自
動
車
道
、
関
門
海
峡
道
路
の
九
路
線
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
調
査
を
行
う
。

4

都
市
圏
自
動
車
専
用
道
路
等
調
査

大
都
市
圏
及
び
地
方
中
枢
･
中
核
都
市
を
対
象
に
、
自

動
車
専
用
道
路
等
の
道
路
網
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

緊
急
性
の
高
い
路
線
に
つ
い
て
具
体
的
な
路
線
計
画
、
構

造
等
に
関
す
る
調
査
を
行
う
。

5

地
域
高
規
格
道
路
計
画
調
査

直
轄
国
道
等
の
う
ち
、
高
規
格
幹
線
道
路
網
と
一
体
と

な
っ
て
強
い
地
方
圏
と
安
定
し
た
大
都
市
圏
の
形
成
に
資

す
る
地
域
高
規
格
道
路
と
し
て
整
備
す
べ
き
路
線
に
つ
い

て
、
路
線
計
画
の
策
定
を
行
う
た
め
の
調
査
で
あ
り
、
交

通
特
性
、
土
地
利
用
等
種
々
の
条
件
を
勘
案
し
つ
つ
、
ル

ー
ト
位
置
、
道
路
構
造
の
決
定
等
を
行
う
。
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6

地
域
高
規
格
道
路
実
施
調
査

地
域
高
規
格
道
路
計
画
調
査
に
よ
り
立
案
さ
れ
た
計
画

に
基
づ
い
て
、
事
業
実
施
に
必
要
な
よ
り
詳
細
な
調
査
を

行
う
。

7

直
轄
国
道
計
画
調
査

一
般
国
道
の
改
築
計
画
区
間
に
お
い
て
、
路
線
計
画
を

策
定
す
る
た
め
の
調
査
で
あ
り
、
地
質
調
査
、
環
境
調
査
、

設
計
、
構
造
物
検
討
等
を
行
う
。

8

直
轄
国
道
実
施
調
査

直
轄
国
道
計
画
調
査
に
よ
り
立
案
さ
れ
た
計
画
に
基
づ

い
て
、
事
業
実
施
に
必
要
な
よ
り
詳
細
な
調
査
を
行
う
。

9

直
轄
国
道
管
理
調
査

の

基
礎
調
査

道
路
及
び
道
路
交
通
の
管
理
に
必
要
な
情
報
等
の
収

集
･
分
析
及
び
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の
向
上
を
図

る
た
め
の
道
路
交
通
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
等
に
関
す
る

調
査
を
行
う
。

②

交
通
対
策
調
査

既
存
の
道
路
を
安
全
か
つ
効
率
的
に
利
用
す
る
た
め
、

都
市
内
及
び
そ
の
周
辺
部
に
多
く
み
ら
れ
る
交
通
渋
滞
箇

所
や
交
通
事
故
多
発
地
点
に
つ
い
て
、
交
通
処
理
対
策
の

検
討
お
よ
び
改
善
方
策
の
立
案
を
行
う
と
と
も
に
、
休
憩

施
設
な
ど
の
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
に
資
す
る
調

査
等
を
重
点
的
に
行
う
。

ま
た
、
交
通
環
境
対
策
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
道

路
交
通
騒
音
、
振
動
の
測
定
を
行
う
。

③

道
路
管
理
施
設
調
査

豪
雨
等
の
自
然
災
害
や
地
震
に
よ
る
災
害
等
を
防
止
す

る
た
め
の
対
策
の
検
討
、
合
理
的
な
維
持
修
繕
計
画
を
立

案
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
の
収
集
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
等

の
重
要
構
造
物
の
点
検
な
ら
び
に
補
修
･
架
替
等
の
検
討

を
行
う
。

博

沿
道
整
備
計
画
調
査

幹
線
道
路
の
沿
道
で
自
動
車
交
通
に
起
因
し
生
活
環
境

が
悪
化
し
て
い
る
地
域
、
あ
る
い
は
、
今
後
幹
線
道
路
を

新
た
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
生
活
環
境
へ
の
影
響
が
予

想
さ
れ
る
地
域
を
対
象
と
し
て
、
沿
道
環
境
整
備
の
た
め

の
事
業
手
法
及
び
事
業
実
施
の
可
能
性
等
の
検
討
を
行
い
、

沿
道
環
境
整
備
計
画
案
の
策
定
を
行
う
。

ま
た
、
沿
道
の
地
域
開
発
と
一
体
と
な
っ
て
整
備
が
必

要
な
幹
線
道
路
を
対
象
に
、
道
路
と
沿
道
と
の
一
体
的
整

備
手
法
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

川

新
技
術
開
発
調
査

交
通
渋
滞
、
交
通
事
故
、
環
境
問
題
等
の
解
消
の
た
め
、

新
物
流
シ
ス
テ
ム
、
次
世
代
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
等
、
道

路
交
通
の
変
革
を
も
た
ら
す
よ
う
な
新
技
術
の
研
究
･
開

発
を
土
木
研
究
所
を
中
心
と
し
て
行
う
。

複

試
験
調
査

道
路
事
業
の
遂
行
に
必
要
な
各
種
の
試
験
調
査
を
、
道

路
交
通
調
査
及
び
計
画
、
道
路
交
通
の
安
全
対
策
と
道
路

構
造
、
道
路
交
通
管
理
、
道
路
交
通
環
境
、
舗
装
、
土
工

及
び
土
工
構
造
物
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
の
八
課
題
に
区
分

し
、
土
木
研
究
所
に
お
い
て
調
査
を
行
う
。

博

道
路
計
画
調
査
補
助

全
国
的
な
幹
線
道
路
網
計
画
と
整
合
の
と
れ
た
地
域
の

幹
線
道
路
網
計
画
及
び
都
市
内
に
お
け
る
円
滑
な
交
通
の

確
保
を
図
る
た
め
の
駐
車
場
整
備
計
画
を
策
定
す
る
た
め

の
調
査
、
高
規
格
関
連
地
域
活
性
化
計
画
、
地
域
振
興
道

路
網
計
画
、
補
助
国
道
を
対
象
と
し
た
路
線
計
画
の
策
定

の
た
め
の
調
査
等
を
、
ま
た
昨
年
度
よ
り
、
貨
物
輸
送
に

よ
る
交
通
渋
滞
の
軽
減
、
労
働
力
不
足
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
･

環
境
問
題
の
軽
減
の
た
め
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
一
体

と
な
っ
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
高
度
化
施
設
の
整
備
計
画
策

定
の
た
め
の
調
査
を
行

っ
て
い
る
。

博

地
域
高
規
格
道
路
補
助
調
査

補
助
国
道
等
の
う
ち
地
域
高
規
格
道
路
と
し
て
整
備
す

べ
き
路
線
に
つ
い
て
、
路
線
計
画
の
策
定
等
を
行
う
。



道路関係予算
集盪

街
路
交
通
調
査
費
の
概
要

特覇

建
設
省
都
市
局
都
市
交
通
調
査
室
課
長
補
佐

望
月

明
彦
“

一

調
査
の
体
系

線
･
区
間
の
具
体
的
な
調
査
を
実
施
す
る
。

複
雑
で
多
様
な
都
市
交
通
問
題
を
解
決
し
、
都
市
機
能

の
維
持
･
発
展
を
図
る
た
め
に
は
長
期
的
な
展
望
に
立
っ

た
総
合
的
な
都
市
交
通
計
画
に
基
づ
い
て
街
路
事
業
等
の

施
設
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
が
、
こ
の
た
め

従
来
よ
り
、
図
1
の
調
査
体
系
に
基
づ
い
て
街
路
交
通
調

査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

調
査
は
大
き
く
分
け
て
都
市
交
通
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
の
調
査
、
総
合
的
な
都
市
交
通
体
系
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
策
定
す
る
た
め
の
調
査
、
都
市
交
通
に
係
る
個
別

の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
調
査
、
特
定
施
設
の
計
画
に

関
す
る
調
査
、
事
業
調
査
の
五
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
平
成
五
年
度
よ
り
、
地
域
高
規
格
道
路
調
査
と

し
て
、
規
格
の
高
い
幹
線
道
路
と
し
て
計
画
す
べ
き
路

二

平
成
五
年
度
街
路
交
通
調
査
費
の
概
要

　

平
成
五
年
度
は
表
1
に
示
す
と
お
り
事
業
費
三
六
億
七
、

( 百万円)
表 1 平成 5年度街路交通調査費概要

区 分
5年度黛 前年度(B) 倍 率(A / B)

事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費

査

査

査
査

査
査

査
査

査
査

査

鰔鰊讓
交
街

総

大
部

沿

地
連

居
市

土

獺
臨
戦
32

10
30
激
戦
菊
螂
083

671

L

L

"

74
196
679

32

4
u

脳
笠

16
37
374
4891

74

250
936
50

m

28
0

靴

45
103
083
671

L

L
a

覆
94
798

50

4
10
0

靴
16
37
374

489上

00
M
,乾

留
卸
節

一
節
凹
⑪

⑪

00

節
雌

蘂

鍋
00
05

一
節
の

00
00

00

一
〇
〇
万
円

(国
費
一
四
億
八
、
九
〇
〇
万
円
)
で
あ
り
、

対
前
年
度
比
一
･
0
0

(国
費
ベ
ー
ス
一
･
0
0
)
と
な

っ
て
い
る
。

1

都
市
交
通
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査

=

交
通
量
常
時
観
測
調
査

本
調
査
は
都
市
に
お
け
る
道
路
交
通
の
時
間
変
動
、
日

変
動
等
を
継
続
的
に
観
測
し
て
交
通
需
要
の
動
態
を
把
握

す
る
こ
と
に
よ
り
、
街
路
の
計
画
･
設
計
に
反
映
さ
せ
、

幹
線
街
路
網
の
整
備
を
合
理
的
か
つ
効
率
的
に
推
進
す
る

た
め
の
基
礎
資
料
を
作
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

　

き

坐

…を て三



I 郡市交通の実態を把握するための調査

①交通量常時概則調査

②街路交通情勢調査

a 都市O D 調査

b パーソントリップ調査

C パーソントリップ補完調査

(物資流動調査、休日調査等)

I宜総合的な都市交通体系のマスタープランを策定するための調査

①総合都市交通体系調査 (M P策定調査)

m 都市交通に係る個別の課題に対応するための調査

①総合都市交通体系調査 (まちづくり交通計画調査)

W 特定施設の計画に関する調査

①者街市モノレール等調査

②大都市幹線街路調査

③沿道環境計画調査

④地域高規格道路調査

市

交

通

調

査

室

下
1
1事

業

課
事Il
土

- -一調査の流れ
………事業調査の流れ

図 1 街路交通調査の体系

V事業調査

①居住環境整備街路事業調査

②連続立体交差事業調査

③市街地再開発等調査 (調査A .調査B )

④土地区画整理事業調査 (調査A . 調査B . 調査C )



平
成
五
年
度
は
、
全
国
約
五
四
箇
所
で
実
施
す
る
。

②

街
路
交
通
情
勢
調
査

本
調
査
は
、
都
市
に
お
け
る
複
雑
か
つ
多
様
な
交
通
実

態
を
把
握
し
、
総
合
的
な
都
市
交
通
体
系
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
策
定
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

こ
の
た
め
、
都
市
圏
の
規
模
及
び
実
態
把
握
の
対
象
に

応
じ
て
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
、
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ

補
完
調
査
、
都
市
O
D

(自
動
車
起
終
点
)
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。

平
成
五
年
度
は
、
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
を
前
橋
･

高
崎
都
市
圏
、
東
京
都
市
圏
、
北
部
九
州
都
市
圏
に
お
い

て
実
施
す
る
。
な
お
、
余
暇
活
動
の
活
発
化
に
伴
う
休
日

交
通
の
増
大
に
対
処
す
る
た
め
、
平
日
と
併
せ
休
日
の
交

通
実
態
調
査
を
前
橋
･
高
崎
都
市
圏
に
お
い
て
実
施
す
る
。

2

総
合
的
な
都
市
交
通
体
系
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策

定
す
る
た
め
の
調
査

0

総
合
都
市
交
通
体
系
調
査

(マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

調
査
)

本
調
査
は
街
路
交
通
情
勢
調
査
の
結
果
を
基
に
、
都
市

交
通
の
実
態
を
分
析
し
、
都
市
の
将
来
の
フ
レ
ー
ム
、
土

地
利
用
計
画
等
と
整
合
の
と
れ
た
総
合
的
な
都
市
交
通
体

系
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

平
成
五
年
度
は
中
京
都
市
圏
等
六
都
市
圏
に
お
い
て
実

施
す
る
。

3

都
市
交
通
に
係
る
個
別
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の

調
査

の

総
合
都
市
交
通
体
系
調
査

(ま
ち
づ
く
り
交
通
計
画

調
査
)

本
調
査
は
総
合
的
な
都
市
交
通
体
系
の
整
備
の
一
環
と

し
て
、
幹
線
街
路
、
駅
前
広
場
等
の
総
合
的
整
備
、
歩
行

者
･
自
転
車
交
通
、
バ
ス
対
策
等
、
各
都
市
圏
の
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
に
対
応
し
た
交
通
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

平
成
五
年
度
は
七
〇
都
市
で
実
施
す
る

(う
ち
、
駐
車

場
整
備
計
画
調
査
を
二
七
都
市
、
商
店
街
活
性
化
交
通
計

画
調
査
を
五
都
市
で
実
施
す
る
。)。

4

特
定
施
設
の
計
画
に
関
す
る
調
査

の

大
都
市
幹
線
街
路
調
査

本
調
査
は
都
市
の
骨
格
を
形
成
し
、
将
来
の
広
域
的
な

交
通
需
要
に
対
処
す
る
た
め
の
都
市
高
速
道
路
、
主
要
幹

線
街
路
等
の
根
幹
的
街
路
に
関
し
、
そ
の
整
備
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

平
成
五
年
度
は
、
二
路
線
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
。

②

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等
調
査

本
調
査
は
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
、
ガ

イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
が
必
要
な
地
域
に

お
い
て
、
そ
の
整
備
計
画
の
策
定
を
目
的
と
し
て
い
る
。

平
成
五
年
度
は
一
路
線
に
お
い
て
調
査
を
行
う
。,

③

沿
道
環
境
計
画
調
査

本
調
査
は
交
通
公
害
の
発
生
が
著
し
い
か
、
著
し
く
な

る
お
そ
れ
の
あ
る
道
路
、
ま
た
は
道
路
景
観
･
ア
メ
ニ
テ

ィ
等
良
好
な
都
市
環
境
の
保
全
･
形
成
に
配
慮
す
べ
き
道

路
と
そ
の
沿
道
地
域
等
を
対
象
と
し
て
、
総
合
的
な
沿
道

環
境
対
策
及
び
都
市
環
境
の
形
成
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、

都
市
計
画
の
立
場
か
ら
総
合
的
な
沿
道
環
境
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

平
成
五
年
度
は
三
路
線
に
お
い
て
調
査
を
実
施
す
る
。

@

地
域
高
規
格
道
路
調
査

平
成
五
年
度
よ
り
、
地
域
高
規
格
道
路
調
査
と
し
て
、

規
格
の
高
い
幹
線
道
路
と
し
て
計
画
す
べ
き
路
線
･
区
間

の
具
体
的
な
調
査
を
行
う
。

5

事
業
調
査

の

連
続
立
体
交
差
事
業
調
査

連
続
立
体
交
差
事
業
は
都
市
に
お
け
る
平
面
鉄
道
を
連

続
的
に
高
架
化
ま
た
は
地
下
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
踏
切

を
除
去
し
、
も
っ
て
踏
切
事
故
の
解
消
、
道
路
交
通
の
円

滑
化
を
図
る
と
と
も
に
高
架
下
を
含
め
た
周
辺
土
地
の
一

体
的
利
用
に
よ
る
都
市
の
健
全
な
発
展
を
促
進
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
た
め
本
調
査
は
、
連
続
立
体
交
差
事
業
計

画
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
、
連
続
立
体
交
差
化
に
よ
る
便

益
算
定
、
概
略
設
計
、
関
連
都
市
計
画
の
総
合
的
検
討
を

行
う
と
と
も
に
、
都
市
計
画
の
策
定
、
事
業
計
画
の
作
成



及
び
鉄
道
事
業
者
と
の
協
定
締
結
に
必
要
な
準
備
を
進
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

平
成
五
年
度
は
、
三
重
県

(J
R
関
西
本
線
等
)
等
二

箇
所
で
新
規
調
査
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
群
馬
県

(J

R
両
毛
線
等
)
等
三
箇
所
で
継
続
し
て
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。

②

居
住
環
境
整
備
街
路
事
業
調
査

本
調
査
は
居
住
環
境
整
備
事
業
、
歴
史
的
地
区
環
境
整

備
街
路
事
業
及
び
ス
ノ
ー
ト
ピ
ア
道
路
事
業
の
実
施
に
先

立
ち
現
況
調
査
、
住
民
意
向
調
査
等
を
行
い
整
備
計
画
、

事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
作
成
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

平
成
五
年
度
は
鹿
児
島
県
知
覧
町
等
四
地
区
に
お
い
て

調
査
を
実
施
す
る
。

③

市
街
地
再
開
発
等
調
査

本
調
査
は
、
木
造
老
朽
家
屋
等
の
低
層
建
築
物
が
密
集

し
、
か
つ
整
備
を
要
す
る
幹
線
街
路

(広
場
を
含
む
)
の

存
す
る
市
街
地
の
区
域
に
つ
い
て
現
況
調
査
を
行
い
、
当

該
地
区
を
整
備
す
る
た
め
に
必
要
な
市
街
地
再
開
発
事
業

等
の
事
業
手
法
、
事
業
計
画
の
検
討
及
び
事
業
実
施
上
の

課
題
の
整
理
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

平
成
五
年
度
は
、
現
況
調
査
、
事
業
手
法
の
検
討
及
び

事
業
計
画
モ
デ
ル
の
作
成
を
行
う
A
調
査
を
一
○
地
区
程

度
、
広
報
活
動
、
住
民
意
向
調
査
及
び
事
業
計
画
モ
デ
ル

修
正
を
行
う
B
調
査
を
一
〇
地
区
程
度
で
実
施
す
る
。

④

土
地
区
画
整
理
事
業
調
査

本
調
査
は
都
市
周
辺
部
等
の
無
秩
序
な
市
街
化
に
対
処

す
る
た
め
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
市
街
地
の
面
的

整
備
を
早
急
に
図
る
必
要
の
あ
る
地
域
に
つ
い
て
事
業
計

画
等
を
策
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

特
に
、
地
方
都
市
等
に
お
け
る
鉄
道
跡
地
等
を
活
用
し

た
都
市
拠
点
形
成
の
た
め
の
事
業
に
関
連
す
る
地
区
や
大

都
市
法
の
重
点
供
給
地
域
、
宅
鉄
法
の
特
定
地
域
等
、
住

宅
･
宅
地
供
給
を
重
点
的
に
実
施
す
べ
き
地
区
に
つ
い
て

重
点
的
に
取
組
む
。

ま
た
、
都
市
内
に
お
け
る
地
域
高
規
格
道
路
等
の
規
格

の
高
い
主
要
幹
線
道
路
網
に
関
連
し
た
地
区
に
お
い
て
も

重
点
的
に
実
施
す
る
。

平
成
五
年
度
は
、
市
街
地
整
備
の
基
本
構
想
の
作
成
並

び
に
実
現
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
A
調
査
を
三
四
地

区
程
度
、
基
本
構
想
の
中
で
熱
度
の
高
い
区
画
整
理
予
定

地
区
に
つ
い
て
基
本
計
画
及
び
事
業
計
画
を
作
成
す
る
B

調
査
を
一
〇
二
地
区
程
度
、
ま
た
、
A
･
B
調
査
と
併
行

し
事
業
化
を
確
実
に
す
る
た
め
広
報
活
動
、
換
地
設
計
準

備
を
行
う
C
調
査
を
六
地
区
程
度
、
合
計
一
四
二
地
区
程

度
に
お
い
て
実
施
す
る
。
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一
は
じ
め
に

自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
の
特
定
地
域
に

お
け
る
総
量
の
削
減
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(平
成
四

年
法
律
第
七
〇
号
。
以
下

｢N
o
x

削
減
法
｣
と
い

う
。
)
に
基
づ
く

｢自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
の
総
量
の

削
減
に
関
す
る
基
本
方
針
｣

(以
下
｢
基
本
方
針
｣
と
い

う
。
)
が
平
成
五
年
一
月
二
六
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
の

で
紹
介
す
る
。

三

制
度
の
趣
旨

N
o
x

削
減
法
は
、
大
都
市
地
域
の
窒
素
酸
化
物
に
よ

る
大
気
汚
染
の
現
状
に
鑑
み
、
①
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ

る
窒
素
酸
化
物
の
総
量
の
削
減
に
関
す
る
基
本
方
針
等
を

策
定
し
、
②
自
動
車
か
ら
の
窒
素
酸
化
物
を
抑
制
す
る
た

め
の
特
別
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
基
準
の

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
の
総
量

確
保
を
図
り
、
国
民
の
健
康
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と

の
削
減
に
関
し
実
施
す
べ
き
施
策
に
関
す
る
計
画

(以
下

す
る
も
の
で
あ
る
。

｢総
量
削
減
計
画
｣
と
い
う
。
)
を
定
め
る
こ
と
と
な
る
。

今
回
閣
議
決
定
さ
れ
た
基
本
方
針
は
、
N
o
x

削
減
法

(N
o
x

削
減
法
第
七
条
)

第
六
条
に
基
づ
き
、
①
特
定
地
域
に
お
け
る
自
動
車
排
出

そ
の
際
、
総
量
削
減
計
画
の
策
定
に
関
し
て
調
査
審
議

窒
素
酸
化
物
の
総
量
の
削
減
に
関
す
る
目
標
、
②
総
量
削

を
行
う
た
め
に
、
市
町
村
、
関
係
道
路
管
理
者
等
か
ら
な

、。計
画
の
策
定
に
関
す
る
基
本
的
事
項
。
特
定
地
域
に
お

る
総
量
削
減
計
画
策
定
協
議
会
を
、
都
道
府
県
に
置
く
こ

げ
る
自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
の
総
量
の
削
減
の
た
め
の

と
と
さ
れ
て
い
る
。

(N
o
x

削
減
法
第
八
条
)

今
回
閣
議
決
定
さ
れ
た
基
本
方
針
は
、
N
o
x

削
減
法

第
六
条
に
基
づ
き
、
①
特
定
地
域
に
お
け
る
自
動
車
排
出

窒
素
酸
化
物
の
総
量
の
削
減
に
関
す
る
目
標
、
②
総
量
削

減
計
画
の
策
定
に
関
す
る
基
本
的
事
項
。
特
定
地
域
に
お

け
る
自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
の
総
量
の
削
減
の
た
め
の

施
策
に
関
す
る
基
本
的
事
項
、
③
そ
の
他
特
定
地
域
に
お

け
る
自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
の
総
量
の
削
減
に
関
す
る

重
要
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。三

総
量
削
減
計
画
に
つ
い
て

今
後
、
特
定
地
域
に
係
る
都
道
府
県
知
事
に
お
い
て
は
、

四

N
o
x

削
減
法
関
係
政
令
の
制
定
に
つ
い
て

な
お
、
平
成
四
年
三

月
二
六
日
に
定
め
ら
れ
た
自
動

車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
の
特
定
地
域
に
お
け
る

総
量
の
削
減
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
期
日
を
定

め
る
政
令

(政
令
第
三
六
四
号
)
に
よ
り
、
N
o
x

削
減

法
の
施
行
日
は
平
成
四
年
一
二
月
一
日

(但
し
、
特
定
目

自
動
車
離
量
窒
素
酸
化
物
⑭

総
量
⑭
削
減
に
関
す
る
暮
春
膚
針
に
つ
い
て

道
路
法
令
研
究
会
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特定地域 (第 6条 ･政令で指定)

〔施策の大枠を策定〕

総量削減基本方針 (第 6条 ･閣議決定)

L 国の援助 (第15条) ÷1L

L特定自動車規制 鱒 条~第12条) }

特定自動車排出基準

道路運送車両法による担保 (第12条)
(基準不適合車への車検不交付)

要請の求め

他の施策 (施策の所掌大臣、知事)

(共同輸配送の推進、物流施設の適正配置等)
人流聞r策
(公共輸送機関の整備、乗継ぎ利便性向上等)

交通流対策
(交差点の改良、交通管制の高度化等)

低公害車普及
(電気自動車、メタノール自動車等の普及促進)

嶬 鷲釜鬚纖讓貧テラ飜撰する躰的頚1
方
針
等
の
意
見
照
会

〔具体的な実施計画〕

総量削減計画〔第7条 ･知事が策定〕

総量削減計画策定協議会 (第8条)

.

･

･知事
･関係市町村

･公安委員会
･関係道路管理者
･関係地方行政機関

(国の地方部局等)

……}……~国 / 鰈大臣〕
内閣総理大臣

　　

　　
l承
;認
　

、〔公害対策会議〕

事業者の自動車使用合理化指導等

自動車から排出される窒素酸化物の特定地域における総量の削減等に関する特別措置法の体系



動
車
排
出
基
準
に
係
る
規
定
は
、
特
定
地
域
の
住
民
の
権

利
の
制
限
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
周
知
期
間
を
置

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
五
年
三
一月
一

日
)
と
定
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
同
日
に
定
め
ら
れ
た
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る

窒
素
酸
化
物
の
特
定
地
域
に
お
け
る
総
量
の
削
減
等
に
関

す
る
特
別
措
置
法
施
行
令

(政
令
第
三
六
五
号
)
に
よ
り

総
量
削
減
対
策
の
対
象
と
な
る
特
定
地
域
と
し
て
、
一
七

三
市
町
村
、
一
言
区
の
地
域

(道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
平
成

四
年
一
二
月
号
を
参
照
)
を
定
め
る
と
と
も
に
、
総
量
削

減
計
画
の
定
め
方
と
し
て
、
平
成
一
二
年
度
に
お
い
て
環

境
基
準
を
お
お
む
ね
達
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
削

減
目
標
量
や
計
画
の
達
成
の
期
間
を
定
め
る
こ
と
等
を
定

め
る
こ
と
と
し
た
。

自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
の
総
量
の

削
減
に
関
す
る
基
本
方
針

第
倖

特
定
地
域
に
お
け
る
自
動
車
排
出
窒
素
酸
化

物
の
総
量
の
削
減
に
関
す
る
目
標

特
定
地
域
に
お
い
て
は
、
自
動
車
交
通
の
集
中
、

増
大
等
に
伴
っ
て
、
二
酸
化
窒
素
に
係
る
大
気
汚

染
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
特
定
地

域
に
お
け
る
自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
の
削
減
に

係
る
各
種
の
対
策
を
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
事

業
者
、
国
民
の
緊
密
な
協
力
の
下
で
本
基
本
方
針

等
に
の
っ
と
り
総
合
的
か
つ
強
力
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
等
に
よ
り
、
特
定
地
域
に
お
い
て
、
二
酸

化
窒
素
に
係
る
大
気
環
境
基
準

(昭
和
五
三
年
環

境
庁
告
示
第
三
八
号
)
を
平
成
三
一年
度
ま
で
に

概
ね
達
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

第
2

総
量
削
減
計
画
の
策
定
そ
の
他
特
定
地
域
に

お
け
る
自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
の
総
量
の
削

減
の
を
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
事
頂

1

総
量
削
減
計
画
の
策
定
に
関
す
る
基
本
的
事

項
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
の
特

定
地
域
に
お
け
る
総
量
の
削
減
等
に
関
す
る
特

別
措
置
法

(平
成
四
年
法
律
第
七
〇
号
。
以
下

｢特
別
法
｣
と
い
う
。
)
第
七
条
に
基
づ
く
総

量
削
減
計
画
は
、
特
定
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、

｢2

特
定
地
域
に
お
け
る
自
動
車
排
出
窒
素

酸
化
物
の
総
量
の
削
減
の
た
め
の
施
策
に
関
す

る
基
本
的
事
項
｣
に
掲
げ
る
各
種
施
策
等
の
推

進
に
よ
り
、
平
成
三
一年
度
ま
で
に
二
酸
化
窒

素
の
大
気
環
境
基
準
を
概
ね
達
成
す
る
よ
う
に

自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
の
総
量
を
削
減
す
る

こ
と
を
目
途
に
策
定
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の

場
合
、
当
該
地
域
に
お
け
る
自
動
車
排
出
窒
素

酸
化
物
等
の
排
出
の
状
況
並
び
に
こ
れ
ら
の
見

通
し
に
つ
い
て
評
価
分
析
を
行
い
、
自
動
車
以

外
の
窒
素
酸
化
物
発
生
源
に
係
る
大
気
汚
染
防

止
法
に
基
づ
く
対
策
に
も
考
慮
を
払
い
つ
つ
、

併
せ
て
特
別
法
に
基
づ
く
車
種
規
制
等
の
措
置

を
前
提
と
し
な
が
ら
、
今
後
講
ず
べ
き
施
策
を

総
合
的
に
検
討
し
、
実
効
あ
る
計
画
を
策
定
す

る
も
の
と
す
る
。

な
お
、
総
量
削
減
計
画
と
特
定
地
域
の
開
発

に
係
る
諸
計
画
と
の
整
合
が
図
ら
れ
る
よ
う
配

慮
し
、
全
体
と
し
て
調
和
の
と
れ
た
も
の
と
す

る
こ
と
o

2

特
定
地
域
に
お
け
る
自
動
車
排
出
窒
素
酸
化

物
の
総
量
の
削
減
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基

本
的
事
項

Q

自
動
車
単
体
対
策
の
強
化
等

平
成
元
年
一
二
月
の
中
央
公
害
対
策
審
議

会
答
申
に
基
づ
く
自
動
車
排
出
ガ
ス
低
減
長

期
目
標
を
で
き
る
だ
け
早
期
に
達
成
す
る
と

と
も
に
、
点
検
･
整
備
の
確
実
な
実
施
等
を

図
る
た
め
、
指
導
･
監
視
の
徹
底
、
効
果
的

な
取
締
り
の
実
施
を
図
る
も
の
と
す
る
。

さ
ら
に
、
窒
素
酸
化
物
低
減
触
媒
の
開
発

等
新
技
術
の
研
究
開
発
を
推
進
す
る
も
の
と

す
る
。

②

車
種
規
制
の
実
施
等

特
別
法
に
基
づ
く
車
種
規
制
の
適
正
か
つ

確
実
な
実
施
を
図
る
と
と
も
に
、
特
定
自
動

車
排
出
基
準
適
合
車
へ
の
早
期
の
転
換
の
促



進
の
た
め
の
所
要
の
支
援
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。

ま
た
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
あ
っ
て

は
、
率
先
し
て
特
定
地
域
内
に
お
け
る
特
定

自
動
車
排
出
基
準
適
合
車
へ
の
代
替
を
行
う

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

さ
ら
に
、
特
定
地
域
内
へ
の
流
入
車
に
つ

い
て
も
、
で
き
る
だ
け
特
定
自
動
車
排
出
基

準
適
合
車
と
す
る
よ
う
自
動
車
の
使
用
者
に

対
す
る
啓
発
活
動
を
行
う
も
の
と
す
る
。
ま

た
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
乗
用
車
に
つ
い
て
も
、
窒

素
酸
化
物
排
出
量
の
よ
り
少
な
い
乗
用
車
が

選
択
さ
れ
る
よ
う
啓
発
活
動
を
行
う
も
の
と

す
る
。

③

低
公
害
車
の
普
及
促
進

低
公
害
車
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、

需
要
の
創
出
、
供
給
の
拡
大
及
び
燃
料
供
給

施
設
の
整
備
拡
充
を
計
画
的
か
つ
総
合
的
に

行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
低
公
害
車

の
開
発
及
び
利
用
の
促
進
並
び
に
燃
料
供
給

施
設
の
整
備
拡
充
の
た
め
の
所
要
の
支
援
措

置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
走
行
性
能
の
向
上
や
新
型
電
池
の

開
発
等
に
向
け
て
技
術
開
発
を
推
進
し
、
量

産
化
を
通
じ
た
低
価
格
化
を
推
進
す
る
た
め

の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

さ
ら
に
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
等
に
お

い
て
は
、
率
先
し
て
低
公
害
車
の
導
入
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
事
業
者
の
低
公

害
車
の
導
入
を
誘
導
す
る
た
め
の
所
要
の
措

置
を
講
ず
る
も
の
と
る
す
。

剥

物
流
対
策
の
推
進

効
率
的
な
物
流
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
輸

送
効
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
営
業
用
ト
ラ

ッ
ク
の
積
極
的
活
用
、
共
同
輸
配
送
の
推
進
、

帰
り
荷
の
確
保
等
に
つ
い
て
理
解
と
協
力
を

促
す
も
の
と
す
る
。
な
お
、
発
注
方
法
の
改

蓋
暈
寸に
つ
い
て
も
事
業
者
に
対
し
理
解
と
協

力
を
促
す
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
特
定
地
域
内
の
自
動
車
交
通
量
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
中
長
距
離
の
物
流
拠
点

間
の
幹
線
輸
送
を
中
心
と
し
て
、
輸
送
力
を

増
強
す
る
た
め
の
鉄
道
、
船
舶
、
港
湾
等
の

整
備
、
物
流
拠
点
へ
の
連
携
を
強
化
す
る
た

め
の
ア
ク
セ
ス
道
路
等
の
整
備
に
よ
る
鉄

道
･
海
運
の
積
極
的
活
用
を
通
じ
て
適
切
な

輸
送
機
関
の
選
択
を
促
進
す
る
も
の
と
す
る
。

さ
ら
に
、
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
の
物

流
施
設
の
複
合
化
、
高
度
化
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
機
能
、
立
地
等
を
考
慮
し
た
よ
り

効
率
の
良
い
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
た
め
、

再
配
置
及
び
集
約
立
地
を
含
め
た
物
流
拠
点

の
計
画
的
な
整
備
を
行
う
も
の
と
す
る
。

⑤

人
流
対
策
の
推
進

公
共
交
通
機
関
の
積
極
的
な
活
用
を
図
り
、

自
家
用
乗
用
車
利
用
の
抑
制
に
資
す
る
た
め
、

鉄
道
、
バ
ス
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
、

公
共
交
通
機
関
の
結
節
点
等
の
整
備
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
つ

つ
、
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
等
の
交
通
規
制
の
拡

充
、
都
市
新
バ
ス
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
に
よ

り
、
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
の
向
上
を
推

進
す
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
徒
歩
や
自
転
車
の
利
用
促
進
の
た

め
の
施
設
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
不
要

不
急
の
自
家
用
乗
用
車
使
用
の
自
粛
を
呼
び

か
け
る
も
の
と
す
る
。

@

交
通
流
対
策
の
推
進

交
通
の
分
散
や
道
路
機
能
の
分
化
を
図
る

た
め
、
環
状
道
路
、
バ
イ
パ
ス
等
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
交
差
点
や
踏
切
で
の
交

通
渋
滞
の
解
消
を
図
る
た
め
、
立
体
交
差
化
、

右
折
専
用
レ
ー
ン
の
設
置
等
交
差
点
の
改
良

及
び
道
路
と
鉄
道
と
の
連
続
立
体
交
差
化
を

進
め
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
道
路
整
備
の
状
況
を
も
踏
ま
え
つ

つ
、
中
央
線
変
移
等
の
交
通
規
制
の
効
果
的

な
実
施
を
図
る
と
と
も
に
、
駐
車
場
の
整
備
、



違
法
駐
車
の
効
果
的
な
排
除
等
の
総
合
的
な

駐
車
対
策
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。
さ
ら

に
、
交
通
管
制
シ
ス
テ
ム
及
び
信
号
機
の
高

度
化
並
び
に
交
通
渋
滞
や
駐
車
場
に
係
る
情

報
の
的
確
な
提
供
等
を
行
う
路
側
通
信
設
備

等
の
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
整
備
拡
充
等
を

通
じ
て
、
自
動
車
交
通
流
の
円
滑
化
を
図
る

も
の
と
す
る
。

の

局
地
汚
染
対
策
の
推
進

二
酸
化
窒
素
濃
度
の
高
い
交
差
点
周
辺
部

等
の
汚
染
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
解
析
調
査

等
を
行
う
と
と
も
に
、
交
差
点
の
改
良
等
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
効
果
的
な
施
策
を
進
め

る
も
の
と
す
る
。

圏

普
及
啓
発
活
動
の
推
進

自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
の
問
題
は
、
事

業
者
及
び
国
民
の
活
動
と
非
常
に
深
く
係
わ

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
及
び
国
民
が
、

特
別
法
第
四
条
及
び
第
五
条
に
規
定
さ
れ
た

責
務
に
つ
い
て
十
分
理
解
を
深
め
、
自
動
車

排
出
窒
素
酸
化
物
に
よ
る
大
気
汚
染
の
防
止

に
つ
い
て
努
力
す
る
よ
う
に
、
事
業
者
に
対

し
て
は
自
動
車
使
用
合
理
化
に
関
す
る
情
報

提
供
等
を
行
い
、
国
民
に
対
し
て
は
窒
素
酸

化
物
排
出
量
の
低
減
に
効
果
の
あ
る
自
動
車

使
用
方
法
等
に
つ
い
て
の
理
解
を
求
め
、
協

力
を
促
す
な
ど
の
普
及
啓
発
活
動
を
積
極
的

に
展
開
す
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
国
、
地
方
公
共
団
体
は
、
低
公
害

車
の
普
及
拡
大
や
二
酸
化
窒
素
の
高
濃
度
期

に
お
け
る
対
策
の
推
進
の
た
め
、
各
種
の
普

及
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

化
物
の
全
体
の
動
向
の
継
続
的
な
把
握
に
努
め

る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
特
定
地
域
に
お
け
る
自
動
車
排
出
窒

素
酸
化
物
の
総
量
の
一
層
の
削
減
を
図
る
た
め

の
諸
施
策
に
関
す
る
調
査
検
討
を
進
め
る
も
の

と
す
る
。

第
3

そ
の
他
特
定
地
域
に
お
け
る
自
動
車
排
出
窒

素
酸
化
物
の
総
量
の
削
減
に
関
す
る
重
要
事
頃

1

地
方
公
共
団
体
の
連
携

自
動
車
起
因
の
窒
素
酸
化
物
汚
染
の
広
域
性

に
鑑
み
、
特
定
地
域
間
に
お
け
る
連
携
を
確
保

し
、
相
互
に
十
分
な
調
整
を
図
る
も
の
と
す
る
。

2

総
量
削
減
計
画
の
進
行
管
理

自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
削
減
施
策
は
広
範

囲
な
分
野
に
及
ぶ
た
め
、
関
係
機
関
の
協
力
の

下
に
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ

と
に
鑑
み
、
総
量
削
減
計
画
策
定
後
に
お
い
て

も
関
係
機
関
と
密
接
に
連
携
を
図
り
つ
つ
、
総

量
削
減
計
画
の
実
施
状
況
の
把
握
等
進
行
管
理

を
行
う
も
の
と
す
る
。

3

調
査
研
究

特
定
地
域
に
お
い
て
自
動
車
排
出
窒
素
酸
化

物
に
よ
る
大
気
の
汚
染
状
況
の
的
確
な
監
視
･

測
定
を
行
う
た
め
、
監
視
測
定
体
制
の
整
備
充

実
等
を
図
る
と
と
も
に
、
自
動
車
排
出
窒
素
酸

′
‘

“
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一
月
号
に
つ
き
謹
賀
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

前
々
月
の
本
稿
で
"大

過
な
く
“
の
大
過
は
、
易

の
卦
が
出
典
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
大
過
が
あ
る
以

上
、
小
過
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
だ
が
、
何

故
か
大
過
ば
か
り
が
表
面
に
出
て
い
る
。
一
体
大
き

な
過
ち
と
小
さ
な
過
ち
と
は
ど
う
違
う
の
か
、
を
書

こ
う
と
し
て
紙
数
が
尽
き
た
。
以
下
そ
の
続
き
で
あ

る
↓。易

に
は
六
四
卦
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
卦
に
は

象
即
ち
形
と
、
卦
辞
が
付
い
て
い
る
。
象
を
説
明
し

た
の
が
卦
辞
で
あ
る
。
何
分
に
も
三
千
年
前
の
書
物

な
の
で
、
卦
辞
の
中
に
は
時
代
に
合
わ
な
い
部
分
が

あ
る
。
現
代
の
人
が
補
正
し
て
解
釈
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
一
方
象
は
時
代
を
超
え
て
適
用
さ
れ
る
。

こ
れ
は
抽
象
画
の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
、
見
る
人
に

よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
形
に
見
え
る
。
易
の
根
本
は
こ

の
象
に
あ
る
。
象
は
算
木
と
言
う
六
本
の
矩
形
を
し

た
木
片
に
示
さ
れ
る
。
四
面
あ
る
各
木
片
の
、
二
面

は
栄
陽
)他
の
二
面
に
は
…
(陰
)
の
し
る
し
が
付
け

て
あ
る
。
』
を
裏
返
す
と
…
に
な
る
仕
組
み
で
あ

る
↓。

大
過
と
小
過
と
の
違
い
を
卦
群
に
よ
っ
て
説
明
す

し
よう

る
と
長
く
な
る
。
象
で
比
較
し
た
い
。
大
過
の
象
は

沢
風

…一三
器
。
下
と
上
に
欠
け
た
弱
い
部
分
(陰
)
が
あ
っ

て
、
中
味
の
重
さ
(陽
)を
支
え
き
れ
ず
、
ひ
っ
く
り

返
っ
て
し
ま
う
形
と
見
る
。
大
過
の
物
事
が
倒
れ
た

り
、
崩
れ
落
ち
た
り
、
溺
死
し
た
り
す
る
意
は
、
こ

雷
山

の
形
か
ら
見
た
の
で
あ
る
。
小
過
は
…三
錠
の
象
で
示

さ
れ
る
。
大
過
と
比
べ
る
と

せ
姿
の̂
数
が
多
い
か
ら

飛
鳥
の
よ
う
に
軽
や
か
に
見
え
る
。
さ
て
小
過
の
象

△△
△

沢

風

を
兄
つ
め
た
い
。
盤

霊
㈱
△
印
は
雪
、
X
印
は
三
苫

沢
風

な
る
。
△
と
×
を
合
わ
せ
る
と
蓋
響…大
過
の
卦
と

な
っ
て
し
ま
う
。
小
過
の
中
味
は
大
過
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
を
互
卦
を
見
る
と
い
う
。
｢も
と
も
と

過
ち
を
分
け
て
夫
と
小
を
問
う
の
は
お
か
し
い
、
小

さ
な
失
敗
の
中
に
大
き
な
失
敗
の
萌
芽
が
ひ
そ
ん
で

い
る
か
ら
、
ゆ
め
ノ
＼
油
断
な
さ
る
な
｣
と
小
過
の

卦
象
は
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
小
過
の
象

は
、
上

･
下
に

…
(陰
)〕炎
が
あ
り
互
卦
で
あ
る
大
過

を
、
密
か
に
包
ん
で
い
る
。
小
過
は
内
々
で
処
理
さ

れ
る
失
敗
と
見
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
小
過
の

卦
に
大
過
が
含
ま
れ
て
い
る
の
な
ら
、
こ
の
二
つ
は

区
別
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
別
の
方
法
で
両
方
の

卦
象
を
見
て
み
た
い
。

し
よう

り
か

し
よう

象
を
見
る
方
法
の
一
つ
に
裏
卦
が
あ
る
。
象
の
裏

側
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。
裏
返
す
と
は
象
の
陰
と
陽

2
月
号
の
特
集
テ
ー
マ
は

｢地
方
版
第
=
次
道
路
整
備

五
箇
年
計
画

の
予
定
で
す
。

を
逆
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
大
過
誓
三
…は
一…薑
稿
と
な

る
。
こ
の
卦
を
山
雷
頤
と
言
う
。
卦
群
に
観

し
頭
目

求
二
口
実
な
頤
を
観
て
自
ら
ロ
実
を
求
む
)
と
あ

る
。
口
実
と
は
食
べ
物
の
こ
と
で
あ
る
。
頤
の
卦
象

は
口
を
大
き
く
開
け
て
食
物
を
求
め
て
い
る
形
な
の

で
あ
る
。
食
は
職
に
通
ず
る
。
私
見
だ
が
大
過
と

は
、
職
を
失
う
よ
う
な
過
ち
。
妻
子
を
路
頭
に
迷
わ

せ
る
よ
う
な
失
敗
と
見
る
。
小
過
の
卦
も
裏
返
し
て

み
よ
う
。
雷
山
小
過
盤
鞘
↓
壷
三
一風
沢
中
孚
の
卦
に

な
る
。
卦
象
を
見
る
と
陽
の
堅
い
殻
に
包
ま
れ
た
、

中
味
の
や
わ
ら
か
い
卵
の
象
と
見
る
o
ち鞠
挙
の
事
の

字
は
◇
、
=
鳥
の
爪
。
子
は
=
卵
で
あ
る
。
鳥
が
懸

命
に
卵
を
抱
え
て
い
る
形
を
孚
と
い
う
。
小
過
と
は

懸
命
の
心
、
誠
意
を
も
っ
て
反
省
す
れ
ば
許
さ
れ
る

過
ち
、
と
私
は
見
る
。

本
稿
は
専
門
用
語
が
沢
山
出
て
、
読
み
づ
ら
か
っ

た
と
思
う
。
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

(崎
)
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